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　大おおヱえ都ど。

　八はつ百ぴやく夜や蝶ちようの暗い夜。

　昼は商人あきんど達の声も賑にぎやかな大通り。人っ子一人居ないその通りをひた走るのは、黒くろ装しよう束ぞくの男達。統率された動きで、とある大おお店だなの裏に回ると、先頭の下したっ端ぱがコンコンと裏木戸を叩たたいて、中の引き込み女に合図を送る。

　男達は盗とう賊ぞくの一味だった。この大店には一年も前から目をつけて、女じよ中ちゆうとして手下を送り込んでいる。今日は晦日みそかも過ぎ、ツケを取り立てた蔵くらは金がうなっているはずだ。

　裏木戸が開かれ、盗賊達は中へとなだれ込んだ。深夜のこと、使用人達もみな眠りについている。まず、使用人が眠る部屋に踏ふみ込むと、男達は布団ふとんの上から刃やいばを突き立てた。

　皆殺しの非道働き。それが、大ヱ都を騒さわがせている大盗賊、蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もん一味のやり方だった。一人残らず口封じ。これなら目撃者は誰もいない。だからこそ、お上かみの役人も手を焼いていた。

　今夜でちょうど十件目。手下達の手慣れた動きに、後ろで腕を組んだ仁左衛門は、ニヤニヤと笑う。あとは、金蔵にどれぐらいの千両箱が眠っているか。主人を脅おどして鍵かぎを奪い、殺すだけと、そこまで考えて……。

「なんだこりゃあ、わあああっ！」

　いくら布団を刺さしても血も滲にじまない。そのことに、不審を覚えた手下が、布団をめくったところで悲ひ鳴めいをあげた。

　横たわっていた人の形が崩くずれて、白い蝶ちようへと変化したからだ。それは、他の布団も同じく、膨ふくらんだ形を崩すように、盗賊達は乱らん舞ぶした白い蝶に巻かれて、目くらましをかけられたようになる。

「落ち着け！　糸で巻け！」

　仁左衛門の一いつ喝かつに、手下達はその手から次々と糸を放つ。蝶は絡からめ捕とられ、さらりと鱗りん粉ぷんをまき散らしながら崩れて、消える。

　しかし、ひときわ大きな揚あげ羽は蝶ちようがふらふらと飛びながら、隣の部屋へと続く襖ふすまの奥。その向こう側にすり抜けていった。

　仁左衛門はその襖を蹴けり上げて破やぶり、手下達とともに中へと入る。

「おやおや、乱暴なこと……」

　男にしては高く、女にしては低い、そんな不思議な声だった。

　着ている紫むらさきの着流しは帯おびの位置が低い。男の着方ではある。しかし、葛籠つづらに腰掛けた、そこからのぞく手足は透すけるように白く細い。すらりとした脚を組み、着物の裾すそが乱みだれたその艶あで姿すがたに手下達がごくりとつばを飲み込む。

「何者だ、てめぇは！」

「そういうお前さんは蜘蛛切仁左衛門だな」

　面おも白しろそうに三み日か月づきの笑みを形作る、紅べにを塗ぬらずとも赤く艶あでやかな唇くちびる。銀の煙管きせるをくわえ、紫し煙えんをくゆらす姿は指先さえ優美だ。通った鼻筋に切れ長の瞳の色は碧みどり。縁ふち取どるまつげは白はく銀ぎんで、その長い髪もまた白銀である。

　さらに言えば、紫のほっそりした着流し姿の背後にふわふわ揺ゆれる尻尾しつぽは七本。頭の上には尖とがった、これまたふわふわした耳があり、毛並みはいずれも白銀だ。

　その耳に飛んできた揚羽蝶が、まるで飾りのごとくとまった。ぴるると耳がくすぐったそうに揺れる。

　それに手下達はまたごくりとつばを飲み込んだ。この傾けい城せいにすっかり心奪われてやがる！　と、仁左衛門は舌した打うちする。

「なに、惚ほうけてやがる。この狐きつねをやっちまえ！」

「は、はひぃ！」

　情なさけない声をあげて突き飛ばされた手下が、七之助めがけて斬きりかかる。それを、カン！　と銀の煙管で受け止めて、狐は立ち上がった。

　その拍ひよう子しに耳にとまっていた蝶がふわりと舞い上がり、夜の闇やみに消えた。

「名乗りの口こう上じようも聞かないまま斬りかかるなんて、躾しつけがなってないな。

　私は隠おん密みつ同どう心しんの七なな……」

「隠密同心だと！」

「幕ばく府ふの犬か！」

　その名に手下達はざわめき、次々と斬りかかる。それをすらりと抜いた刀で、狐は受け止めた。左右、二刀流で。

「七しち之の助すけ、参まいる！」

　くるりと回転すれば、ふわりと七本の尻尾が翻ひるがえる。その美しさに手下達は見み惚とれている余裕などなかった。

　尻尾と同じく舞う、二本の刀に手下達の身体からだは切り裂さかれる。その見えないほど素早く、風のように吹き抜ける銀色の衝しよう撃げきに、声もなく手下達がパタパタと倒れていった。吹き上がる血しぶきさえ、斬ったすぐにではなく思い出したように遅れて……、美しい剣士の花道を飾るがごとく、赤いあだ花を咲かせる。

「さて、どうする？　蜘蛛切仁左衛門。お前の手下はもういない」

「まだまだよ！」

　追い詰められた仁左衛門は叫び、その身体がぶわりと歪ゆがむ。

　ばりばりと大店の天てん井じようを突き破り現れたのは、巨大な化ばけ蜘蛛。

「この家の弁べん償しよう、誰がするんだよ！」

　蜘蛛に姿を変えた仁左衛門に、思わず七之助は叫さけぶ。すると仁左衛門は、「ははは！」と笑った。

「そんなこと知るか！　それより、手下達も生き返ったぞ！」

　仁左衛門の言葉と同時に、床に倒れた手下達の死体が、確かにうぞうぞと動きだし、その身体は無数の蜘蛛の姿へと変えていく。それを見た七之助は尻尾をぶわりと膨らませ、必死に喉のどの奥で悲鳴をかみ殺したが……。

「蜘蛛嫌い！」

　叫んで、自分に押し寄せる蜘蛛に二本の刀を振り回す。ぴょんぴょん、狐が地じ鼠ねずみを捕るときのごとく、跳ね回って蜘蛛を切り裂いていく。

「ありゃ？」

　足の踏み場がないとはこのこと。バラバラの蜘蛛の残ざん骸がいが敷しき詰められて、着地する場所がなくなってしまった。そうしたのは自分ではあるが、しかし、蜘蛛は踏みたくない。

　その七之助の気持ちを察した訳ではなく、隙すきをついて、大蜘蛛から吐はき出された糸が、彼の白い手を捕らえる。

「あ！」

　片手だけでなく、両手、両足、飛んできた糸に絡め捕られ、逆さまの宙づりにされた。

「捕つかまえたぞ！　この、性しよう悪わる狐ぎつね！　その身体を引き裂いて鍋なべにしてやる！」

「狸たぬき鍋は聞いたことあるけど、狐鍋は聞いたことないねぇ……」

　絶体絶命の場面のように見えるのに、狐は暢のん気きな声を出す。

「生意気な口が利きけるのも、今のうちだぞ！」

　蜘蛛の糸が左右に引かれ、めり……と七之助の身体から音がしたようで、本人も顔をしかめると……。

「七之助！」

　低い美声が七之助の名を呼んだ。同時に、両手足を縛しばる蜘蛛の糸が、黒い剛ごう風ふうに断ち切られた。すとん……と下に落ちた七之助を、横抱きにしたのは……。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「これぐらいたいしたことないけど……来るのが遅い！」

　言い様、七之助は男の精せい悍かんな頰ほおを張り飛ばした。びたーん！　という派は手でな音がして、男は七之助の手形を片頰に張り付かせたまま、生き真ま面じ目めに蜘蛛を見て、

「隠密同心の十！」

　と、蜘蛛にむかって大剣を向けて宣言した。その剣は、この火ひ之の元もとの国の武士もののふが使う刀より幅広であり、長さも厚みもある巨大な両もろ刃はの剣であった。仲間達は、鬼おにの金かな棒ぼうと呼んでいる。剣ではなく。

　この剣が七之助の四し肢しを捕らえる蜘蛛の糸を断ち切ったのだ。

「ちっ、まだ仲間がいやがったのか」

　ギチギチと大蜘蛛はその牙きばを鳴らして言う。七之助を片手で抱きかかえた男は、ひるむことなく蜘蛛を見み据すえた。

　大蜘蛛ほど大きさはないが、それと対たい峙じしても少しも見み劣おとりのしない体たい軀くの男だった。背せ丈たけは六尺しやく半以上はあるだろうか。黒い着流し、開いた胸元からのぞく胸むな板いたは寺の山門を守る仁に王おうの彫像にも負けない。構えた大剣を握にぎりしめる、太くたくましい丸太のような腕も同様。

　そのたくましい身体に載っている顔も、阿あ羅ら漢かんの仏像同様のきりりとしたいい男だった。太い眉まゆ、二重のくっきりとした目、ひき結ばれた意志が強そうな肉感的な唇。

　赤く燃えるような色の髪は、ざんばら、背に流している。

　そして、その頭には同じく赤い毛皮の三角の耳が。黒い着流しの尻しりには赤い尻尾が揺れていた。

「俺の名は、犬いぬ神がみ十とう十じゆう朗ろう！」

「犬神の小僧が！　狐にくわわったところで、変わらんわ！」

　蜘蛛がその脚を振り上げたところで、十十朗は戦うために七之助を降ろそうとしたが。

「くそ、十十朗！　私をちょっとでも下に降ろしたら、八つ裂きにするからな！」

　言ってることは乱暴だが、七之助は必死に十十朗の首にすがりつく。下は小蜘蛛がうじゃうじゃいるのだ。足の先だって触ふれたくない。

「七之助！　降ろさないと戦えないだろう！」

　そう言いながら、七之助を抱っこしたまま十十朗は蜘蛛から逃げ回る。

　それで、余計にこの大店が破壊されることになるのだが、そんなこと二人の知ったことではない。

「ははは！　逃げ回ってばかりか！」

　大蜘蛛は調子づいてガハハと笑う。

「七之助、俺達、馬ば鹿かにされているぞ！」

「ええい！　蜘蛛のくせに、こしゃくな！　とおっ！」

　叫び声、一つ。七之助は蜘蛛が散らばる地面に降りたのではなく、十十朗の肩に腰掛けた。

「ほら、これなら両手が空いて戦たたかえるだろう！　がんばれ犬ころ！」

「七之助は戦わないのか？」

「手伝ってはやる！　だけど、あの蜘蛛を倒すのはお前だ！」

「わかった！」

　何がわかったのか。自分一人で戦うことに疑問も感じないのか、十十朗は追いかけられていた体勢からくるりと反転し、大蜘蛛に向かっていく。

「真正面から来るとは、馬鹿め！」

　大蜘蛛は糸を吐いて、十十朗を捕らえようとするが。

「そうはさせるか！」

　駆かける彼の肩に乗った七之助がその手から蝶を放つ。白い蝶は、吐き出される蜘蛛の糸も巻き添えに消しよう滅めつする。

　その間に十十朗は蜘蛛の足下まで達した。

「ぬうんっ！」

　かけ声を一つ、剣を一いつ閃せんして蜘蛛の脚を四本吹き飛ばす。

「ぎゃあああっ！！！！！」

　脚を切られた痛みと、残りの四本脚ではその大きな身体を支えきれなかったのだろう。大蜘蛛はがくんと腹ばいになってのたうち回るうちに、しおしおとしぼんで人の姿になった。斬られた片腕の傷口に手を当てて、苦しむ仁左衛門。

　遠くでピーピーと岡おかっ引ぴきが鳴らす笛の音ねが聞こえてきた。

「ようやくお出ましになったか。本当に〝表〟の捕とり物もの方は使えないったらありゃしない」

　十十朗の肩の上、七之助は犬耳がくっついた赤い頭をなでなでする。

「その点、十十朗はよく出来ました。あそこでよく駆けつけた」

「七之助に褒ほめられた！」

　十十朗は嬉しそうになでられた耳をぺたりと寝かせ、尻尾をぶんぶん揺らしている。まるきり、大きな犬の嬉しそうな姿に、七之助はぐいと口をへの字に曲げた。

「……って言いたいところだがな、遅いんだよ！」

　頭をなでていた白い手でぺしりと七之助は十十朗の頭をひっぱたき、足まで出してげしげし蹴りだす。

「い、痛い、七之助……」

「痛くて当然だ、こらぁ！　お前が来るのが遅かったせいで、あんな蜘蛛ごときに捕まっちまっただろうが！」

　肩に乗った姿勢で足を出せば、当然、七之助の体勢は崩れる。蹴られながらも、そんな七之助の細い身体を落ちないように抱える、ある意味けなげな犬神だったが、

「わかった、わかった、七之助！　俺が悪い！」

「そうだ、お前が悪い！」

　ぷんぷんと怒る七之助は、それでも綺麗だな～なんて思っている。目の前でぴるぴる揺れる白い耳も。

　ぱくん！　ざりっ！

　思わず十十朗は七之助の耳に嚙かみついていた。そのあと、ざらりと中の和にこ毛げを舐なめたのも無意識だ。
















　けえぇえぇぇええぇえぇぇぇぇぇぇぇん!!

　七之助が甲かん高だかく鳴いた。狐の声で鳴いたのは久々である。獣けものの本ほん性しようを現すなど、神話の時代から幾いくとせ生きた大妖怪として恥はじ以外のなんでもない。

「な、な、何をする！　この馬鹿犬！」

　七之助は舐められた耳を押さえ、その耳の内側まで真まっ赤かにして叫んだ。

「七之助の耳が旨うまそうだったから……」

　何で怒られたのかわからない十十朗が、キョトンとした顔で言う。大人おとなの男の姿なのに、まるきり子供の表情で。

「食うな！　私は食べ物じゃない！」

「だけど、このあいだ欽きん多た郎ろうが、どっかの太た夫ゆうを食ったって……」

「それは食ったの意味が違う！　というか、欽多郎のあの古ふる狸だぬき！　何を教えているんだ！」

「お前にゃ、まだ早い！」と七之助が叫んだところで、十十朗の身体がぐらりと揺れた。いや、縮ちぢまった。

「わあっ！」

　当然のごとく、彼に抱きかかえられていた七之助の身体も放り投げられる。未いまだ、蜘蛛の死骸が散らばる地面にべしゃり……と。

「…………」

　無言の七之助に「きゅ～ん」とばかり答えたのは、同じく蜘蛛の死骸に埋うもれて顔を出した、赤い柴犬の仔こ犬いぬだった。

「こ、この、クソ犬ころがぁああ！！！！！」

　怒りのままに、七之助はその白いすらりとした脚で仔犬を蹴って、毬まりのように飛ばした。
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　蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もんの大だい捕ほ物かくから一夜明けて……。

　ヱえ都どは若わか駒こま町ちよう。新しく作られた木場の横、その木材を運ぶ堀のほとりに小屋が並ぶ。戯ぎ曲きよくに落語、見み世せ物もの。だが、一番の人気はやはり芝しば居いだ。

　その中でもひときわ賑にぎわっているのは『ものもふ座』。三階の桟さ敷じき席せきまでいっぱいの人々の話題はやはり蜘蛛切仁左衛門であったが、ひとたび幕が開けば、現れた役者の艶あでやかさに、観客は夢中になった。

　演目は白しら波なみ（盗とう賊ぞく）もので有名な『濱はま松まつ屋や』。

　呉ご服ふく屋やに現れた美しい娘が、実は盗賊、牡ぼ丹たん之の介すけだったという筋すじ立だて。可か憐れんな娘が悪党に豹ひよう変へんする、その落差を楽しむものだ。

　娘で盗賊を演じるのは、この、ものもふ座の二枚看かん板ばんのうちの一枚、古こ今こん夜や七しち之の助すけだ。当代きっての女形おやまと言われている。

　人々は現れた、七之助演じる大おお店だなの娘の可憐な姿に見み惚とれた。紅あかい振ふり袖そでも愛らしくよく似合う。その声もまた鈴を転がすようである。

　そんな可か愛わいらしい娘が、大店から金をだまし取ろうとするも、己おのれの正体がばれると一転。着物を諸もろ肌はだ脱ぬぎにして、現れたのは抜けるような白い肌はだに描かれた緋ひ牡ぼ丹たん。その艶やかさ。そして、お引きずりの裾すそをたくし上げてあぐらを搔かいた、すらりと白い脚の妖あやしいまでの色っぽさよ。

　女達はきゃあ！　と歓よろこびの声を上げるのはもちろん、男達までごくりと生なま唾つばを飲み込む。そして「古今夜！」となじみの声が掛かかる。

　七之助演じる牡丹之介は艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、たばこ盆ぼんを引き寄せると一いつ服ぷく。そして、銀の煙管きせるをくるくる回しながら「浜の白波の……」と、いつもの名調子が始まる。

「……牡丹之介とは、あっしのことよ！」とそう名乗りをあげて、流し目一つ。女性客の悲ひ鳴めいとともに、大立ち回りへ。

　捕とり物もの方をその煙管で打ち据すえて、斬きっては捨すて、斬っては捨てしていた牡丹之介だが、多勢に無勢。ついには、四方をはしごに囲まれて取り押さえられてしまった。

「観念しやがれ！」と捕り物方の声に重なるように響ひびくのは、「あいや！　待たれよ！」の低い美声。

　花道からやって来たのは、黒の着流し、高たか下げ駄た、開いた朱しゆ塗ぬりの破やぶれ傘がさを肩かたに乗せた美び丈じよう夫ふ。その姿に、すかさず「犬いぬ神がみ屋や！」の声が掛かる。

　役者の名は犬神十とう十じゆう朗ろう。役名もそのまま、御ご家け人にん崩くずれの浪ろう人にん犬神十十朗とある。ちなみに昨日は、源げん氏じの武将の犬神十十朗だった。

　現れた十十朗は花道から舞ぶ台たいへと駆かけ上がると、傘を振り回し、はしごに捕らえられていた牡丹之介を解放する。二人で役人達をばったばったと倒し、最後には背中合わせ、見み得えを切った。

「古今夜！」「犬神屋！」の声が響く中、ちょんちょんちょんと拍ひよう子し木ぎが鳴り、幕が引かれる。

「今日の芝居も上出来。ま、お前はいつも変わらない台詞せりふに芝居だけど」

　背中合わせのまま、七之助は十十朗に語りかける。が、その身体からだがかくんとのけぞったのは、寄りかかっている広い背が縮ちぢんだためだ。

「このっ！　まめ吾ご郎ろう！　もう少しこのままで居られないのか！」

　振り返り、見下ろして七之助は怒ど鳴なる。

「だって、昨夜の捕り物で疲つかれていて……」

　黒の着流しの衣い装しようの中から出てきたのは、十歳ぐらいの子供。赤みがかった茶色の髪かみに、同じ色の大きな瞳が七之助を見上げる。

　さらには、その頭の上からぴこぴこと三角の犬の耳がのぞくのを見て、ぱしりと七之助の白い両手が耳を押さえた。

「耳を出すな！　誰だれかに見られたらどうする！」

「だけど、幕はもう閉まってるじゃないか」

「それでも耳を出すな！　ここは舞台の上。そしてお前は役者だ、犬神十十朗！　たとえ、犬神十十朗の役しか出来なくても！」

　その幕の外では、客達が帰り支じ度たくをしながら口々に「今日の十十朗様は素敵だった」「七之助様の美しさだって……」と言い合い、明日には売り出されるだろう役やく者しや絵えが楽しみだと口にする。




「本当に七之助と十十朗の組み合わせはいいねぇ」

「そうそう、十十朗には全幕出てもらいたいんだけど。最後の一ひと幕まくだけってのがもったいないねぇ」

「その一幕であれだけの見せ場を作るんだから、たいしたもんじゃないかい？」

「ついたあだ名が〝一幕だけの役者〟。役やく柄がらは全部犬神十十朗で、同じ台詞と同じ立ち回りでございってか？」

「なに、アンタ！　十十朗様を馬ば鹿かにしてるの？　それでもあの男ぶりは、アンタなんか足下にも及およばないわよ！」

「いて、いてて！　いや、十十朗には俺っちだってあこがれるよ！　あの立ち姿だけで、女どもはきゃあきゃあの大おお騒さわぎだ！　そりゃあなりてぇじゃねえか！」




〝一幕だけの役者〟とは、ものもふ座の二枚看板のもう一枚、犬神十十朗のあだ名である。

　彼はどんな芝居でも、犬神十十朗の役柄でしか出ない。そして、最後の一幕になってようやく登場する。主に、七之助が窮きゆう地ちに陥おちいったところを助けるという形で……ばったばったと敵をなぎ倒し、最後には大見得切って、ちょんと幕切れ。

　同じ芝居など普通は飽あきられるものだが、この犬神十十朗だけは例外である。一幕だけの彼の出番を見るために連日、女性だけでなく、その男ぶりにあこがれる男どもも詰つめかける始末。

　この大ヱ都はまさに十十朗ブームで、彼がまとう黒の着流しはもちろん、芝居で七之助から渡されて、汗あせをぬぐった金魚の手ぬぐいが馬鹿売れし、はては十十朗が使ったという髪の油まで勝手に小こ間ま物もの屋やが出して、ものもふ座から注意されるというオマケまでついた。

　もちろん、七之助はそれ以前より人気で、彼の絵姿は連日売り切れ。遊ゆう女じよ役やくでまとった浴衣ゆかたの柄に、これは七之助がしっかり監督して小間物屋に作らせた匂におい袋なども大売れしたのだった。

　しかし、このものもふ座の二枚看板の二人が実は妖よう狐こと犬神とは、大ヱ都の人間達は知る由よしもない。

　そう、人間達は知らないのだ。この世には本当に妖怪というものがいて、人間達に紛まぎれて暮らしているということを……。
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「ふぅ……」

　舞台の袖そで口ぐちから舞台裏に入った、十十朗──いや、今は小さな姿なので、幼名の吾ご郎ろうだ──は、ぴょこんと髪から耳を出した。「お疲れ様」と世話係の黒くろ衣ごの不知火しらぬいが、ずるずる引きずっていた黒の着流しを脱がせて、童わらべ用の甚じん平べいの上を着せてくれる。

「ありがとう、不知火」

「どういたしまして、犬神の坊ぼつちゃん」

「吾郎でいい」

「そう、吾郎ちゃん、吾郎ちゃんでございましたね」

　不知火の正体は狢むじな。ハクビシンともいうらしい。黒衣をやってるのがもったいないほどのいい男だ。『いい男はいい男だけど、あれぐらいは並の上。ヱ都の街には五人に一人はいるよ』とは、七之助の辛口の評価だ。でも、黒衣としての腕は一流であるし、吾郎にとってもかいがいしく世話をしてくれる、とってもいい人でもある。

「今日も舞台お疲れ様でした。お八やつのぼた餅もちを用意してありますよ」

「ありがとう！」

「あのな、あんまり甘やかすんじゃない。まめ吾郎の奴やつ、また、舞台で耳と尻尾しつぽを出したんだからな！」

　振り返ると、そう七之助が言う。それに吾郎は「幕は閉まっていた！」と返す。

「閉まっていても、舞台は舞台と言っただろう。気を抜くな！　今日のお八つのぼた餅は一つ抜き！」

　吾郎がそれに「ひどい！　七之助が俺のぼた餅、一つとった！」と叫さけぶが、それにかまわず七之助は、すたすたと己の楽がく屋やに入ってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶ、坊ちゃんのぼた餅はまだ二つありますよ」

　尻尾を垂たらしてしょんぼりする吾郎の頭をなでて、不知火が言う。それに吾郎はとたん、ぱあっと明るい顔になる。

「二個もあるのか！　ならいい！」

「はい。では、その前にお化け粧しようを落としましょうね」

　と犬神の子を楽屋に連れていく。

「……ふん、不知火の奴。私の〝おしおき〟を見越して、ぼた餅三個にしてたな」

　重い鬘かつらを脱いで、頭の上にぴょこりと狐きつねの耳を出現させた七之助は、くるんと耳を後ろに動かして、舞台裏の外の会話をしっかり聞いていた。

　七之助から鬘を受け取り、今度は衣装の振り袖を脱いだ彼の肩に浴衣を掛ける。もくもくと手伝いをするのは、不知火と同じく黒衣の衣装をまとった陽炎かげろうだ。ただし、こちらは黒衣の頭ず巾きん、顔の前の幕をあげていない。誰も黒衣以外の彼の姿、顔を見たことも、声も聞いたことさえない。従って、その正体も不明なのだ。

　しかし、正体が不明でも、今や七之助の手足であることは間ま違ちがいない。何しろ、何も言わずとも次は手鏡を差し出し、浴衣がよごれぬように膝ひざに手ぬぐいを乗せてくれる。これほど気がつく黒衣はいない。それこそ、死ぬときは彼も一緒に棺かん桶おけに入れて欲しいと思うほど。

「七之助姐ねえさん、お疲れ様でした」

　さて、二人声をそろえて楽屋ののれんをくぐり、しなりと並んで座って三つ指ついたのは。

「お紺こん狐にお小さ夜よ狐もご苦労さん。今日の舞はよく出来ていたよ」

〝姐さん〟というのは別に七之助が女だからではない。〝兄さん〟と呼ぶより、何か似合っているという、この座の習しゆう慣かんのようなものだ。

「ありがとうございます」と礼を言う二人を、七之助は鏡越しに見る。舞台上がりのそろいの朝顔の浴衣を着た、見た目は娘二人であるが、両方とも雄おすだ。その正体は、二つ尾の化ばけ狐。

「ああ、でも、お紺は扇おうぎの返しが少し早かった。逆にお小夜は手ぬぐいを……なに、もたもた畳たたんでいるんだ？　客がだらけるだろうが」

　七之助はくるりと振り返り、浴衣の裾がめくりあがるのもかまわず立て膝をした。銀の煙管きせつを手にすれば、陽炎がすかさず火をつける。まだ襟えり足あしに残る白粉おしろいも色っぽいのに、その行ぎよう儀ぎも口調も最悪だ。女形達が青ざめて震ふるえるほどに最悪だ。

　舞台でのしっとりした傾けい城せいぶりとは正反対の、この柄の悪さ。しかし、一部のご贔屓ひいき筋すじには大受けで、その白い足に百両出しても踏ふまれたい！　などという声もあるのだとか。千両出されてもやらないが。

「ごめんなさい、姐さん。精しよう進じんいたします」

「次からは気をつけて、二度とするんじゃないぞ」

「はぁい」と二人は返事をすると、陽炎から今日の大おお入いり袋をもらって、のれんの向こうに消える。と、次は狸たぬきの銀ぎん次じが、弟の三さん太た、四よん太た、五ご太た、六ろく太たを連れてやってきた。銀次以外は四つ子のため、みんな同じ顔をしている。狸なので、銀次も含めてみな垂れ目。立ち役の男おとこ衆しゆうで、もちろんそろって、水がしたたるようないい男である。ものもふ座は、籠かごを担かつぐかごかきまでいい男というのが、自じ慢まんなのだ。ただし、繰り返すが元は狸のために、すべて垂れ目である。

　それらにも七之助は鏡越しに今日の立ち回りの注意を細々与え、最後に、良い出来だったと言う。こらちも帰り際、大入り袋をもらってぞろぞろと去って行った。

「姐さん、座長が呼んでいますぜ」

　のれんをくぐり現れたのは、小さな子供……に見えて、百年以上は生きてる猫ねこ又またの寝ね子こ猫ねこ子こ。頭の上に黒い耳、後ろには二ふた股またに分かれた黒い尻尾が揺ゆれている。子役専門の役者だ。

　ちなみに、今日は子役の出番がなかったので、仕事はなし、小言もなしで、七之助は「なに、あの大狸が呼んでる？」と立ち上がり、猫子に「ご苦労様」と大入り袋を手ずから渡して楽屋を出た。







「古狸がなんのようだ？」

「おう、七之助。今日の芝居もよかったな」

「そりゃどうも」

　楽屋の茶の間は座長の部屋でもある。長なが火ひ鉢ばちが置かれた向こうに、どっかりとあぐらをかいて座った大狸……もとい、若い頃はさぞ、いい男だっただろう。今だって、苦み走った白しら髪が交じりの頭が枯かれた魅力で、目尻のしわさえ、刻きざんだ男の年ねん輪りんとして、これまた魅力の壮そう年ねんの男が座っている。ただし、これもまた垂れ目。

　名は欽きん多た郎ろうという。妖怪の世界ではいっぱしに有名な大狸で、千せん畳じよう敷じきの欽多郎の二つ名を持つ。ナニが千畳敷なんて言えたもんではないが、その名にふさわしく、子だくさんではある。先の銀次に三太、四太、五太、六太は、全員この男の子供だ。なに、五人ぐらいでは子だくさんとは言えない。知っている子供だけで、なんと百人はいるというから……それでは知らない子供は何人いるんだ？　と、考えてしまう。

「で、話ってなんだい？」

「おう、昨日の捕り物で回ってきた請せい求きゆう書しよなんだがな」

「請求書？」

　突き出された紙を奪い取って七之助はそれを読む。みるみるその表情が変わり、ばりんとばかりにその〝請求書〟を真っ二つに引き裂さいた。

「なんだ、これ！　この百両って！　なんで、私に請求が来る!?」

「だから、そこに書いてあっただろう？　昨日の捕り物で大店を壊こわしちまった。それを元通りにする代金だとよ」

「だから、なんで!?　こっちは、あの凶きよう悪あくな蜘蛛切を捕つかまえてやったんだぞ！　店はともかく、命あっての物もの種だねだろうが！」

　確かにあの大店の母おも屋やは半壊した。しかし、七之助が先に店の者達を逃がさなければ、彼らは皆殺しの憂うき目めに遭あっていたのである。建物が壊れるのと、人の命が失われるのと、どちらが大事かときけば、誰でもわかる道理だろう。

「だから、大店全員助かったから、その値段なんだとよ。半壊というより、全壊した母屋は建て直し、ざっと見積もれば千両はかかるって話だ」

「千両！」

　その金額に七之助はくらりと目め眩まいがした。昔は、そんな金きん子すを一日で使うような暮らしをしたこともある。が、今は平民、ヱ都の役者だ。

　千両役者という言葉もあるが、それはそれ。千両箱一つなんて、芝居の中の偽にせ物ものならともかく、本物を見ることなんてまずないだろう。

「で、立て直しの金子を少しでも出してもらいたいって話だ」

「だけど、なんで私だけ？　壊したのは、まめ吾郎も一緒だ！」

　というより、正確には壊したのはあの蜘蛛切仁左衛門だ。自分達はただ逃にげ回っていただけである。それで、どうして百両を請求される！

「ま、吾郎は戦うときはあんなナリでも子供だからな。金は取れねぇよ。と、なりゃ大人おとなのお前の責任だろう」

「何が責任だ！」

　七之助は猛もう抗こう議ぎしたが、相手は古狸である。のらりくらりと矛ほこ先さきをかわされて、気がつけば「だったら、払えばいいんだろう！」と売り言葉に買い言葉、怒鳴っていた。

　それに、欽多郎はにんまりと笑い。

「ああ、百両はこっちで肩代わりしておくから、お前さんはいつでもいい、返しておくれ」

　いつでもいい……とは気前のよい言葉ではあるが、借金は借金。こやつは狸である。利り息そくもつけていくらになるやら。しかも七之助は先日、座のみんなを集め、なじみの料亭で芸者まであげて大判ぶるまいしたばかりで、財さい布ふの中身はすっからかんなのだ。

　そもそも、ヱ都っ子たるもの宵よい越ごしの金など持たない。

「へいへい、いつか耳をそろえて、その狸たぬき面づらに叩たたきつけてやらぁ！」

　それでも〝いつか〟と、期限を区切らない七之助である。







　ぷんぷんと怒りながら茶の間を出れば、てててと、七之助の足下に駆け寄ってきたのは吾郎だ。ぼた餅の載のったお皿を「はい！」と差し出すと、

「これ七之助のぶん！」

　そう言った吾郎を七之助はギロリとにらみつけて、次の瞬間、ぱしりとその手から皿を叩き落としていた。ぺしゃりと床に落ちるぼた餅。

「そんな甘ったるいぼた餅なんて食べられるか！　太るだろう！」

　叫び、しょぼんとうなだれた吾郎を「ふん！」と置き去りに、すたすたと楽屋に戻る。

　明らかに八つ当たりだとは七之助にだってわかっている。しかし、百両の借金の半分の原因が、脳のう天てん気きな笑顔で団だん子ごなんぞ持ってきたら、当たりたくもなるもの。

　……とはいえ、あんな仔こ犬いぬに当たり散らしたところで気分は少しも晴れない。むしろ、耳と尾を垂らした姿に、もやもやとしたものが胸むねに広がるだけだった。

　楽屋に戻れば鏡きよう台だいの上に、白粉おこじょ達が積み重なって、きゃらきゃらと笑い声をあげながら遊んでいる。

「掃そう除じはあとにしな。邪魔だよ」と追い払えば、また、別の鏡台の白粉を求めて奴らは転がっていった。彼らは、白粉を食べる妖怪なのだ。もっとも、こんな真っ昼間っから真っ白な姿を現して遊べるのは、このものもふ座の楽屋ぐらいのものだが。

「なんだよ？」

　鏡越し、楽屋の入り口に立つ黒衣姿の男、不知火に声をかける。「いえ、なに……」と不知火は言葉を濁にごした。

　確かに、用があるのは不知火ではなく、七之助なのだ。呼び出さずともしっかり察して、こうして現れる。まったく小憎らしい二枚目半だ。

「ぼた餅、二つを三つに戻してやればいい」

　誰の分かは言わなくたってわかるだろう。しかし、それでは足りないと七之助は考えた。

「私の分も添そえて……」

「そりゃ、姐さんが坊ちゃんの手からはたき落とした分で」

「…………」

　吾郎の手から皿を落としたのは事実で、あれしかぼた餅はなかったのか……と七之助は舌した打うちして、鏡台の横に置いてあった自分の財布を後ろに放り投げる。

　鏡越し、不知火が見事に受け取るのを見て。

「じゃあ、買ってこい。まめ吾郎の分は重箱一つ。他の者達にもお裾すそ分わけだと言って分けてやれ。お前の駄だ賃ちんは銀一粒……ぐらい残っているだろうさ」

「まいど、姐さん！」

　不知火がそう返事をして身を翻ひるがえし、楽屋のれんの向こうに消える。

　やれやれ、今日も財布はすっからかんだ……と、七之助はため息を内心でつく。これでは百両の借金を払い終えるのはいつになるやら。
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　一方、吾郎はというと。

「吾郎ちゃん、大丈夫？」

「ああ、こんなになっちゃって、もったいない」

　お紺狐がうつむく吾郎の顔をのぞき込み、お小夜狐が床に落ちたぼた餅を懐かい紙しで拭ふいて綺き麗れいにする。この仔犬を二人の女形は可愛がっているのだ。

「お紺とお小夜は優しいなぁ」

「同じ狐でも、七しち尾びと大違いだ」

　狸の五太に六太が言う。七尾とは七之助のことだが、面と向かって言うことはない。元は九きゆう尾びだった白はく面めん狐ぎつねにそんなことを言ったら、半殺しのメに遭うからだ。

　さて、どうして九尾の大妖怪が中途半端な七尾になったか……なんて、これも訊きいてはいけないことだが。

「なぁなぁ、いい加減あんなキツイの諦あきらめて、もっと気立ての良い娘こにしろよ」

「そうそう、あんな性しよう悪わるなんかより、ホント、目の前のべっぴんさん達のほうがいいぜ」

　五太が吾郎の頭をなでながら言い、六太は目の前の娘の形をした二人に流し目を送る。垂れ目ではあるが効果は絶大で、お紺とお小夜はほんのり頰ほおを染そめて「やだわ～」などと言っている。

「ううん、七之助がいい」

　しかし、ふるふると吾郎は首を振る。「あんな、おっかないのの何ど処こがいいんだ？」と五太と六太が口をそろえて訊けば。

「だって、七之助はとびきり綺麗だもの！」

　吾郎は二匹の色男狸を見上げて言う。きっぱりと真まっ直すぐなその瞳に、二匹は顔を見合わせ、同じような顔、同じ仕草で肩をすくませた。

「ダメだこりゃぁ」

「すっかり、あの傾城に骨ほね抜ぬきにされているな」

「ま、わからんでもない。顔だけなら、葦よし波は羅ら蜜みつの太た夫ゆう以上だからねぇ」
















　葦波羅蜜とは、お上かみ公認の遊ゆう郭かく街がいのことだ。そこの太夫は、ここの狐と同じく傾城と呼ばれているが……。

「あの顔になら、我わが身を滅ほろぼされても？」

「いや、あの腰こしと脚なら、まず身代をすべて捧げても」

「それだな。地じ獄ごくの沙さ汰たと極ごく楽らくの門が開くのは金次第か？」

「やだねぇ、俺達にはねぇもんばかりだよ。色男、金と力は無かりけりってね」

　そんな五太と六太の掛け合いに、お紺狐とお小夜狐も「てめぇで言ってりゃわけないねぇ」ところころ笑う。

「お待たせしやした！」

　そこにやって来たのが不知火。五段重ねの重箱を手に、ずいっと最初の一段目を吾郎に差し出した。

「坊ちゃん、お八つですぜ。たんと召し上がれ！」

「でも、二つまでしかダメって……」

　そう七之助に言われたのだと、お重いっぱいのぼた餅にごくりと喉のどを鳴らしながら、吾郎は言う。

「いいんですよ。全部食べてイイって、姐さんが言ってましたから」

「七之助が!?」

　ぱあっと、とたん吾郎が笑顔になって、不知火の手からお重を取ると、それをかかえるようにして、ぼた餅をぱくぱくと両手でつかんで食べ出す。

「ああ、悪女ならぬ、悪あつ狐この深ふか情なさけだねぇ」

「それに、こんないたいけな仔犬を毒どく牙がにかけるなんてなぁ」

　そんなことを五太と六太は言いながら、お裾分けのぼた餅を箸はしで口元に持っていくと……。

「誰が傾城悪狐だ、この野郎！」

　箸でつまんだぼた餅がはじけて、七之助の声が聞こえた。五太と六太の顔はあんこ濡ぬれとなり「色男が台無し」とお紺とお小夜が笑う。

「いや、姐さん、傾城と悪狐はくっつけてない」

「そもそも、離れた楽屋からどうして聞こえたんだ？」

「そりゃ、まあ……」

「「地獄耳！」」

　二匹、声をそろえて言えば「おまけに誰が二本足りないだってぇええぇ!!」とお重のぼた餅がふよふよと宙に浮かぶ。

「俺達、尻尾が足りないなんて言ってませんぜ！」

「そう、七尾なんて……あわわっ！」

　禁句を口にして慌あわてる狸二匹の尻尾に、浮かんだぼた餅の口がぱっくり開いて、のぞいた牙きばがその尻尾に食いついた。

　弱点の尻尾を攻こう撃げきされて、ぽん！　とばかりに本ほん性しようの狸に戻った二匹は、尻尾にぼた餅をくっつけたまま飛び回り、楽屋はてんやわんやの大騒ぎとなる。

　そんな、ものもふ座の日常の風景である。
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　今は昔。貴き族ぞく文化が華はなやかなりし平へい杏あん亰きよう。

　そこに一人の美しい姫君があり。葦あしを刈かって売る翁おきな夫婦の拾ひろい子ごということで、葦あし姫ひめと呼ばれるようになったこの姫。美しさのあまり求婚者が列をなし、その貢みつぎ物で貧びん乏ぼう家か屋おくはたちまち竜りゆう宮ぐうの御ご殿てんのようになったという。

　姫君の美しさは花の御ご所しよの主あるじたる、やんごとなき方の耳にも届き、ぜひ妃きさきにと望まれ入じゆ内だいした。その輿こし入いれ行列の華やかさもまた、人々の語りぐさとなったという。

　ここまでならば幸せな玉の輿話だ。

　しかし、これでこの話は終わらない。

　かの更こう衣いが入内したあと、天てん子しは彼女に夢中となり、政まつりごとを放り出して後こう宮きゆうに籠こもりきりとなってしまった。

　それだけではない。御所には怪かい異いが続出した。後宮では幾いく人にんかの女によう御ご、更衣が流行はやり病やまいでばたばたと亡なくなった。さらに御殿の一部が燃え、表の政を行う南殿に雷かみなりが落ちたとあれば。

　これはもう怨おん霊りようの祟たたり……としか思えなかった。




　そして、召しよう喚かんされたかの高名な陰おん陽みよう師じの子孫は、三日三晩の祈き禱とうの末に、ある結論を下くだした。

　災わざわいは先に入内した更衣にあり。かのものは隣国の中なか津つ国こくにて、百の国を滅ほろぼした傾けい城せい妖よう狐こだというのだ。
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「あ、あの女に騙だまされていたのだ！　あれがすべて悪い！　あれが余よを誘ゆう惑わくして……」

　表の御座所たる北殿にて、大臣達に囲まれた天子は必死に言い訳をしていた。その様よう子すを、更衣は後宮の自分のために立てられた薔そう薇び宮きゆうにて、水鏡を用もちいてのぞいていた。

　白い指先を水につけてふよふよ動かせば、水みな面もに映った男の顔が伸びたり縮ちぢんだり、その滑こつ稽けいな様子に更衣は口元を歪ゆがめる。

　────蝶ちようよ花よ、そなたこそが朕ちんの命、運命だと言った割にこのザマか。

　まあ、少々軽けい薄はくなところがある天子様ではあった。それに、『あの女に騙されていた！』とはさて、王様や皇帝達から何度聞かされた言葉だったか。

　最近で聞いたのはかれこれ百年ほど前。まだ中津国にいた頃。貴き妃ひの座を頂いただいた若い娘に、年老いた皇帝は老いらくの恋とばかり溺おぼれた。有名な詩人は、専用の湯とう治じ場ばにある蓮はすの花をした形の大だい理り石せきの浴よく槽そう、それよりもなお白く、湯をはじく彼女の肌はだを讃たたえた。

　詩人が貴妃の風呂に入れる訳もなく。それは皇帝から聞いた話なのだろうが、ともあれ、若い頃は名君と呼ばれた皇帝が後宮に入り浸びたりとなり、国は傾かたむいた。それはもう、見事なほどに。

　そうなれば、あとは家臣の反逆に民たみの反乱となる。国土は荒あれ果て、宮殿を捨てた皇帝は貴妃を連れての逃とう避ひ行こう。その果てに、同行した家臣達に迫せまられ、国の乱みだれも何もかも、あの女め狐ぎつねの仕し業わざよ……と、あれほど愛した女を見捨てて処しよ刑けいを命じたのであった。

　────あれはちょっと苦しかったよなぁ。

　絹きぬの紐ひもでぎりぎり首を絞しめられた過去を思い出して、狐は顔をしかめた。

　首を〝軽く〟絞められたぐらいで妖狐が死ぬはずもなく、〝息はしてない〟と確認された身体からだから、装飾品や豪ごう奢しやな衣ころもはすべてはぎ取られて、うち捨てられた。夜中、むくりと起き上がった貴妃は〝生き返った〟。

　それから百年。

　流れ流れて、中津国でなくこの火ひ之の元もとの国でのこと。

　ただの狐の姿で葦の原をうろついていたところを、親切にしてくれた翁に〝恩返し〟したら、この有あり様さまだ。

　自みずからも貧まずしいだろうに、干ほし飯いいを分けてくれたその清きよらかな心に感じ入って、老い先短い一生、婆ばばあとともに豊かに暮らせるならと、貴族のぼんぼんどもをちょいとたぶらかしてみた。すると彼らが勝手に貢みつぎ物をもってくるのだから、狐は悪いことをしたなどという思いはない。そもそも、御み簾すごしの彼らには手も握にぎらせていないのだ。

　いや、中津国の岩から生まれて数千年。狐は人の男に手を触れさせたことなど一度もなかった。女に化けた狐に触れていると思っているのは、男の見ている勝手な幻覚だ。そんな甘かん美びな夢に溺れるのも、夢中になるのも男の勝手と、狐は冷ややかに見てきた。

　そうして、夢から覚めた男どもの身勝手さもまたしかり。

　あの狐に騙された！　と泣き叫さけび。

　あれこそがすべての元げん凶きようだ！　と指さす。

　家臣達も王や皇帝……男の身勝手さを責めることなく、この傾城こそが悪いと口をそろえる。

　かくして、国を滅ぼす傾けい国こくの伝説が生まれることとなった。すべての歴史書には、その〝九きゆう尾び〟こそが国を滅ぼしたと書かれている。たかだか権力者が狐に夢中になったぐらいで、国が傾くわけもないのに。

　でも、誰だれもがその傾城妖狐こそが国を滅ぼしたのだと……。

　────しかも、今度は国を百滅ぼしたって……？　滅ぼしたのはたったの十だ。

　揺ゆれる水鏡、間抜けな顔の男達を眺ながめながら、更衣はふん！　と鼻を鳴らす。十の国を滅ぼしただけでも、たいしたものではあるのだが……。

　そもそも、後宮の女官達が亡くなったのは流行はやり病やまいのためで、火事も雷もたんなる偶然だ。

　それが、この御所の臆おく病びよう貴族どもときたら、何かあれば物もの忌いみだ、方かた違たがえだ。あげくに加か持じ祈禱に、やたら出家をするする詐さ欺ぎ。

「あの更衣、いや化け狐を退治するのだ！　あれこそがすべての元凶！」

「この色ぼけがぁ！」

　自分から迫ったくせにこの言いぐさである。更衣は腹を立てて、天子にすっかり愛あい想そを尽つかした。もちろん、この後宮にいる理由もない。

　ならば去り際の挨あい拶さつとばかりに更衣は本ほん性しようを現した。黒くろ髪かみは白はく銀ぎんの髪に、その頭の上には尖とがった耳。豪奢な十じゆう二に単ひとえを羽織ったその裳も裾すそからのぞくのは九本の尻尾しつぽ。それが宮中を囲む武士もののふ達を蹴け散ちらし、射いかけられる弓を見えない壁かべではねのける。

　一瞬にしてたどり着いたのは清せい涼りよう殿でんの天子がおわす一段高い座。大臣達との席を隔へだてる御簾を蹴散らして、狐は飛びこんだ。

　ひいっと腰を抜かす天子をらんらんと輝かがやく碧みどりの瞳で見み据すえると、

「私への想いは千年万年と抜かしただろうが！　この根こん性じよう無しが！」

　腰こしを抜かして逃にげようとする天子の背中に、真っ白な足を乗っけてぐりぐりと踏ふみつける。

「お前の千年、万年は刹せつ那なか！　刹那なのか！」とげしげし足あし蹴げにした。銀髪、耳尻尾の妖狐が姿を現したことより、この美び姫きの乱らん暴ぼうぶりに、一段下に居並ぶ公く卿ぎよう達は啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。中には、なぜかぽうっ……と頰ほおを赤らめる者までいて。

　実は、天子も初めは姫の美しさに、次にはその言動の容よう赦しやのなさに妙な快感？　を覚えて夢中になっていたことなど大臣達には言えないことだ。いや、歴代の王や皇帝もそうだったなんて、とてもとても……。

　実際、妖狐の恐怖に腰を抜かしながら、踏みつけられる天子の顔は恍こう惚こつであったのだが……そんな姿に「ふん！」と妖狐は冷ややかに見下ろす。

「これじゃあ刹那どころか、万年の恋も冷めるってもんだ。こんなところは追い出されなくても、出て行ってやるよ」

　どろんと妖狐は小山ほどもある巨大な狐の姿に変えると、その鼻先を天子に、そして再び御簾を破やぶるように公卿達をねめつけて、御所の屋根を突き破り、何ど処こかに飛び去った。
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　気ままに飛んで飛んで、狐が降り立ったのは都みやこから遠く離れた那な須す野の。

　ここでも、狐は男達を騙して暮らした。本人は騙すつもりはなくとも、自然にそうなるのである。

　そのうえに、ここには〝仲間〟がいた。中津国ではついぞ見かけなかった〝物ものの怪け〟達である。狐のように岩から出来たものではない本物の狐達であったが、彼らを従えて、狐は、面白おかしくそこで暮らすことにした。

　薄野だった荒野に現れたのは絢けん爛らん豪ごう華かな色町の御殿。もちろん、男達の財にて建てられたものである。

　都から遠く離れた、あづまえびすの東の地に桃とう源げん郷きようが出来た。近隣の男達が通い詰つめて帰らなくなり、さらには都から噂うわさを聞いて赴おもむいた貴族達まで帰らないとあっては、ついに都も動かざるを得なくなった。

　腕に覚えがある五人の武士に陰陽師を差し向けたのは、皮肉なことにあの天子。今は位くらいを退しりぞいて上じよう皇こうとなった男だった。そんな男の存在など、狐はすっかり忘れていたが。

　やってきた討とう伐ばつ軍ぐんの先頭に立つ陰陽師に「葦姫」と呼びかけられた。その名も忘れていた。

　白銀の髪に、それに合わせたような純白の五いつつ衣ぎぬ唐から衣ぎぬ裳も。頭の上には尖った耳があり、純白でありながら豪奢な衣の後ろには、ゆらゆらと九本の尻尾が揺れる。こちらを見つめる瞳は、針のように鋭するどい瞳どう孔こうに碧の瞳と、異い形ぎようの姿なのに美しい。狐は白銀の耳と尻尾を隠かくすことなく、本性の姿のまま討伐軍の前に立った。

　この白いあだ花に、居並んだ武士達は思わずごくりとつばを飲み込んだ。そんな男達に狐は流し目を一つくれて。

「望み通り御所から去ってやったっていうのに、こんな東の地まで追いかけてくるなんて、ご苦労なことだな」

　一体何の用だ？　と問いかければ、陰陽師と武士達は口をそろえて自分を退治しにきたという。それに、狐は檜ひ扇おうぎを口に当ててころころと笑う。

「退治！　この私を退治だと！　人間ふぜいが！」

　にいっと紅あかい口元をゆがめて笑う。その碧の瞳のひとにらみに、男達はぞくりと震ふるえ上がった。しかし、同時にまた、惹ひかれるように一歩ふらりと前に出る者もあり。陰陽師が「惑まどわされるな！」と御ご幣へいを振り回して叫び、男達の頭を叩たたいて回ることでようやく、我われに返る始末だ。

　それに狐はまた、声をあげて笑った。

「魔ま性しようのごとき微笑ほほえみに、簡単に惑わされているようでは私の退治などほど遠い。

　怪け我がをしないうちにお帰りな、坊ぼうや達」

　そう言い、白い手を犬猫でも追い払うようにふわふわと振り、堂々と背を向けて豪奢な館やかたの中に戻ろうとする。

「馬ば鹿かにするな！」と叫び、斬きりかかった武士は勇者と言えるだろう。少なくともこの時点で、狐の色いろ香かに惑わされなかったのだから。

　しかし、男の太た刀ちは狐の身に届かず、それはふわりと受け止められた。白く細くしなやかな柳やなぎのような狐の片手に。両手で握りしめた太刀と武士の丸太のような腕がぶるぶると震える。震えているのは、両腕全力の攻こう撃げきを物の怪の細い腕一本で受け止められたからではない。どんなに力を込めても、それ以上は太刀を振り下ろせない、そこに見えない壁でもあるような力に阻はばまれているからだ。

「おや、私を攻撃するのか？　人間の男の割に骨のある……そうだな、お前を武士と認めてやろう」

　狐は脂あぶら汗あせを垂たらすひげ面づらの男に、その白い顔を寄せて紅い唇くちびるをすぼめると、ふうっと男の鼻先に息を吹きかけた。

　とたん男はひっくり返り、そのまま昏こん倒とうする。倒れた武士を、仲間達が慌あわてて引きずるようにして後ろに下がらせた。

「さあ、その男以外に、我こそが火之元の国の武士という男がいるのであれば、かかってこい。遊んでやる」

　狐の手招きのままに、武士達はふらふらと斬りかかり……。

　その結果はさんたんたるものだった。

　射かけた矢は、その的まとに当たる前にへろへろと途中で落ちた。その中に火矢も混じっていたものだから、頭から降って来たそれに、仲間の兵達が悲ひ鳴めいをあげて逃げ惑う。

　太刀で斬りかかった武士達も、先に倒れた仲間のように顔に息を吹きかけられて、とたん力が抜けたように崩れ落ちてしまう。

　その者の手から狐は太刀を奪い取り、二刀流になるやいなや、周りを取り囲んだ武士の攻撃を、くるりくるり、まるで舞まいのような軽やかな動きであしらう。

　ふわりと五衣の裾すそが翻ひるがえる姿は蝶のようであったと……そう感想をもらした武士は、戦う気などあったのか。ともあれ、彼も次の瞬間には遠く空に吹き飛ばされていた。

　その間、陰陽師は御幣を手に一心不乱に祝詞のりとをあげていたのだが、鼻先をかすめた甘い香の匂においに、反射的に目を開けてしまった。そこには、なんと白い狐。ヒッ！　と情なさけないことに腰を抜かして地面に尻しり餅もちをつく。それでも、己おのれを守るように、狐に向かい御幣をかざし続けた。

　というより陰陽師には御幣以外、身を守るものはない。なにしろ、周りの武士達も兵も、みんな倒れてしまっているのだ。その御幣も、白い手が触れるとぽきりと折れる。この狐には御幣などただの紙と木なのだと言わんばかりに。

「さあ、帰れ」

　狐は見下すように微笑み、館の中に去って行った。
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　見事な完敗。

　都に逃げ帰った陰陽師と武士達は、上皇となったかつての天子に激しく叱しつ責せきされた。

　しかし、これで手を引く訳にはいかない。いや、一度敗れたことでますます、引くに引けなくなったといえる。なにしろ天子の軍が、狐ごときに恥はじをかかされたのだ。狐ごときに……。

　かくして、その翌年に再び、討伐軍が那須野に差し向けられた。ただし、同じ陰陽師に武士を差し向けたのではあの狐に敵かなうわけもない。

　だからこそ討伐の兵が出るまで一年かかったのである。すべての武士と兵は寺へと入り、水みず垢ご離りに断食と修行をした。狐の色香に惑わぬように仏の道に精しよう進じんしたのである。

　陰陽師のほうも、このままでは始し祖そに安倍あべの晴せい明めいを頂く土つち御み門かど家けの名折れとばかりに、すべての陰陽師を結集し、狐きつね封ふうじの秘策を考え出した。

　こうして、那須野の荒野にて再戦となった訳だが……。







「嫌いやな予感がする」

　都の軍が性しよう懲こりもなくやって来ていることは偵てい察さつに出た配下の狐の報告でわかっていた。煙管きせるの煙けむりをくゆらせて、玉たま藻もの前まえ……と朝廷が勝手に名付けた狐はぽそり。

「姐ねえ様さま？」

　狐が横たわる天てん竺じく渡りの唐とうの寝ね椅い子す、その周りを取り囲んでいた狐達が不安げに声をあげた。

　化け狐に本来性別などない。男に女に、果ては狸たぬきの置物にだって化けるのだから生まれ持った性などあってないようなもの。「姐様」と狐達が、この白はく面めん九尾を呼ぶのはここが遊ゆう郭かくを模もした館だからだった。

　中心の白面九尾は唐衣。周りの狐達の姿が、女によう房ぼう姿すがただったり、白しら拍びよう子しの緋ひ袴ばかま姿すがただったりするのもそのせいだ。そして、九尾の美しさは当然として、周りの狐達もまた若く美しい娘の姿に化けていた。

「お前達はお逃げ、この館はもうおしまいだ」

　楽しい遊びは終わりとばかりに軽い調子で言った九尾に狐達は「そんな……」「姐様と離れるなんて嫌……」とさめざめ泣く者もあり。

「ならば、我らも共に戦いまする」

「ダメダメ、普通の人間相手ならともかく坊ぼう主ずと陰陽師が相手なら、お前達は死ぬよ」

　九尾は首を振り、涙ぐむ娘の姿をした狐の頭を優しくなでる。「毛皮にされたくなければ、逃げろ。これは命令だ」と微笑み告げる。

「さあ、色ぼけしている人間の男どもも連れて逃げてやれ。途中で放り出せば、我に返るだろう。

　この館は燃える。支し度たくは瞬まばたき三つだ！」

　ぱんぱんぱんと九尾が三つ手を鳴らす。

　それと同時に、豪奢絢爛の館は業ごう火かに包まれた。







「火が……」

「炎ほのおが、火柱が立ったぞ！」

　館の周りを取り囲んだ討伐軍から声があがる。これは自分達はしていない。

　炎を放ったのは九尾だ。仲間の狐を逃がすための目くらまし。遊びは終わりの印しるしとばかり、天まで届くたき火だ。

「あ、お芋いもに栗を入れ忘れた。残念」

　そんなことを言いながら狐は、燃えさかる館より現れた。その衣は少しも焼け焦こげていないどころか、煤すす一つ付いていない。

「さあ、焼き栗はあげられないけど、足下が暗くならないうちにさっさと都に帰れ」

「来たばかりで帰れるか！　もう、お前の色香にやられはしないぞ！　この化け狐！」

　陰陽師がそう宣言し、手を振り上げる。その手を振り下ろせば、一いつ斉せいに矢を射かけられた。それこそ雨あられとばかり。

「少しは考えたみたいだな」

　降りそそぐ矢の中で狐はつぶやいた。その身に矢が突き刺さることは全くないが……。

　確かに、弓ならば距離を取ることが出来るし、狐に目をのぞき込まれることもない。それでも、たいがいの男ならその姿を見ただけで骨ほね抜ぬき……という有様だが、今度の男達はどうやら寺で修行したようで狐の誘惑に多少の耐たい性せいはあるようだ。

「しかし、そんなに離れていちゃ意味がない」

　なにしろ、狐の身体に雨あられと降りそそぐ矢は見えない壁にはじかれて、まったくかすりもしないのだから。

「あ…りゃ……？」

　しかし不思議そうな声をあげたのは、地面に突き刺さった矢、そこに札ふだが貼り付けてあったからだ。見れば周りに散らばる矢にも無数の札が。

「考えたね、これはやっかいな……」

　手を伸ばし、札を振り払おうとするが、ぱしり！　とそれは拒絶された。一つ一つの呪まじないは小さくとも、これだけの量となればさすがの狐でもやっかいだ。

　もちろん破れないほどではないのだが……。

「我わが土御門の秘術、思い知るがよい！」

　そう言って、陰陽師はその札の結けつ界かいに覆おおい被かぶせるように、長い巻まき物ものを投げつけた。ばさりと広がり大だい蛇じやのように見えない結界に巻き付いたそれに、さすがの狐も「げげっ！」と声をあげる。

　それは天竺渡りの経きよう文もん。坊主と狐とは昔から相性が悪い。中津国を出るはめになったのも天竺渡りの密教坊主のせいだった。

「陰陽師のクセに、坊主の手を借りるとは！」

　狐はぎりぎり歯がみするが、札の結界はともかく経文の結界となれば、破るのに幾百年かかるやら。とにかく坊主どもが、ぶつぶつあの忌いま々いましいお経を唱となえながら書いた文字を一つ一つつぶすのには手間がかかる。経文から漂う抹まつ香こう臭くささに、狐の背はおぞましさにぞくぞくと震えた。

「ははは！　これで貴様は封じられておしまいよ！」

「退治できないからって封じて、臭い物に蓋ふたするつもりか！　このくされ陰陽師！」

　狐の本性は岩だ。岩は殺せない。そもそも人間ごときにこの狐が殺せる訳もない。

　しかし封じることは出来る。幾いく重えもの結界で足止めするならば、確かに狐とて、過去にこのような結界に閉じこめられたことがあった。あのときは破るのに十年ほどかかったが。

　十年など、無限の寿命を持つ狐には瞬きほどの時間だが、今回の封ふう印いんはさすがに百年……いや、それ以上はかかりそうか。一年かけた坊主どもの経文は重く、やっかいな鎖くさりとなる。

　百年でもたいした時間でもないが、やっぱり、悔くやしいことは悔しい。人間ごときに一時的に封じられるなど。

「……なぜだ？　中津国でのことならともかく、私は火之元の……この国の民に何もしてはいないぞ？」

　狐の白い頰にはらはらと真しん珠じゆのような涙がこぼれる。それに、さらなる札の矢を射かけていた武士達は思わず手を止めたほど。先頭に立っていた陰陽師もごくりとつばを飲み込む。

「それこそがそなたの罪だ！　そこにいるだけで、その美しさが、人心を惑わせる！」

「いるだけで罪だと？　私はただ、ここで静かに暮らしたいだけなのに」

　哀かなしげに微笑む様は儚はかなげである。が、陰陽師は拳こぶしを握りしめて。

「静かにだと！　居るだけで男達を惑わし、黄金の御殿を建てさせるような傾城、傾国の狐が！　もうそのような、しおらしい態度には騙されぬぞ！」

　そう陰陽師が叫んだのは、ともすれば泣き濡ぬれる狐に結界を解といて許してしまいそうな自分を鼓こ舞ぶするためであったが。

「そう……わかった……」

　泣き濡れうつむいていた狐は、顔をあげて陰陽師を見ると一言。

「噓うそ泣なきばれたか！」

　可か愛わいらしく笑ったと見えなくもない表情でそう言った。絶句する陰陽師。さらに狐の身体はぶわりと膨ふくらんで、巨大な九尾の狐の本性を現す。白銀の毛並みに碧の瞳、九本の尻尾の狐の姿に。

　とたん、まわりにはじけ飛ぶ矢と札。しかし、経文はその狐の身体にまとわりついたままぎりぎりと鎖となって縛しばり付ける。狐は、コーン！　と咆ほう吼こうをあげて……。

　次の瞬間、どろんと大きな岩となっていた。本性の本性たる大岩にもどったのだ。

　その岩に巻き付く経文。陰陽師は自らも追加の経文を投げ、他の者にも岩に矢を射かけさせて、岩の表面が見えなくなるほど札と経文で埋うめ尽つくした。

　かくして、玉藻の前こと白面九尾の妖狐は封じられたのである。
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　そして、長い年月が流れ……。都みやこの貴き族ぞくの時代から武ぶ士しの時代。その武士の世も、二度ほど将軍の一族が変わった。さらには、二度めの将軍家の終わりは混乱の時代。将軍さえも暗殺され、そのときの権力者の都合で首をすげ替えられた下げ克こく上じようの戦国時代である。

　その時の移り変わりを、狐きつねは岩となって過ごした。封ふう印いんされているという言葉もあろう。が、狐としては封印されているつもりなどなく、〝ちょっと眠って……〟いる程度だった。

　本ほん性しようが太たい古この女神が作った岩である狐の寿命は無限だ。となれば、どんな歳月も問題ではない。どんな封印も歳月をかければ劣れつ化かするものだ。地形は変動し、まして紙や布で出来た札ふだや経きよう文もんなど、数十年、数百年で劣化する。

　狐がゆるゆるとしたまどろみから起こされたのは戦国の末期。いや、亰きようから離れた東にヱえ都どという都が開かれ、新しい将軍の世が始まるという、そのめでたき年のことだった。

　ああ、封印が解とけたのか……と、大きくあくびをし、伸のびをした。白はく面めん九きゆう尾びの大狐の姿。しかし何か変だ。身体からだが軽すぎる、主に尻尾しつぽが……。後ろを振り返り、狐はけぇええええん！　と悲ひ鳴めいをあげた。

　尻尾が、尻尾が無い。いや、すべて無いのではなく、二本足りないのだ！　これでは九尾ではなく、七しち尾びの狐である。

「ようやく起きたか。この穀ごく潰つぶしの寝ぼすけ狐め」

　その声にそちらを見れば白い狩かり衣ぎぬ姿すがたの童わらべがいる。冠かんむりを被かぶったその顔は、白い布で覆おおわれ隠かくれているが、童だとわかるのはその小さき姿故ゆえだ。背せ格かつ好こうは、どう見ても、七つ前後。

「私の尻尾に悪戯いたずらしたのは、お前か？」

　その童の手に己おのれの二本の尻尾が握にぎられているのを見た狐は、奪い返そうと、ふわりと近づこうとしたが……。

　その童と狐との間に割り込んできた黒い影が二つ。童とは対照的な黒い直衣のうし姿すがた。指さし貫ぬきまで黒ずくめという異い形ぎようだ。おまけに、立ちはだかった青年二人の背には黒い翼があった。

「双子の烏からす天てん狗ぐとは。同じ巣でぴいぴい鳴いていりゃいいのに」

　黒い髪、黒い瞳、切れ長で一ひと重えの細い目、通った鼻はな筋すじ、薄い唇くちびる。背が高く、ひょろ長い体型。そう、その美形といえる二人の青年達は、顔だけでなく、背せ丈たけや体格まで鏡に映したようにそっくりだった。
















　天狗は物ものの怪けの中でもなかなかの戦士だ。それでも九尾の狐─今は七尾だが─の相手ではない……。

　はずだった。

　狐が烏天狗達に力をぶつけて吹き飛ばそうとした瞬間。

「ぎゃん！」

　狐の口から甲かん高だかい悲鳴が漏もれた。同時に、その白はく銀ぎんの身体が苦痛に震ふるえて地面に沈しずむ。そこにすかさず烏天狗の二人が縄を投げた。狐の白い毛並みに紅あかい縄が食い込み、縛しばり付ける。

「なあっ!?　尻尾質とは卑ひ怯きようだぞ！」

　童の手に握られた二つの尻尾、それを地面に伏して縛られた狐は見る。

　尻尾は蒼あおい雷光に包まれて、びくびくと震えていた。そう、少年の手にある二本の尻尾に与えられた苦痛。これが本体である狐に伝わったのだ。

「お、お前……何者だ!?」

　尻尾は狐の霊力の元。しかし、そこにこれほどの苦痛を与えられるとはただの人間ではあり得ない。高名な陰おん陽みよう師じや僧侶でさえ、狐を直接攻こう撃げき出来ず封印するのがやっと……だったのだから。

　物の怪に苦痛を与えられるのは物の怪以外あり得ない。まして、九尾の狐に……となれば。

「我われは裏うら将しよう軍ぐん」

「裏将軍……？」

　将軍とはなんだ？　天てん子しの手下ではないのか？　と狐は思った。その狐の考えを読んだように童は言う。

「そなたが封印されてから世は変わったのよ。貴族の世から武家の世にとっくに変わっている。まぁ、形式と官位の上では貴族達が上ではあるがな。しかし、世の中を取り仕切っているのは、侍さむらいよ」

「へぇ。で、その侍の長おさたる将軍様は子供で物の怪な訳か？」

　これはただの将軍でも、まして童でもない。物の怪だと狐にはわかっていた。

　それなのに得体が知れない。雷撃を放つ力は確かに物の怪であるのに、どうして狐にはただの童にしか感じないのか。おそらく他の物の怪達もこの童を人の童としか感じないだろう。

「〝裏〟将軍と言ったであろう。表の将軍は人間よ。裏の将軍は物の怪達の長おさを務める」

「……そんな話、聞いた事がない。いつの間に物の怪の世も宮きゆう中ちゆうと同じになった？」

　狐はどろんと、その本性から人の形をとった。細く白い、美青年の姿へとだ。白銀の髪はさらりと長く、頭の上に耳、背後の七つ尻尾はそのままに。滑なめらかな肌はだに投げられた紅い縄が絡からみつく。

　その胸むねは真まっ平たいら、つまりは男の姿だ。というか今はどんなに美しくても男にしか化ばけられない。童……裏将軍の手に二本の尻尾があるために。

　そのうち一本こそが傾けい城せい傾けい国こくの……つまり、男を惑まどわす美女としての魅力が詰つまったもの。

　そして、もう一本は……。

「服を着ぬか？　この破は廉れん恥ち狐が」

「いや～ん、スケベ」

　そう、狐は生まれたままの姿。わざとらしく言うと、七本の尻尾を巻き付けて我わが身を隠す。布で顔を隠した裏将軍はわからないが、その両脇に立つ烏天狗の青年二人は頰ほおを染そめてさりげに視線を逸そらした。傾城傾国の力を奪われようともこの狐の誘ゆう惑わくの力は未いまだ健在なのだ。

「戦国の世という騒そう乱らんで物の怪も人に交わり、人の街で暮らすようになってな。亰に逢おう坂さか、それにヱ都」

「ヱ都？」

「新しく出来る都だ。狐、お前にはその都でもめ事を起こす物の怪を狩ってもらう。そう、隠おん密みつ同どう心しんとして」

「ええっ！　何だそりゃ!!　誰かの下で働くなんて、働くなんて、死んでも嫌いやだああぁあぁ!!」

　そもそも、狐は生まれてこのかた働いたことがないのだ。他者のためになぞ奉仕したことなど。

「今までの怠なまけ癖ぐせのツケだ！　働かねばこうだぞ！」

「ぎゃあああああああああああっ!!」

　尻尾に雷撃を受けて、狐は身もだえた。その様よう子すに烏天狗の青年二人が、多少、前まえ屈かがみになっても仕方あるまい。

「痛いのもイヤだぁぁあぁァ!!」

「嫌なら働け！　七しち之の助すけ！」

「なんだ、そりゃ!?」

「七尾だから、七之助だ。今日からそなたの名は七之助。ヱ都の街を護まもる、隠密同心の七。古こ今こん夜や七之助だ！」

「だから、働くなんて嫌だあぁぁぁあァ!!」

　コーン！　と叫さけんだところで、九尾から七尾となった狐……改め、七之助の運命は変わらなかった。

　尻尾を押さえられた上に名まで付けられたのた。古こ来らい、言葉には力があると言われている。まして、その者の名はその者自身を表す呪まじないであるとも。

　七之助と呼ばれた時点で、狐は心ならずも裏将軍の僕しもべとなったのである。

　生まれてこのかた数百年、いや、数千年無職だった狐は、隠密同心、七之助としてヱ都の夜を護ることとなり……。
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「嫌な夢……だった……」

　むくりと布団ふとんから起きた七之助はぽりぽりと頭を搔かいた。ここは一座の己の楽がく屋や。ここを七之助はねぐらとしている。他の座員も同様、下したっ端ぱは大部屋に廊ろう下か、真夜中は使われない舞ぶ台たいに布団を敷しいて雑ざ魚こ寝ねだ。

「…………」

　身を起こして、布団から抜け出ないまま七之助は憮ぶ然ぜんとしていた。枕元にあるたばこ盆ぼんを引き寄せ、ぷかぷかとやる。行ぎよう儀ぎが悪いが銀の煙管きせるをかしかし前歯で嚙かんで。

　まったく嫌な夢を見た。中なか津つ国こくや御ご所しよでのことや、封印されて岩になったことなどどうでもいい……それより何より。

「あのクソガキ。いつか尻尾取りもどして、お尻しりペンペンしてやる!!」

　クソガキとは裏将軍のこと。その耳に聞こえたら、尻尾びりびりのお仕置きが待っているだろうが、陰でこうして毒づいていなければやってられない。

　この自分があろうことかあんな子供の手下。しかも、あの身勝手な人間ごときのために下っ端物の怪どもを取り締まって歩くなど。

「ああ、働きたくないねぇ」

　この頃、口癖になってしまった言葉を一つ。この頃というよりこの百年近くだ。そう、このヱ都が出来て百年余り。

　初めは沼地が広がる不毛の土地が、よくもまぁここまで化けたものだ。水はけをよくするために堀を張り巡らし、中心には城が造られた。

　さらには武家屋敷。工事人の掘っ立て小屋が、下々の暮らす長屋になり、商家やこの劇場の小屋が作られるまでに、さほど時間はかからなかった。百年どころか数年で街が作られ、人が集まる。この人間どもの旺おう盛せいさには、狐も感心している。百年足らずでころころ死ぬくせに、同時にころころ生まれて増えていくのだ。その数は、物の怪でも敵かなわない。

　かくして、増えた人間に紛まぎれて物の怪達は生きている。物の怪が先だったのか、人が先だったのか、それは神代の昔を知る者がいない今では、永遠の謎なぞだ。七之助だってわからない。彼が岩から目覚めた太古、すでに人間は地上にあふれていた。







「ん？」

　さて、布団の中でいつまでもぼんやりとはしてられない。そろそろ起きるか……と、七之助は身じろいで尻尾に違い和わ感かんを覚えた。

　何かがしがみついている。当然、それは……。

「まめ吾ご郎ろう！　起きろ！」

　豆まめ柴しばの仔こ犬いぬの姿で、吾郎が七之助の尻尾の一つにしがみついている。この仔犬、毎日いつの間にやら七之助の布団に潜もぐり込んではこうしているのだ。

　そして。

「起きろ、この寝ぼすけ！」

　いくら尻尾をぶんぶん振り回しても離れない。むにゃむにゃきゃうきゃうと、しっかり夢の中なのに、七之助の尻尾にしがみついて引き離すことも出来ない。

「まったく……」

　七之助はため息を一つ。仕方なしに尻尾に寝ぼすけをくっつけたまま起き上がった。これもいつものこと。自然、七本の尻尾の中に仔犬はもふもふ埋うもれることとなる。

　そこにいつの間に居たのか、黒くろ衣ごの陽炎かげろうが手ちよう水ずの桶おけを用意する。顔を洗えば手ぬぐいが手渡され、次には肌を整えるヘチマ水が入った竹の水筒が渡された。七之助がいつ目覚めても常に用意は完璧な、まったくよく出来た黒衣だ。

　その陽炎の手を借りて身み支じ度たくをしていると、副座長の狸たぬきの銀ぎん次じが今日の稽けい古この打ち合わせにやってきた。当然、欽きん多た郎ろうの息子むすこである。

　そして、欽多郎に一番よく顔が似ている狸だ。奴やつの顔のしわをとった、まんまの。ニヤニヤと人を食ったような笑みさえそっくりだ。ようするに、狸な性格も好こう色しよくなのもそのまま。

　今日も今日とて七之助の着替えの時間にしっかり現れて、そのうなじやら陽炎が帯おびを巻き付ける細腰をじっくり堪たん能のうしたあとに。

「姐ねえさん、その着物似合っているねぇ」

「越えち後ご屋やのスケベ爺じじいからだけどな、着物には罪はねぇ」

　大おお店だなの呉ご服ふく商しよう、越後屋のご隠いん居きよは七之助の大のご贔屓ひいきである。ただし、七之助のいうとおり、スケベ爺であるが……。この間もこの着物の礼として楽屋にあげたら、七之助の手どころか、お紺こんにお小さ夜よの手まで握りしめてなで回そうとしたんで、蹴けり倒してやったら、なぜか七之助の足に頰ずりして喜んでいた。そのときの〝詫わび〟として贈られたのがこの着物である。

「確かに、その着物は姐さんには似合っているぜ」

　桔き梗きようの図柄の女物の着物を、腰に帯をして男の着方をする。その倒とう錯さく的てきな姿がなんとも色っぽい。七之助のような役者にだけ許された着き崩くずし方である。

「どうだい？　その着物で芝しば居い茶屋にてお大臣と一晩……」

「芸は売っても身体は売らない。役者女じよ郎ろうにはならないよ、私は」

　ギロリと七之助は銀次を横目でにらみつけた。芝居茶屋とはその名の通り、芝居小屋が並ぶ表通りの裏にある茶屋だ。茶屋といっても団だん子ごを売るような店ではない。むしろ、庶しよ民みんが足を踏ふみ入れることなど出来ないお大臣席専用の舞台前の待合所であり、舞台中には豪ごう華かな料理を仕出しし、舞台がはけたあとには宴席を設ける。そんな高級料亭だ。

　で、その舞台あとの宴席には贔屓の役者も呼ばれ……旦だん那なとそのまま一晩……ということもある。

　人間どものやっている座ならば……である。最近はものもふ座の人気に押されて、色を売る行為が激しくなったと、七之助の耳にも入っていた。役者が舞台の上で芸を見せるのではなく、布団の上でこびを売るとはなんとも情なさけない有あり様さまだが。

「姐さんならどうせ抱だかれる訳じゃない。相手はぐーすか寝ていて夢を見ているだけ。それで、百両ぐらい簡単に稼かせげるなら……」

「それで、ものもふ座の古今夜がとうとう身体を売ったと言われるのか？　そんな噂話がヱ都っ子の口にのぼるぐらいなら、あとの六つの尾を失って、ただの野の狐ぎつねに戻ったほうがマシだ。

　芸は売っても、他は売らない。これがものもふ座の役者の誇ほこりだ」

　那な須す野ので伝説の遊ゆう郭かくを構えていた白面九尾が何をほざくと言われそうだが、それはそれ。今の七之助は役者なのである。これは他のものもふ座の役者達にも守らせている決まりだ。

　ものもふ座の役者は芝居茶屋に呼ばれても行かない。ご贔屓筋であっても個人的に外で会うことはなく、会うのは役者が気が向いたときに招く楽屋のみ。その楽屋でも茶は出すが、酒を出すことはなく役者が酌しやくをすることもない。

「別に色を売ることはない。姐さんがその足で客を蹴ったおして罵ば倒とうしてくれる〝ご奉仕〟なら、その着物一枚どころか黄金の餅もちを積み上げる奴らがいると思うけどねぇ」

「…………」

　黄金の餅は百両小判ひとかたまりのこと。別に〝普段〟通り罵ののしって足あし蹴げにするだけで、そんなに金払う物好きがいるのか？　と、七之助は一瞬ぐらりとしかけたが、そこは役者としての矜きよう持じが思い直させた。

「芸じゃなく色を売りたいのなら、別に岡場所でも作るんだな。みんな垂たれ目めの女じよ郎ろうばかりの」

　垂れ目の……とは、つまり銀次の〝女〟ばかり、その正体は狸ばかりの遊郭という訳だが。

「いやいや、ものもふ座だけで十分儲もうかっているよ。手を広げ過すぎるのは失敗の元だ」

「……さすがの商売人だな」

　ないないと顔の前で手を振りへラリと笑う銀次に、興味をなくしたように七之助は身支度を終えて、最後に姿見を見た。その間に「じゃあ、今日の稽古はそれで……」と去っていく。

「本当に狸が……」

　七之助はぼそりと毒づく。

　ものもふ座は事実、今のところ儲かっている。これで儲からないとなれば、あの狸どもは迷いなく一座の者を芝居茶屋に行かせるだろう。

　そもそも、さっきだって七之助が『じゃあ、越後屋の旦那のお相手を……』などと言いだしたら、あの狸は即日一席用意しただろう。七之助に会わせると、越後屋のスケベ爺から大枚頂いてだ。ひょっとすれば一座をあげての大宴席とかなんとか、役者達や裏方にただ飯、ただ酒の大判ぶるまいをしたかもしれない。

　これであの狸達が根っからの悪党かというとそうでもないのだ。単に狸の習性、商売人というだけで、狐は見み栄えをとるが狸は金をとると、そういうことで。

　そもそも銀次には悪気はない。さっき言った通り、七之助と一夜を過ごす男は、勝手に夢を見るだけだ。その夢を本当だと思い、七之助にますますいれあげる。

　触れられてもいないのに金がもらえるなら、それぐらい……と商売狸どもは思うのだろう。しかし、今の七之助は役者としての意地がある。

「……見栄と意地を選んでも一いち文もんにもなりゃしねぇけどな」

「ヱ都っ子は宵よい越ごしの金を持たずにすっからかん」と今の我が身を皮肉るように、七之助は良い声で謳うたいながら朝あさ餉げに向かった。
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　朝餉は楽屋の大部屋で、みんなでとることになっている。昼ひる餉げと夕ゆう餉げは、稽古時間も舞台もバラバラであるから、各自楽屋や忙しいときには舞台の端で……なんてときがあるが、朝だけは一座の者が、それこそ裏方の幕引きまで勢揃いする。

「おはようございます、姐さん」

「ん、おはよう」

　用意された上かみ座ざへと、並んで膳ぜんを囲む者達の間を通り過ぎ挨あい拶さつを返す。若手や裏方は舞台の用意のために朝餉前に一仕事終えているから、みんな朝からてんこ盛りの三杯飯だ。

　たいして、七之助に出されるものは軽く盛られたご飯に、陽炎がお茶をかけたお茶漬け。朝から山盛り飯など美形は食べないのだ。それに、たくあんやぬかみそ漬けの漬け物だけ。みんながてんこ盛りの飯にぶっかけている味噌汁は、お茶漬けだからない。

　さらさらと白飯をかき込んでぽりぽりとたくあんを食べる。……というところで、みんなの視線に気づいた。みな、ちらちらとこちらを見ては、七之助と目があいそうになると、気まずそうに逸らす。一体、なんなんだ？

「おはよう！　いい朝だな！」

　そこに座長の欽多郎が現れた。一番の寝ぼすけ……というより、もういい歳のクセに、着崩してのぞいた胸板は日焼けして分厚く男臭く……というのは置いておいて。

「前を合わせな。朝だっていうのに、昨夜の名残なごりを残しているんじゃないよ」

　七之助は箸はしで欽多郎の胸をさしながら言う。そこにはばっちり紅べにの痕あとが残っていた。女の唇の形だ。ぬぐいもせずにこれ見よがしに見せびらかしてやってくるなんて。

　それに「親父やるねえ！」などと三さん太たが声を掛かけ、四よん太たに五ご太た、六ろく太たが口笛を吹いてはやし立てる。欽多郎が「いや～昨日の相方がなかなか離してくれなくてなぁ」などと、頭を搔いている。

　このエロ狸が！　と、七之助は内心で毒づく。そして、欽多郎がそんな七之助を見てニヤリとした。

「なんだ、七之助だって昨夜の名残を尻尾に残しているじゃねぇか」

　七之助を姐さんと呼ばずに、呼び捨すてに出来るのは座長の欽多郎の特権だ。そして、昨日の名残……尻尾にってなんだ？　と、七之助が後ろを振り返れば……。

「…………」

　そこには確かに昨夜の……いや、今朝の名残。吾郎が七本の尻尾に埋もれるように眠っていた。仔犬の姿のまま、もう尻尾にはしがみついておらず、仰向けに腹を出したままだ。
















まったく、犬いぬ神がみだというのに警けい戒かい心しんも何もない失われた野生だ。

「いつまで寝てやがる！　この寝ぼすけまめ吾郎が！」

　いつもなら楽屋を出る時点で尻尾から放り出すのに、今朝は銀次とのやりとりで、うっかり忘れていた。一座の者の曖あい昧まいな微笑ほほえみが突き刺ささり痛い中、七之助は思わず頰を染めて仔犬を尻尾から放り出した。ころりと床に転がった吾郎はそれでも「ううん……」と七之助の尻尾にすり寄ろうとする。

「いいじゃねぇか。寝る子は育つぜ、おっ母かさん」

「誰だれが、誰のおっ母さんだ！」

　欽多郎の軽口に、七之助は切れ長の目をますますつり上げて怒ど鳴なる。自分は狐であって、犬の仔を産んだ覚えなどない。いや、そもそも産めるのかどうか……、ともかく。

「起きろ、この三年寝太郎！　もう朝メシの時間だ！　早く食わないとお前の分が無くなるぞ！」

　まだ床に這はいつくばって寝ようとしている仔犬をぺしぺしと尻尾で叩く。それに「ご飯……」とようやく吾郎は起き上がり、ぽわん……と人型となった。そのまま七之助の横の自分の膳に向かおうとする。

　今の子供の姿はともかく、十とう十じゆう朗ろうの姿となれば、この犬神は七之助と並ぶものもふ座の二枚看かん板ばん、犬神十十朗だ。座長の欽多郎、七之助と並んで上座なのは当然のことだが。

「こらっ！　顔も洗わずに、飯を食うな！　しっかり洗ってこい！」

　七之助が吾郎の浴衣ゆかたの襟えり首くびをつかんで怒鳴る。

「それにまだ、寝間着のままじゃねぇか！　これも着替えてこい！」と言えば「はい、坊っちゃん、あちらへ」とやってきた黒衣の不知火しらぬいが、まだ眠くて目をこすっている吾郎の手を引き連れていく。

「まったく……」

　とため息を一つつくと、横にいる欽多郎がニヤニヤ笑いながらこちらを見ていたので、「なんだい？」と不ふ機き嫌げんに訊きく。

「いや、かいがいしいねぇ、この世話女によう房ぼう！」

「誰が女房だ！　あんなちんくしゃな亭てい主しゆ、持った覚えはない！」

　七之助の怒鳴り声に一座の者達が声をあげて笑う。

　かつては都を騒がせた千年妖よう狐この、これが今の日常だ。
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　ヱえ都どで罪を犯おかした者達が入れられる小こ伝でん真ま町ちようの牢ろう屋や敷しき。ここで暮らすのは、奉ぶ行ぎよう所しよの裁さばきを待つ者、そして送られれば恩おん赦しやでもなければ戻ってくることは出来ない、八はち条じよう島じまに、佐さ土ど臥が島しま、牢の中とはいえヱ都に居られるのはこれまでか……と、諦あきらめのため息をつく遠えん島とうの決まった者達だ。

　その一角には、武ぶ家けや僧侶、学者などの者達を入れておく畳たたみ敷じきの座ざ敷しき牢ろうなどもある。中には大だい名みようを押しこめておくための御ご殿てんのような牢も。

　それとは正反対に明かりさえささない、地下の土ど牢ろうがあった。周りは霊力のある岩で固められたここには、物ものの怪けが押しこめられることになっている。

　妖怪達は人に紛まぎれて暮らし、ほとんどの者は大人おとなしく、ひっそりと暮らしている。

　だが、中には人のように罪を犯す者もおり、時には人以上に残ざん酷こくに人を殺し、盗み、火をつけ、騒そう乱らんを起こす者も。

　そういった妖怪は、ヱ都に散らばる隠おん密みつ同どう心しんに捕とらえられ、人間と同じようにこの牢屋敷に送られる。

　人には妖怪の存在は知らされていない。従って、この小伝真町の牢屋敷に仕つかえる人間達には、こう告げられている。

　何があろうとも、土牢の住人達の牢は開け放ってはならない。

　一者に一つの穴あな蔵ぐらは、そこに囚しゆう人じんを入れるために口を開けることはあれ、けして、再び開けてはならない……と。
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　その穴蔵に蜘く蛛もはいた。

　そう、元は蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もんと呼ばれた男。その正体は蔵くらほどの大きさもある大蜘蛛だったのだが……穴蔵に押しこめられた今の姿は、大きくとも人一人ほどの大きさしかない。

　しかも、八本あった足は右側が削そがれたようになくなっており、四本足で……這はいずるようにしか移動も出来なくなっていた。

　もっとも、人一人入るきりの狭い穴蔵では身じろぎ一つするのも一苦労。這いずって移動するほどの隙間もないが。

「くそ……あの狐きつねに犬いぬ神がみめ……」

　蜘蛛はぶつぶつ呪じゆ詛その言葉を吐はきながら、残った足の爪で岩を搔かいていた。それで土牢の入り口をふさいだ大岩が崩くずれる訳がない。それでも、諦めることなく蜘蛛はかりかりと岩をひっかき続ける。

　他の土牢でも同じように、中に封ふうじこめられた物の怪が音を立てているのだが、分厚い土壁と岩に遮さえぎられて、音どころか物の怪ならば本来感じるはずの互いの気配も感じあうことが出来なかった。

　ここは牢獄というより、物の怪にとっての無む間げん地じ獄ごく。長い寿命を持つ彼らは人のように諦める……ということを知らない。まして、このような場所に閉じこめられるような悪い物の怪ほど、もがき続ける。岩をかじり続ける。

　これこそが物の怪達に対する最大級の罰ばつなのだ。封ふう印いんなど甘い。封じれば、物の怪は長い眠りにつく。目を閉じ、次の瞬間に目覚めるまでの間など一瞬のことだ。眠りというのはある意味で、肉体はともかく精神が時間を飛び越えるものなのだ。

　だが、意識ははっきりとした、そして気の遠くなるような時間、それが無む為いのものだとしたら？　来る日も来る日も、闇やみに慣れた目に見えるものは土壁。やることはただ目の前の岩をかじるのみ。飽あきて当然の、だが諦めることも出来ずに、減へりもしない岩をかじり続ける。百年、千年、万年……それこそ砂が固まり岩となっても。

「俺は、俺は……このままでは終わらない、終わる男じゃねぇ」

　蜘蛛は人の姿となる。片かた腕うでを失ったその姿。その片方の手が目にかかる。

　蜘蛛の片目は、薄汚い布に覆おおわれていた。本来は黒革の立りつ派ぱな眼帯であったのだが、捕らえられ、この土牢に放り込まれるときに、着物もすべてはぎ取られ、粗そ末まつな囚人の着物一枚に着替えさせられた。眼帯も引きちぎるように取られ、その目にはまっていた瑪瑙めのうの義眼も取られた。

　小役人どもは、今までの盗みで得たものなのだから、お上かみのものだと笑っていたが、なに、あいつらだって質屋かなんかに売り払って、酒代に化ばかすのだろう。

　ともあれ、取られた義眼などどうでもいい。

　押し込んだ先の大おお店だなの内儀から、取り上げた帯おび飾かざりであるが、その内儀は当然すぐに殺した。若く美しければ少しは生かしてやりもしたが、盛さかりはとっくに過ぎたババアだったのだ。

　義眼は気に入っていた。が、あれは囮おとりで、仁左衛門はもっと大切なものを目の奥に隠かくしていた。彼は空からっぽの穴に指を突っ込むと、それを引き出す。白い小さな輝かがやく石だ。

　彼がただの地を這う蜘蛛だった頃、見つけた宝物だ。キラキラと輝くそれを巣に持ち帰り大切にかかえていた。

　そのうちに蜘蛛は身体からだが大きくなり、知恵を得るようになって、いつの間にか獲物も虫から、鼠ねずみや蛇へびなどの小動物へ。さらに身体が大きくなれば、犬や猫ねこ、ついには猪いのししに鹿、熊……。

　最後には、人。

　人の肉の味をしめた蜘蛛は人の形をとるようになった。人から金を盗むようになったのは、人を食う、そのついでだ。大店など人が多すぎて食い切れなくて、ただ殺すのを楽しんだ。

　物の怪の仕し業わざとわかればまずいから、押し入った家には火を放ち、証しよう拠こを隠いん滅めつし……と、いつの間にか火付け盗賊のやり口そのものとなっていた訳だ。

　大盗賊、蜘蛛切仁左衛門と恐おそれられて、蜘蛛は有頂天になっていた。人間どもなど、ましてお上の役人など何も出来ず、ただ右往左往しているばかりと。

　そう、人間どもなど数が多いだけ。また、太たい古この昔のように、物の怪の食い物におとしてやると、そう思ってさえいたのだ。

　人を食らえば食らうほど、その身に金銀財宝を集めれば集めるほど、蜘蛛は巨大に力をつけていった。それこそ、噂の裏うら将しよう軍ぐん。あの地位を脅おびやかすのだって夢ではないと。

「……それを、あの狐め、犬神め……裏切り者め……！」

　あろうことか、同じ物の怪が物の怪を捕らえ、人間どもの味方をするなど！　そんな奴やつに負けたなど、蜘蛛は諦めきれなかった。

　ただの蜘蛛から大きく偉い大だいになった自分、人間どもに恐れられた自分が、元の蜘蛛のようにこんな土の中で一生を終えるなど冗じよう談だんじゃない！

　あの狐と犬神を八やつ裂ざきにして、人間どもに恐怖を、そして、この火ひ之の元もとを支配する王となるのだ。

「ここで、ここで、終わるものか……」

　石を握にぎりしめた手が、がりり……と岩の表面をひっかき……。

　うっすらとそこに爪つめ痕あとがついた。
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　ヱ都の郊こう外がい、古こ塚づか原はらの処しよ刑けい場じようは黒山の人だかりとなっていた。蜘蛛切仁左衛門の磔はりつけ獄ごく門もんがこの日、行われるのだ。

　稀き代だいの盗賊を見ようと竹たけ矢や来らいの周りは、押すな押すなの大だい盛せい況きよう。十と重え二は十た重えに人垣が出来て、まるで祭りのようである。その見物人目当てに、蕎そ麦ばや寿司の屋台が出る始末だった。

　実際、庶しよ民みんにとって公開処刑とは、観劇や花見と並ぶ娯ご楽らくのようなものだった。お上からすれば、罪を犯せばこのようになる……という見せしめであっても、そんな大それた罪からは遠い、普通に暮らしている人々からすれば、怖い物見たさのゲテモノ小屋と同じなのだ。

　その人山の中に、七しち之の助すけと吾ご郎ろうの姿があった。七之助の姿は普段の派手な女物の着物ではなく、今日は医者か学者風の羽は織おり姿すがただ。千両役者が顔を晒さらせば大騒ぎとなるため、頭ず巾きんで顔を隠しているが、これも学者風の出いで立たちならば目立ちもしない。横にいる吾郎は袴はかま姿すがたの、学者先生の小さなお付き風である。

　二人が着いたとき、竹矢来を取り囲む人垣は、すでにぐるりと十周ぐらい回る勢いだったが、七之助はその間にするりと入りこむ。人は知らないうちに彼に道を譲ゆずり、簡単に竹矢来の前へと出ていた。

　もちろん七之助の術である。彼の後ろからついてきた吾郎も、竹矢来に並んで、その先を見る。そして、「あ！」と声をあげた。

　続けて叫さけぼうとした少年の口を、横から伸のびた白い手がふさぐ。「馬ば鹿か、騒ぐな」と小声で注意して、吾郎から手を離す。「大人しくな」と言われ、白い手で頭をなでられた吾郎は、黙だまって竹矢来の向こうを見た。

　七之助が『黙れ』と言ったときは、黙っていたほうがいいのだ。

　しかし、処刑場に引き出された蜘蛛切仁左衛門の姿に、吾郎の小さな胸むねにはもやもやとしたものが広がっていた。

　罪人の印しるしである、灰色の一枚きりの着物姿。素足のまま、刑場の白石の上を二人の役人に両脇をかかえられるようにして歩く。その足で歩けるだけ、やはり仁左衛門はたいした悪党だぜ！　と、言っている声が吾郎の耳に届いた。その耳は人の子の丸い耳。人前に出るために、尖とがった耳は隠している。しかし、聞こえる音は犬の耳のまま、その気になればこの刑場にいる一人一人の声だって聞き分けられるだろう。面倒くさいからしないけれど。

　さて、さっきの声の主ぬしは、得意げに周りにうんちくを垂たれ流していた。

　いわく、処刑見学一筋の自分が見た罪人達のことを。処刑される罪人のほとんどが、磔台にあがれば死ぬことに怖おじ気けづいて歩けないのだという。そのため、二人の役人が両脇を支えて、歩かせるというより引きずるのだと。だから、己おのれの足で歩く仁左衛門は偉えらい……と。

　確かに、男はたいした面つら構がまえをしていた。仁左衛門の人相描きそのままに、その片目はつぶれていて、人を何人どころか何十人も殺してきたような面構えをしている。

　だが、あれは偽者だ……と、吾郎にはわかっていた。顔は確かによく似ている。昨日と今日、多少面構えが変わったところで、いや、全然変わったって、物の怪は気にしない。物の怪は基本、人型を取ることが出来るし、それを自在に操あやつる狐こ狸りのような者もいるのだ。

　たとえば七之助だって、自在に化けるのだから。それこそ、赤ん坊からじーさんにだって、ばーさんにだって。

　ただし、七之助がばーさんに化けても姿がばーさんなだけで、中身はじーさんなのだそうだ。

　元は九本あった尻尾しつぽのうち、二本取られたせいなのだと教わった。『二本足りない』などと、けして言ってはいけないと教えてくれたのは五ご太ただったか、六ろく太ただったか。

　とにかく、二本のうち一本は傾けい城せい傾けい国こくの……女に化けるためのものだから七之助は今、男にしか化けられない。

　そして、もう一本は……。

　そこまで吾郎が小さな頭でつらつら考えたところで、わあっと周りの人々から声があがった。いよいよ仁左衛門が獄門台に上げられたことで、竹矢来の前を陣取った人々だけではなく、誰にでもその姿が見えるようになった……歓声である。

「仁左衛門だ！」

「あれが極ごく悪あく非道の盗賊！」

「一家皆殺しの極悪人だよ！」

「いや、なるほど凶きよう悪あくな面構えだ」「悪人だけどさすがの威圧感だねぇ、殿様のようじゃないか」「しっ！　そんなこと言うと、近くにいる役人ににらまれるぞ」なんて声も聞こえてくる。

　しかし、あれは偽者だ。

　偽者どころか物の怪でもなく、あれはただの人間だ。

　物の怪ならば物の怪同士、一目見ただけでわかるのだ。これは人間ではなく物の怪だと。持って生まれた物の怪の本能であるし、だから人間に紛れた同胞を見分けられると言える。

　どうして、あの蜘蛛は偽者なのだ？

　吾郎の小さな頭の中はぐるぐるとその考えが渦うず巻まいていた。本物の蜘蛛はどこへ？　偽者など処刑して、一体どんな意味があるのか？

　磔にされた偽蜘蛛切の顔の前で、処刑のための槍やりが交差する。最後に言うことはないか？　と見届け人の役人に尋ねられ、「何もねぇ」と仁左衛門はニヤリと笑った。

　しかし、いよいよ槍が構えられ、処刑される直前、それまでのふてぶてしい態度が一変した。

「嫌いやだ！　やめろ！　俺は死にたくねぇ！　死ぬのは嫌だ！　助けてくれ！　後生だ！　お願いだ！　俺がこれまで蓄たくわえた金をすべてアンタらにやるから助けてくれ！　金の隠し場所は……！」

　そこまで叫んだところで、仁左衛門の身体に槍が突き立てられた。その身体は一瞬硬こう直ちよくし、血を吐き、「痛いてぇよ、痛ぇよ、死にたくねぇ……死にたく……」そう、見苦しく断だん末まつ魔まの声をあげたのちに、がくりと頭こうべを垂れた。

　こうして、蜘蛛切仁左衛門の処刑は終わったのである。

　竹矢来の周りを囲んだ人々は、沈ちん黙もくのあと、すぐに関心を失ったようにちりぢりに散って行った。このあと、首が晒される予定なのだが、それを見る価値もないとばかりに。

「なんだい、大盗賊と言ったってとんだ臆おく病びよう者ものじゃないか」

　黙っていた人々の中でぽつりと誰かが言い出せば、堰せきを切ったように人々は「そうだ、そうだ」と相づちを打つ。

「ホント、蜘蛛霧仁左衛門なんてご立派な名前なんだから、最後まで歌か舞ぶ伎き役者の悪みたいに見み得え切って欲しいところさ」

「そりゃ、芝居だからさ。悪党なんて所しよ詮せんあんなもんだよ。散々殺しておいて、自分がいざ死ぬとなりゃ、死にたくないと赤ん坊みたいに泣きわめくなんて」

「あんなケチなこそ泥を赤ん坊にたとえないでおくれよ。まあ、とにかく見苦しい最期だったねぇ」

「そうそう、胸むなくそ悪い」

「盗人ぬすつとになんかなるもんじゃねぇな」

「人様の物に手つけたあげくの人殺しだ。当たり前じゃないか」

「これで、子供の蜘蛛切仁左衛門ごっこもしまいってわけだ」

「うちの息子むすこが今度やったら、大目玉にげんこつだ」

「ああ、うちもそうだ。あんなケチな男の真似なんてさせるものかよ！」

　聞こえる人々の仁左衛門を悪あし様ように言う声、声、声。

　そのすべてが吾郎の耳に入ってくる。

　確かに仁左衛門は悪人というか、悪い物の怪だった。金を奪い、人を殺して良い訳ではない。それは物の怪の世界であっても同じ。だから、自分達は仁左衛門を捕らえたのだから。

　しかし、あの処刑された仁左衛門は偽者だ。となると、あの無様な最期も、違う誰かの最期だったということになる。

　今の処刑はどう考えても納得がいかない。あれは蜘蛛切仁左衛門ではないのだ。本物は生きているのに死んだことにされた上、あのような無様な最期を迎えたことにされた。

　たとえ悪人であっても、あんな最期だったと人々に噂されるのは理不尽だと吾郎は思った。

「いいのさ、蜘蛛切仁左衛門の最期はあれで」

　その吾郎の考えをわかっているかのように、七之助の声が頭の上で聞こえた。刑場からの帰り道、二人が並んで河原の道を歩いていたときのことだった。

「どうして？」

「あれがかっこよく死んだら、伝説になっちまうだろう？　お上を翻ほん弄ろうした大盗賊で、一家を皆殺しにしたことなんてみんな忘れて、あれの最期は立派で、本人もイキでいなせな義ぎ賊ぞく、ヱ都っ子の鑑かがみなんて言われて芝居もかかる。お前、あの蜘蛛切を演じてみたいか？」

「嫌だ。あいつは人殺しの盗賊だ。そんなものは演じたくない」

　吾郎がぶんぶんと首を振れば、七之助はくすりと笑った。「まあ、お前は犬神十十朗の役しか出来ないけど」と続けて。

「私だって、あんな蜘蛛が美形の盗賊にされて演じろなんて言われたらゴメンだな。なんせ元は、蜘蛛なんだからね」

　その細い身体を抱だきしめるようにして、ぶるりと身体を震ふるわせる。七之助は蜘蛛が大嫌い、いや、虫のたぐいがとにかくダメなのだ。

　吾郎が、集めたダンゴムシの巾着袋を開いて見せたときには、腰を抜かして狐きつね火びで燃やし尽つくされたあげくに、大目玉を食らったのも記き憶おくに新しい。

「ああいう悪い意味で有名になっちまった極悪人の最期は、無様でいいんだよ。終わりよければすべてよしの反対で、終わり悪けりゃすべて台無し。

　一月もたてば、蜘蛛切の名なんて誰も口にしなくなる。たまに思い出したって、ああ、あの無様に死んだコソ泥と言われておしまいだ」

「うん。なら、それでいい。確かに仁左衛門がかっこよく死んで、人間達があこがれるようじゃ困る」

　だから、蜘蛛切仁左衛門がかっこ悪く死ななければならないことは、吾郎にも理解出来た。

「だけど、本物の仁左衛門はどこにいるんだ？」

　と、七之助に尋ねれば。

「それは、あの茶屋で汁しる粉こでも食べながら話そうか？」

　白い手が指さしたその先には確かお茶屋。『白玉しるこ』のすだれ看かん板ばんが揺ゆれている。

「うん！　俺、十杯食べる！」

「……三杯にしておけ。夕ゆう餉げが入らなくなる」

「夕餉は食べる。だから十杯！」

「三杯にしろって言ってるだろ！　団子も付けてやるから」

「団子は十本！」

「だから十にこだわらない！　大人になりゃ十十朗って、十が二個もつくけどな」

　そんなことを言い合いながら、二人の姿は茶屋に吸い込まれた。
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　茶屋の中は、自分達と同じく刑場帰りだろう人々で賑にぎわっていた。しかし、七之助が頭巾を取っても、人々が騒ぐことはない。

　その前に、七之助が結けつ界かいを張ったからだ。

　周りの人間達には自分達の姿は見えているが、青年が一人に少年が一人という認識でしかない。その顔形や会話の内容など、まったく目や耳に入らないし、そのことも気にならない。

「……蜘蛛は今、小伝真町の牢屋敷の地下にいる」

「地下？」

「人間用の牢屋のさらに下。人間の将軍が住むヱ都城の地下に、裏将軍が棲すむ裏ヱ都城があるようにね」

　日もささない土牢に、人間ならば極刑獄門になるような物の怪が押しこめられているのだと、七之助は語った。

「小伝真の周りはあのクソガキ……裏将軍によって強力な結界が張られている。周りの土を崩すのは不可能。入り口をふさぐ石も霊力の固まりみたいなもんだから、これを崩すのもまず無理だな。

　つまりは、蜘蛛切は永遠にあの穴蔵の中ってことだ」

「それは死ぬより退屈じゃないのか？」

　穴蔵の中、汁粉も団子もないなんて……と吾郎は思う。みたらしの団子を食べ、白玉の汁粉をすすりながら。吾郎の前に並ぶのは汁粉が三杯、団子が五本載のった皿だ。団子はすでに二本がただの串だけとなり、汁粉も一つの椀が空からになっている。

　七之助の前にも汁粉が一杯。こちらは、優雅にすすりながらくすくすと笑う。

「死ぬより辛い、ではなく、退屈とはいかにもまめ吾郎らしい。ま、でも物の怪は死なない。そのことは、いくらまめ吾郎だって知っているだろう？」

「うん。決まった寿命までは物の怪は死なないと、ばあやに教わった」

「そう、狐狸なら千年、鬼おには五千に竜は一万。私のような岩なら永遠だ」

「吾郎もずっと生きると言われたぞ」

「そりゃ、お前が犬〝神〟だからな」

　ちなみに物の怪としての力の強さと寿命の長さが同じ場合が多いと思われているが、そうでもない。例えば付つく喪も神がみがあげられる。彼らは物だけに寿命は無限だが、それと引き替えのように、その力は狐狸どころか、白おし粉ろいおこじょ達より弱い。

「とにかく、身体はともかくその魂たましいは不ふ滅めつ。身体が打ち砕くだかれても、魂が何かを依より代しろとすれば、私たちは蘇よみがえる。何度だってね」

　ただし、その復活には基本的に時間がかかる。天地の生気を受けて、その寿命に似合っただけの時を経へなければならない。狐狸なら百年、鬼なら五百年、竜なら千年、永遠の命の者ならそれこそ数千年……。

　だから、そう気楽に今の肉体を失えるものではないのだ。

　そして寿命が尽きれば、肉体も魂も消しよう滅めつする。それこそ、いやも応もない。

「魂を打ち砕かれれば物の怪だって死ぬ。だけど、物の怪の魂を打ち砕くなんて、神代の昔から伝わる神器でも使わなきゃ、無理だろうな」

　どんな物の怪でも、その魂を打ち砕くとなればよっぽどのことなのだ。

「それで、悪いことをした物の怪達は土牢に封じられているのか？」

「そう、重罪を犯した物の怪ならば、一生、蟬せみの子みたいに土の中だ。ま、蟬はその一生の終わりにようやく外に出られるけど、奴らはずっと土の中。外に出られることはない」

　七之助はそう締めくくった。
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　一かじりで、蜘蛛の糸一本、十で十本。百で百本でもまだほんの少し。しかし、それが万本集まれば束となる。

　がりがりがりと仁左衛門は岩を削けずっていた。普通なら削れぬはずの大岩をだ。握りしめた手の中にはあの白く輝く石。それが仁左衛門に力を与えていた。

　すべての指の爪ははがれ、指先も削れて白い骨さえものぞいている。それでも仁左衛門は諦めることはなかった。肉が削られる苦痛さえ関係なく、彼は狂くるったように岩を削り続けた。

　一月あまりの間、昼夜も問わず、飲まず食わずに。

　そうして、ようやく大岩に指一本分ほどの穴が空いた。しかし、仁左衛門にはそれで十分だった。空いた穴に指を入れると、指先に外気を感じて喜びの表情を浮かべる。指を引き抜くと、その身体はみるみる小さくなる。鼠よりも小さく、豆粒よりもなお小さい蜘蛛へと。

　蜘蛛はするすると岩壁を伝い、穴へと。そして外へと飛び出した。

　地上を目指せば、そこは人間どもの牢屋が並んでいた。牢屋だというのに騒がしく、まるきり下町の長屋のようである。閉じこめられた無む聊りようを慰なぐさめようというのか、将しよう棋ぎに興きようじる者もいれば、ケンカをしている者、それを見物する野や次じ馬うま。さらには、牢番を叫んで呼んでいる者までいたが、牢番は仕事でもさぼっているのか現れない。

　それを良いことに、一つの牢は博ばく打ち場じようになっていて別の牢からも、賭け金が投げ入れられる有あり様さまだ。

　────まったく人間どもめ。数だけ増やして騒がしい。

　牢の間を小さな蜘蛛は行った。その横をようやくやって来た牢番二人が歩いていく。互いにしゃべりながら、牢の奥から聞こえてくる叫び声に急ぐ気配もない。

　もちろん通路の脇を行く小蜘蛛に、気がつく訳もなかった。

　────さて、行きがけの駄だ賃ちんだ。せいぜい派手な花火を楽しむといい！

　蜘蛛は長い糸を二本流し、それは牢屋敷のあちこちへと向かう。それを確認し、蜘蛛は糸をすりあわせた。

　蜘蛛の極細い見えない糸は擦こすれ合い、火花を散らす。その様は、何もない場所に現れた鬼火、またある者は、狐火や火の玉とたとえた。ぽっ！　と現れたように見えたのだという。

　小さな火は跳ね回り、牢に閉じこめられた罪人の衣ころもや積み上げられていた布ふ団とんに引火し、たちまち大きな火となる。

「火事だ！　火事だ！」

「ここから出せ！　出せ！　出せ！」

　たちまち、牢屋敷は阿あ鼻び叫きよう喚かんの炎の地獄となる。

　それでも下級役人の牢番達は、勝手に牢を開ける訳にはいかない。せいぜいが、桶おけの水を炎に掛ける程度だ。

　しかし、一気に牢のあちこちに広がった炎が、そんなことで消えるはずがなかった。

　ようやく牢屋奉行が駆かけつけたのが半刻もあとのこと。その頃には牢屋敷の半分が炎に包まれていた。

　この惨状に、奉行は直ちに切きり放はなしを命じる。火事とケンカはヱ都の華。度たび重かさなる大たい火かに、この牢屋敷が炎に巻かれたことも一度や二度ではない。多くの囚人達が焼け死んだ。

　その前例を受けて、牢屋奉行には非常の際に囚人達を解とき放はなつ権利が与えられていた。

「三日後の日が沈むまでに回え向こう院いんへと戻れ。もし、戻らぬものがあれば、草の根分けてもきっと探し出し、一族は連座、本人には打ち首獄門の極刑が言い渡されるであろう。

　逆に、素す直なおに戻って来たならば、貴き様さま達にはお上より恩赦が与えられる。本当にこの牢から解き放たれたくば、きっと戻れ。よいな！」

　そう、役人達が大声で告げ、牢の鍵かぎが開け放たれた囚人達は我われ先さきにと、牢屋敷の外へと飛び出していった。

「あの階段の向こう。あちらは開けなくていいんですか？」

　渦巻く炎の中、牢を開けて回っていた若い牢番が、古い牢番に声を掛ける。それに昔からここにいる牢番は「いいんだよ」と答えた。

「ありゃ、〝奈な落らく〟に通じる道だ。このあいだ……といっても、一月も前だが、囚人が一人放り込まれたっきり誰の出入りもねぇ」

「それじゃ、一人は居るわけだ！　助けなきゃ！」

「いいや、あの奥だけはたとえ切放があっても例外だ。あそこに入ったら、二度と出しちゃならねぇというのが決まりだ」

「だけど、このままじゃ焼け死ぬ」

「だから死んでも出しちゃならねぇという決まりだ！」

　ぴしゃりと言われて若者は黙りこむ。古い牢番は「さ、行くぞ。こんなところにいたら、俺達だって命があぶねぇ」と声を掛ける。二人の牢番は、その穴から立ち去った。
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　牢屋敷は全焼、その近くの建物の飛び火によって、おおよそ小伝真町の半分が、この大火によって焼けたという。また、切放があったとはいえ、その前に焼け死んだ気きの毒どくな囚人も多くいた。

　そして。

　三日後の回向院には、すべての囚人達が戻って来た。夕刻になっても戻らない者がいて、同じ牢の仲間や役人達をはらはらさせたが、日没の鐘かねが鳴る前に、なんとか全員がそろった。

　酷ひどい火事ではあったが、規模の割には牢屋奉行の切放の判断が早かったために、比ひ較かく的てき多くの囚人が助かった。そして、一人も脱獄した者が居なかったのだから、めでたし、めでたしで終わるはずだったが……。
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「火事か……」

　半はん鐘しようがけたたましく鳴る音に、男は目を覚ました。眠っている女の布団から抜け出して、からりと障子を開けて空を見れば、赤く燃えていた。

「なに？　火事？」

「遠くだ、こっちには火が来る気配はねぇよ」

「ふうん……」

　女が寝ぼけた声をあげて、再び静かになった。夜遅くまで酔すい客きやくに付き合っていたのだ。まだ寝足りないだろう。

　あの空の方向は小伝真町か……と考える。蜘蛛切仁左衛門が居た場所。奴は先日処刑された。

　男が仁左衛門の一味だったと知る者はもういない。

　女が出来て、そこに転がり込んで、男は一味から抜けた。足抜けは一味では私刑の決まりだったが、男はカンが働いた。

　火付けに一家皆殺しの外道働き……そう長く続くもんじゃねぇ。

　男の予感通り、仁左衛門一味はすべて捕らえられ、仁左衛門自身も古こ塚づか原はらで処刑された。

　すべては終わった、そのはずだ。

　だが、男は未いまだ、女の家に息を潜ひそめるように暮らしていた。外出はまったくせず、昼間から酒をかっ食らう男を女は「この宿やど六ろく！」と罵ののしったが、惚ほれた弱みか、今のところそれを許してくれてはいる。

　これがあと一年、二年となれば、愛あい想そを尽つかされ追い出されるだろうが、そのときは、嫌な外道働きをして手に入れた金が、とある場所に隠してある。それでヱ都から離れて逢おう坂さかあたりでも暮らせばいい。

　それでも男が外に出ないのは、あの仁左衛門が死んだとは思えないからだ。あの得体の知れない男は人間ではなかった。あれが大蜘蛛の物の怪であることは、一味の公然の秘密だった。

　それを誇ほこらしく感じている馬鹿は『うちの親分は、ただ人じゃねぇ！』と自じ慢まんにさえしているようだったが、男としては化け物の下で働くなぞ御ご免めんだった。

　人間じゃねぇってことは〝ひとでなし〟ってことだろう？

　こんな外道の地獄に身を置くのは、ひととき。スキを見て抜け出すつもりだった。

　実際、男の予感はあたり、仁左衛門は捕つかまり、処刑された……だが。

　本当に奴は死んだのか？

　古塚原の処刑場、このときばかりは己おのれの禁を解といて、直接この目で見た。奴が処刑されるところも、その断末魔も。なんとも、大親分を気取りながら、本当は小蜘蛛のように気の小さい、奴らしい最期だったというのに……。

「おう、伝でん蔵ぞう。こんなところで女としっぽりとはいいご身分だな」

　聞き覚えのある声に振り返ると、蜘蛛切仁左衛門がそこにいた。

「てめぇ、死んだんじゃ……」

　片側の足を失った大蜘蛛、それに人間の頭がついている不気味な姿だ。それがぐったりと眠る女の上に乗っている。

「おとよの上からどけ！」

　駆け寄ろうとして見えない何かにはじかれて、男は柱に叩たたきつけられた。ずるずると畳に尻しり餅もちをつく。

「臆病者が一味を逃にげ出したクセに、女をかばう心こころ意い気きだけは一人前か。まあ、その俠きよう気きに免じて、てめぇを使ってやるよ」

「なに……を……ぐあっ！」

　伝蔵が声をあげる。

　着物の上からでもわかるが、右腕が異様なほどに盛り上がっている。袖そでをたくし上げれば、布を巻いて隠していた。それをぶちぶちと破やぶって、一味に入るときにいれた蜘蛛の刺いれ青ずみが膨ふくれあがり、どくどくと脈打つ。そこにはあたかも、本物の蜘蛛がとまっているがごとく。

「てめぇの他に逃げ出した奴らは何人かいる。そいつも、しっかり〝使って〟やるがな」

　男の絶ぜつ叫きようは、大火に気を取られて、空を見上げる人々には聞こえなかった。
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　そして、その半月後。

「蜘く蛛もが消えた？」

　ものもふ座。七しち之の助すけの楽がく屋やにて。今日も大きな鏡きよう台だいの前では、白粉おしろいおこじょ達が台の上や、鏡を綺き麗れいにするのに忙しい。本人達は、甘い白粉を食べているだけであったが。

「消えたって、あの土ど牢ろうから逃にげたのか？　この間、牢ろう屋や敷しきで火事があったばかりだよねぇ」

　報告にきた銀ぎん次じが「へぇ」と返事をする。七之助は手を伸のばして、鏡台で転がっているおこじょの一匹をつかんだ。つまみ上げられて『キャッキャッ』と声を上げているそれを、黒くろ衣ごの陽炎かげろうが声もなく差し出した白粉の入れ物に、ぱふぱふと付ける。

　大好きな白粉まみれにされて、さらに『キャア』などと歓声をあげているおこじょを七之助はぱふぱふと自分の肌はだへと当てる。おこじょの毛はふわふわで、どんな毛け束たばよりも白粉が均きん一いつに上う手まくついて、肌がほわりと仕上がるのだ。

　おかげで七之助の肌はまるで極上の繭まゆ玉だまか、なんの足跡もついていない初雪のよう……と、ヱえ都ど中の女達があこがれる秘密である。

「だから、その牢屋敷の火事のどさくさに紛まぎれて、どうやら蜘蛛の奴やつ、逃げ出したらしいんだ」

　銀次がそう言う。蜘蛛とは当然、蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もんのことだ。世せ間けん的てきには牢屋敷が火事になる前、つまりは半月前には処しよ刑けいされたことになっている。

　その直後に小こ伝でん真ま町ちようの牢屋敷が火事になったのだ。七之助の耳にも知らせは届いたが、たいして気にもとめてなかった。

　隠おん密みつ同どう心しんとなって捕つかまえた何人か……いや、何十人かは、あの土牢に閉じこめられている。しかし、火事になろうとあそこから囚しゆう人じんが解とき放はなたれることはない。なにしろ、入ったら二度と出られない奈な落らくの底だ。

　それに、上の屋敷が燃えたところで、入り口が岩で封ふうじこめられた土牢には影えい響きようなど無い。煙けむりに巻かれた人間の囚人達は気きの毒どくではあるが。

　しかし、入ったら出ることの出来ない牢獄から、蜘蛛が一匹出たとなれば、話が違う。

「なんで、半月もかかったんだ？」

「はい？」

「だから、蜘蛛が穴から這はい出て消えたのがわかるのに、なんで火事から半月もかかったって聞いてるんだ」

　七之助はくるりと銀次を振り返る。目元に紅べにを差した化け粧しようも艶あでやかなら、まとった赤い大おお振ふり袖そでも艶やかだ。黒くろ髪かみの武ぶ家けの姫君風に結い上げた鬘かつらに、キラキラと銀の花かんざしが揺れる。

　俗ぞくに、赤姫と呼ばれる若い娘の出いで立たちだ。これは武家の姫君でなくても、普通の町娘などでも赤い着物をまとうことが多いので、こう呼ばれる。

　昼の幕まく間あいを経へて、これから七之助が演じるのは白はく蛇じやの化け身しんたる姫君だ。戦国乱らん世せい、非ひ業ごうの死を遂とげた姫が白蛇と一体となって、国を滅ほろぼした敵の子孫たる大だい名みように復ふく讐しゆうしようとする。

　その復讐は半なかば成功するが、高こう僧そうに正体を見み破やぶられ、その弟で子し達を相手に大おお立たち回まわり。修行半ばの弟子達は白蛇の色いろ香かにやられ打ち倒されて、その高僧も大だい蛇じやに飲み込まれそうになるが。

　待て、待て、待てとやってきたのが、おなじみ犬いぬ神がみ十とう十じゆう朗ろう。姫は赤い振り袖を脱ぬぎ捨すて、大蛇の本ほん性しようを露あらわに。白はく銀ぎんの髪を振り乱みだし、白銀の鱗うろこに見立てた衣ころもで黒い着流し姿の十十朗と渡り合うという、ものもふ座では人気の芝しば居いの一つだ。

　結末は、十十朗の俠きよう気きに白蛇が惚ほれ、惚れた男は殺せぬと、高僧と弟子の読ど経きようが響ひびく中、調ちよう伏ぶくされて天へと昇っていく。その七之助が演じる、白蛇の宙ちゆう乗のりでの舞まいもまた、大きなこの芝居の目玉である。

「……半月かかった理由は話せば長くなるんだがな」

「手短に話せ。次の幕が開く」

　実際、幕が開くという知らせの楽がくの音ねが響き出している。これは、幕間の間に小屋の外に出て、屋台の蕎そ麦ばやら寿す司しやらを食べている客に対して、もうすぐ芝居が始まるという合図だ。

「だから、一度放り込んだら二度と開かない地下の牢だ。火事になったって、あの土牢は切きり放はなしはされねぇ。だから、それでも一応の確認っていうので、見回りが入ったのは、その十日後だったんだ」

「……どうしてだ？」

　言いながら、七之助は立ち上がる。もう、舞ぶ台たい袖そでへと移動する頃ころ合あいだ。裾すそを引きずる衣い装しようが引っかからないように、それを中ちゆう腰ごしでたくし上げた陽炎が後ろから付いてくる。そして、その後ろから銀次が。

「また、どうしてか？」

　説明しただろう？　という銀次の声こわ音ね。七之助は「だから、土牢を確認したのは十日後ってどういうことだ？」と返す。

「こちらに蜘蛛が抜け出したと知らせが入るのに、なんで半月も、蜘蛛が消えたとわかってから、五日もまたかかっているんだよ？」

　立ち止まったのは舞台の袖。ちょうど七之助が桜の山寺に登場する、その出ばやしの楽の音が響き始めた。もうすぐ出番だ。

　赤の化粧けわいを施ほどこした切れ長の目で、横に並んだ銀次をギロリと見れば。銀次は「あ、まあな」とぽりぽり頭を搔かくと、七之助の耳元に唇を近づける。

「そりゃ、上のお役人のすることだからなぁ。色々と手続きが……」

「ようするに、いつものように責任のなすりつけあいの、身分だけ高いクズどもが！　ごたごたが重なって、こっちへの知らせが遅れたってわけか？」

「まったく玉なしどもが！」と口くち汚ぎたなく吐はき捨てて、七之助は舞台へと足を踏ふみ出した。







　さて、今日の舞台も大おお入いり満員の大だい盛せい況きよう。みな、赤姫の姿の七之助の可か憐れんな舞、そして白蛇に化身してからの華か麗れいな立ち回りをうっとりと眺ながめた。

　犬神十十朗が現れてからは、さらなる盛り上がりを見せる。いつものごとく黒い着流し、いつ見ても豪ごう快かいな立ち回りと男ぶりの十十朗に、妖あやしく妖よう艶えんな白蛇の精せいの七之助。

　恋人同士のように寄り添そいあう姿もいいが、こうして戦う姿もまた美しい。明日にも出るだろう役やく者しや絵えもまた期待出来ると、人々は山寺の桜舞まい散る舞台にやんやの喝かつ采さいを送った。

　そして、戦ううちにいつしか、目の前の益ます荒ら男おに心奪われた白蛇の精が己おのれの敗北を認め、別れの印しるしとばかりに舞をひとさし、それから宙乗りの昇天……という段になって。

「姐ねえさん、宙乗りのカラクリがこわれやした」

　と、黒衣の不知火しらぬいがささやいた。そばには陽炎もいたが、こちらは相変わらずしゃべることはない。が、こちらを見る黒い布越し、鋭するどい銀の瞳ひとみは『ひとりで何とかしてください』と言っていた。確かに、これは黒衣にごまかせることではない。

　宙乗りが出来ないとなれば、このまま舞を続けて幕を下ろすか。いや、それでは客は満足しない。この芝居は何度もしているから、客は七之助が空に舞うのを期待している。それを舞でごまかせば『もの足りない』という感想は必ず出てくる。あとで宙乗りのからくりが壊こわれたとわかったとしてもだ。

　そこで同情されるなど、七之助の役者根こん性じようが許さなかった。たとえ宙乗りが壊れていたとしても、それ以上に客をあっと言わせる演出をせねば。

　その時、目に入ったのは十とう十じゆう朗ろうの姿。彼は七之助が宙乗りの舞に入るなり、暗くなった舞台からそっと抜けることになっている。そこらへんが十十朗でいられる限界だからだ。

　────ええい保もつか？　いや、根性で保たせろ！　まめ吾ご郎ろう！

　七之助は心の中で叫さけんで、舞終わりに最後くるりと振り返った瞬しゆん間かんに、十十朗の首に両手を回す。

　打ち合わせにない芝居に十十朗が目を見開くが、それに「目を閉じろ」とささやいた。素す直なおに十十朗が目を閉じるのに合わせて、七之助は「これが今こん生じようのお別れ」と情感いっぱいに告げて彼に口づける。
















　これには、観客達がさらにやんやの大喝采！　とくに、なぜか女どもの嬉しい悲ひ鳴めいが響き渡って、古こ今こん夜や！　犬神屋！　のかけ声も、うわずってさえいた。

　唇くちびるを離すと七之助は「さあ、私を抱だいて花道から去る！」と小声で十十朗に指示した。十十朗はくったりと意識を失ったふりの七之助を抱き上げて、駆かけるように舞台を去った。なにしろ、もうじき十十朗から吾郎に縮んでしまう。

　それでも、七之助の指示で、「舞台からはける前に一回立ち止まって、お客さん見渡し見み得えを切る！」という言葉に従ったのはえらかった。この十十朗のひとにらみで、客はさらに盛り上がった。それにとっさに花はな吹雪ふぶきを飛ばした小道具役も、かかかっ！　と音をつけた囃子はやし方がたもえらかった。







　花道から引っ込んで垂たれ幕が降ろされたとたん、十十朗の身体は縮んで吾郎の姿に。抱き上げられた七之助も当然落っこちて、したたかに身体からだを打った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　七之助？」

「いたた……」と腰を押さえる七之助を吾郎はのぞき込む。にゅっと白い手が伸びて『殴なぐられる！』と思わず首をすくめた。が、頭に伸びて来た手は、なでなでと吾郎の頭をなでた。

「よくやった、まめ吾郎」

　そろそろとうつむいていた顔をあげて見た七之助の顔は微笑ほほえんでいて、その美しさに吾郎は「うん！」とうなずく。

「七之助の唇も柔やわらかかったぞ！」

「ば、馬ば鹿か！　色気づいているんじゃないぞ！　このエロガキ！」

　七之助はにっかり笑った吾郎の口に付いている自分の紅を懐かい紙しでごしごしと拭ふいてやり、「よくもこの私を落としたな！　まめ吾郎！」と、ぺしぺしと頭を叩たたいたが、吾郎はちっとも痛くもかゆくもない様よう子すでにこにこしていた。







　さて、その翌日には二人の役者絵が売り出され、十十朗と七之助の接せつ吻ぷんの図は飛ぶように売れたという。

　すぐさまにお上かみから風ふう紀きを乱みだすというお達たつしがあり、この役者絵は発はつ禁きん処しよ分ぶんとなった。

　しかし、それがこの役者絵の価値を高めることとなり、一枚十六文もんの絵が一いつ朱しゆ銀ぎんになり、しまいには闇やみで売買されたという。

　ともあれ、この影響で舞台上の役者同士の接吻どころか、抱ほう擁ようも禁止しようという動きもあったのだが、それは下しも々じもからの猛もう烈れつな反発を買い、お流れになったのである。
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　そんな騒そう動どうから一夜あけて翌日。

「まだ、蜘蛛が見つからない？」

　一座の者がそろった朝あさ餉げの席、黒衣の不知火しらぬいより報告を受けた七しち之の助すけは顔をしかめた。

「この江戸を抜け出したって報告もないのに、姿を誰だれ一人見てないってのはおかしいねぇ」

　八はつ百ぴやく八や蝶ちようの大ヱ都だが、将軍のお膝ひざ元もととあって、その出入りは厳きびしく監視されている。人間ならば入り鉄でつ砲ぽうに出女。つまりは鉄砲という強力な武器がこのヱ都に入ってくるのを禁じ、逆に出女は各藩の人質としてヱ都に留め置かれている大名家の姫君達が、ひそかに国に帰るようなことがないように監視する。

　そう、それが人間ならば……だ。

　だが、これが物ものの怪けとなれば、すべてが監視の対象となる。ヱ都に暮らす物の怪のほとんどには印しるしが付けられ、あの忌いま々いましい裏うら将しよう軍ぐんによって監視されているのだ。だからこそ、たいていの物の怪は人の暮らしを脅おびやかすことなく、大人おとなしく暮らしているわけだが。

　まあ何事も例外はあって、蜘蛛切仁に左ざ衛え門もんほど凶きよう悪あくでなくとも、ちょこちょこ、もめ事を起こす輩やからはいるのだ。そういう者はたいがい、印もない〝無む宿しゆく人にん〟……いや、〝無宿物の怪〟というべきか。ともかく、表のお上がいくら禁じても、ご禁制のアヘンやらなにやら入ってくるように、物の怪達も悪さをしようと入ってくる。なにしろここは花のおヱ都。火ひ之の元もと一、多くの人間が暮らす場所だ。そこには闇やら人間の負ふの気やら、邪じや悪あくな物の怪ほど〝うまみ〟があるのだ。

「まったく、役人どももいい加か減げんもいいところだ」

　七之助は、陽炎の茶漬けをさらさらとかき込みながら、ぶつぶつと文もん句くを言う。ここで言う役人とは人間達ではない。裏将軍に仕つかえる物の怪どものことだ。

　彼らがうっかりヱ都に張り巡めぐらされた結けつ界かいを緩ゆるませて、蜘蛛がその小さな隙すき間まから抜け出たのではないかと……そう七之助は考えたのだが。

「いいや、それはねえな」

　首を振ったのは七之助の横に座る、座長の欽きん多た郎ろうだ。朝だというのに、すでに一いつ升しようのとっくりを片手に、茶ちや碗わん酒ざけを引っかけていた。

「無印の物の怪がヱ都に入ってくるならともかく、土牢まで封じ込められた咎とが人にんならしっかりと〝印付〟だ。それで結界に引っかからねぇのはおかしい」

「ああ、そうだ、それがあった」

　七之助は、自分としたことが忘れていたとうなずく。

「〝印付〟ってなんだ？」

　そこにとぼけた声をあげたのが吾郎だ。こちらは朝から、山盛り三杯目のてんこ盛りのご飯を不知火の手から受け取りながらのこと。

「……お前、隠密同心をやってるのに、そんなことも知らないのか？」

　基本中の基本だと七之助はがっくりと肩かたを落とす。これは、日頃つけている舞台の稽けい古この他に、夜は手て習ならいを教える必要があるのか……と真剣に考える。教えるのは七之助に他ならないが。

「坊ぼっちゃん、これですよ」

　そう言って、黒衣の衣装の袖口をめくって、不知火が己の腕うでを吾郎に見せる。

　そこには三本線の黒い刺いれ青ずみが刻きざまれていた。それに吾郎は目を丸くする。

「これが印か？　不知火」

「へぇ、これが印でさぁ」

　袖を降ろして不知火がうなずく。まあ、確かにこの〝印〟は、あまり大っぴらに見せるものではない。

「だけど、俺には印はないぞ？」

「そりゃ、坊ちゃんが偉い大だいな犬神様だからで……というのは冗じよう談だんとして、まあ、お恥はずかしい話、おいらも昔はそれなりのワルだったんでさ。人様のものに手をつけましてね。それで、裏の上うえ様さまにぎゅうっとお灸きゆうを据すえられたんでさ。これは、その罰ばつの印ってわけで」

　裏の上様とは、裏将軍のことである。表の将軍の下には北と南の町奉ぶ行ぎようにくわえて火ひ付つけ盗とう賊ぞく改あらためもあるが、裏の将軍には隠密同心が直属し、捕とらえられた物の怪の裁さばきも、すべて裏将軍が下くだす。

　人に比べて物の怪の数は少ないから、役人のなり手とて少ないのだ。それと同時に、罪を犯おかす者など人間の何百分の一、いや、何千分の一なのだが。

　しかし、なんの能力も持たない人間と比べて、物の怪というのは下したっ端ぱであろうとそれなりの特殊な力を持つ者達であるから、七之助のような強力な捕とり手てが必要となるわけだが。

　ちなみに、不知火は過去、木き鼠ねずみ小こ僧ぞうと呼ばれたヱ都の街を騒さわがした義賊だった。ハクビシンの化身がどうして〝鼠〟と呼ばれるようになったのかはわからない。

　ともかく、大名屋敷や大おお店だなから盗みを繰り返し、それを貧びん乏ぼう人にんに配って歩いたのだ。ある意味、貧乏人の神様みたいなもんだったが、盗みは盗み。捕らえたのは七之助で、印を付けたのは裏将軍、そして……。

「不知火は盗人ぬすつとだったのか。じゃあ悪い奴だったんだな」

「へぇ。しかし、今はこうして一座に入れていただき、坊ちゃんや姐ねえさんのお手伝いをしているわけで」

「うん、今の不知火はいい奴だ。もう悪いことはしないな」

「もういたしません」

　吾郎と不知火の会話に、みんな素知らぬ顔で朝餉を食べている。まあ、この一座の者達のほとんどが、脛すねに傷を持つ者達だ。互いの過去には触ふれぬことが無言の掟おきてとなっている。

「印付のことはこれでわかっただろう？　忘れるんじゃないぞ」

　七之助が言えば、吾郎は「うん」とうなずいて「忘れない」という。さて、このトリ頭ならぬ仔犬頭が、どこまで覚えているかわからないが。

「吾郎に偉そうに言うお前さんだが〝印付〟がヱ都を簡かん単たんに抜け出せないことを、覚えていなかったじゃねぇか」

　欽多郎がニヤニヤ笑いながら、そう茶ちや々ちやを入れるのに、七之助は「知ってはいたけど、思いつかなかったんだよ」とむうっとした顔で言う。

「私には印は無いんでね」

「ああ、その代わり、二本足りなかったな」

「なんだと、このっ！」

　七之助のないはずの二本の尻尾しつぽをワザと踏ふんづける欽多郎。それに七之助が激怒し、朝っぱらから、因いん縁ねんの対決、狐きつねと狸たぬきの大だい乱らん闘とうになったことは言うまでもない。
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　大ヱ都の夜。

　今日はお客さんが日が暮れても居て、茶屋の後片付けやら何やらですっかり遅くなってしまった。娘は足早に父が待つ長なが屋やへと急いでいた。

　葦よし波は羅ら蜜みつなどの花はな街まちならばともかく、ヱ都の街とて夜ともなれば、人通りはめっきりと減へる。それは、昼間は賑にぎやかな芝居小屋がある去さる若わか町ちようも同様、そもそも明かりがなければ芝居は成り立たないから、日暮れとともに芝居は終わりだ。

　例外なのはものもふ座で、こちらも日暮れとともに終演と決まっているが、それでも時間がずれて日が落ちても、芝居小屋はすぐには暗くならない。どこかぼんやりと明るくて、最後の幕まで見られる芝居小屋は、ヱ都の七不思議の一つにさえ数えられている。

　なんのことはない。こっそり、人が見えないように舞台の袖で、狐きつね火びが輝かがやいていたりするから……なのだが。

　ともかく、娘は帰りを急いでいた。もともと浪ろう人にんの父は、娘の茶屋勤めに渋しぶい顔をしている。帰ればまた、辞めろ辞めないの話になるのは間ま違ちがいない。

　茶屋と言っても、娘の勤める茶屋は本当に茶と菓か子しを出すだけのものだ。けして、出会茶屋、いわゆる連れ込み宿のようないかがわしい場所ではないのに。確かに、そのような場所に勤める女は、春を売る……つまり身体を売ったりしているようだけど。

　娘はお梅うめ小こ町まちと評判の器き量りようよしの娘だった。茶屋の看かん板ばん娘でもあり、彼女目当ての客は引きも切らず店は繁はん盛じようしているし、お給金も高く娘は満足していた。今の店を辞める気など毛もう頭とう無い。

　実は彼女の名はお梅ではない。父のつけた武家の娘としての名がある。それも父が彼女の茶屋勤めを気に入らない理由の一つであった。

　しかし、父の傘かさ張はりの仕事などではとうてい家計を支えられない。弟、新しん之の介すけの学費だってあるのだ。弟には、父のような浪人暮らしではなく、きちんとした仕官先を見つけてもらいたい。

　そのためにも茶屋勤めは辞められない。たとえ、暗い夜道をこうして暗がりに怯おびえながら帰るハメになってもだ。

　だいたい、このヱ都の夜はそれでも安全なのだ。所々に夜よ鳴なき蕎そ麦ばの屋台はあるし、それに火の用心の夜回りもいる。時々は、十じつ手て持ちの親分の巡じゆん回かいにも出くわす。

　今夜はその火の用心のおじいさんに「よお、お梅ちゃん」なんて声を掛かけられて、娘はほっと息を吐く。「また、茶屋に来てね」と挨あい拶さつをし、再び小走りに駆けていった。

　あの角を曲がれば長屋だ……と娘は一歩踏み出し。

「え？」

　突然の闇に、娘は声をあげた。自分は今まで生いけ垣がきと木の塀へいが並ぶ、裏道を走っていたはずなのに、どうしてこんな真っ暗闇の道に……？

　後ずさろうとするが足が動かない。見れば、素す足あしにゲタを引っかけた、その足首に細いものが幾いく重えにも巻き付いている。

　これは……蜘蛛の糸？

『今夜も良い贄にえが引っかかったわ』

　そんな声が闇の空間じゅうに響き渡った。ぬうっと闇から何かが出てくる。その四本の腕……というべきか足というべきか、黒光りするそれには、すべて一本のこれまた黒く艶つやのない。

　────刺青!?

　そう思ったところで、娘の意識は途と絶だえた。
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「蜘蛛が消えた上に拐かどわかし……なんて、まったく仕事ばかり増える」

　七之助はぶつぶつ言いながら街を歩く。今日の姿は腰に刀を差した若わか侍ざむらい風だ。その後ろから吾郎がちょこちょことついてきた。

　蜘蛛の行方ゆくえは一向に知れない。ヱ都から出ていないことはわかっているが、ここまで静かだと、いっそ、本当に高飛びしちまったかと疑いたいぐらいだ。

　そもそも数は少ないとはいえ、この大ヱ都中に物の怪達は散らばっている。鈍どん感かんな人間ならばともかく、物の怪の気配は同じ物の怪ならばわかるもの。まして、蜘蛛ほどの大物となれば、すれ違っただけでわからない訳がないのだが……。

　ヱ都に暮らしているまっとうな物の怪はすべて、隠密同心の協力者だ。ものもふ座の者達をつなぎにして、ヱ都中聞き込みに回っているのに、欠片かけらも蜘蛛の気配がないとは。

『こりゃ、相当頑がん丈じような穴あな蔵ぐらに籠こもっているに違いねえなぁ』

　報告を受けた欽きん多た郎ろうが、脳のう天てん気きに笑っていた。性格は脳天気だが、指摘は外はずれていない。

　蜘蛛の奴は穴蔵……つまりは結界の内にこもっているということだ。それも、このヱ都で物の怪達に気づかれずに籠もれるような場所となると……。

「そんな場所があったら私が隠かくれたいぜ。面倒くさい仕事もしなくてすむ」

　ふう……と七之助はため息を一つ。さらには、立て続けの拐かし騒さわぎだ。しかも若い娘ばかりときたもんだ……まったく。

「死体もあがってないとなると、どっかに閉じこめられて、南なん蛮ばん船せんに売られてほにゃらら……なんて、どこの色いろ草ぞう紙しだよ」

「色草紙？」と吾郎が聞いてきて、七之助は「まだ、お前さんには早いよ」と答える。草紙とは物語、色とつけばまあそれだ。

　拐かされた娘は、いずれも美び形けいぞろいの小町と呼ばれているような看板娘ばかりだ。お茶屋に小間物屋、菓子屋に呉ご服ふく……これまでに、すでに十人あまり。

　しかも、いずれもどこでさらわれたのか皆かい目もく見当がつかない有あり様さまで、証しよう拠この欠片もない。

　そう、目もく撃げき談だんも証拠もないのは、あの消えた蜘蛛と同じだった。

　────まさかね……。

　と、七之助はあごに手を当てて考える。この二つが重なるなんて虫の良いことは……。

「なあ、七之助。あれ、なんだ？」

　そこはこんもりとした竹たけ藪やぶだ。元は沼ぬま地ちの干かん拓たくされた大ヱ都の中心。建物が並ぶ中に、それは確かにあまりにも異質な存在だった。

　まるで海うな原ばらの中にぽつりと浮かぶ緑の竹藪。その藪の向こうには、小さな赤い鳥とり居いが見えて、そこが小さな社やしろであることがわかる。いや、元々はこれは墓はかで、それをさらに社にして、荒ぶる御み霊たまを神として昇格させて鎮しずめようとしたのだ。

　しかし、その祟たたりが収まったかというと、ここにこうして竹藪が残っていることが、全然、墓の本人は鎮まっていない証拠のようなものだった。なにしろ、この竹藪の一本でも切れば、崇たたられると有名な話なのだから。

　それをこの犬ころは知らないとは。

「本当にこれを知らないのか？」

「知らない」

「…………」

　きっぱり答える吾郎に七之助は脱だつ力りよくしかかった。そうだ。もともとこやつはこういう奴だ。というより、本当に子供。何も知らないのだ。

「ショウモンコウの首塚」

「ショウモンコウ？」

「ああ、正確な名は言っちゃいけないからショウモンコウ。それぐらい強力な怨おん霊りようだ」

「怨霊？　お化ばけか？」

「そうそう、幽ゆう霊れいってことになる。つまりは人だ」

　まだこのヱ都なんてひと欠片もなく、亰きようの都みやこで貴き族ぞくが我わが世を謳おう歌かしていた時代、一人の武もの士のふがこの地で反乱を起こしたのだ。

　並の反乱ではない。この武む蔵さし野のに国を興おこしたのだ。自みずから新しん皇のうを名乗って。

　あとにも先にも、将軍ならばともかく皇城すめらぎを名乗ったのはこの男しかいない。また、それだけの実力を持った男だったと言えるだろう。

　だからこそ亰の貴族どもは全力でこの男を打ち倒そうとし、事実、打ち倒した。

「亰に送られた首が身体を求めて飛んで、この都に戻ってきたって話だ」

「飛んだ？　本当に!?」

「本当かどうかは、この目で見た訳じゃないからわからないけどな」

　男の話は七之助が玉たま藻もの前まえと呼ばれていた時にはすでに伝説になっていた。宮きゆう中ちゆうでは恐おそろしい祟たたり神がみとして、かの雷らい神じんとともに畏おそれられていたのだ。

「で、その飛んで来た首が破は魔ま矢やに射いられて落っこちた場所。そこに作られたのがこの首塚ってわけだ」

「胴どう体たいとはくっつかなかったのか？」

「首と胴が一体になんぞなったら、この世の終わりが来る……って話だ」

　そう言われている。ショウモンコウの復活はこの火之元の終わりだと。

　たかが元人間、怨霊一匹の復活と、七之助としては思わないでもないが……。

　いや、不可能ではないかもしれない。人の身でありながら皇城を名乗り、さらには死してなお怨霊となり、その首が空を飛んだ。それほどの〝念〟だというなら。

「まめ吾郎、取りあえず、そこの田でん楽がく屋やに入ろうか？」

　ちょうど腹が減ったな……と、七之助はいい匂いをさせている、菜めしと豆とう腐ふ田楽の店を指さした。

「団だん子ごはあるか？」

「ないけど、帰りにお前の好きな、亀かめ屋やの酒まんじゅう買ってやるから」

「酒まんじゅう！　酒まんじゅう！」

「はいはい、その前に菜めし田楽だよ」

　二人の姿は店へと吸い込まれた。
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　娘むすめ達の拐かどわかし事件は続いた。

　連日、連夜、一人どころか二人、三人と一日にさらわれる数が増え、被害にあった娘達の数が二十人となって、夜、街を出歩く娘達の数はめっきりと減へった。

　娘達だけでなく、女や男達も夜、外に出歩くのを控ひかえるようになったために、夜よ鳴なき蕎そ麦ばや居酒屋が商売あがったりだと嘆なげく。遊ゆう郭かくもまた、火が消えたように静かになり……。

　当然、さらわれる娘達はぱったりといなくなった。







「まあ、若い娘が外を出歩かないっていうのはよい習しゆう慣かんだ」

　ものもふ座の楽屋の奥。座長の部屋で七しち之の助すけは朱しゆ塗ぬりの杯さかずきを傾かたむけて、舐なめるように酒を吞のんでいた。

　好きではあるのだが、実は酒はあんまり強くない七之助だ。そのため吞んでもせいぜいがお猪口ちよこ三杯がいいところだ。

「女はしとやかで身持ちが堅かたい方がいいよなあ」

「お前が言うなよ、千せん畳じよう敷じき」

　欽きん多た郎ろうの言葉に、七之助はそう茶ちや々ちやを入れる。女は千人以上、子供が百人いる男が〝貞てい淑しゆくな女がいい〟発言もないもんだ。

「まあ、仇あだっぽい美女もいいけど、楚そ々そとした娘もそそられるってもんで」

　と言ったのは銀ぎん次じだ。オヤジの欽多郎と同じく、こちらの女おんな癖ぐせも五百畳敷ほどだが。

「確かに、初うい々ういしいのもいいよな」

「手を握にぎるだけで、頰ほおを染そめるような？」

「そう、それそれ！」

「全部、俺が教えるって醍だい醐ご味みがあるよな！」

　口々にそう言ったのは、これまた欽多郎の息子むすこ達である、三さん太たに四よん太た、五ご太たに六ろく太ただ。こちらも兄の銀次ほどではないにしろ、百畳敷の子タヌキどもときてる。

　そして、馬ば鹿か騒さわぎしている男どもの横で、ちんまり座って山盛りの小こ饅まん頭じゆうをもりもり食べているのが吾ご郎ろうだ。こちらの仔こ犬いぬは女なんか知りませんって顔をしている。当然だ。

「で、どうなのよ？」

　そう聞いたのは銀次だ。「なんだよ？」と七之助は、酔よいで半分ふわふわした頭で答える。

「姐ねえさんの好みの女って奴やつ」

「…………」

　なんでそんな話になったんだ？　と七之助は考える。

　確かに今の七之助は男だ。女になるための尻尾しつぽはあのクソガキこと……裏うら将しよう軍ぐんに取られている。これにより傾けい城せい傾けい国こくの惑まどわしの妖よう力りよくはだいぶ落ちているわけだが……。

　銀次の言葉に、欽多郎が「そりゃ、聞きてえな」と声をあげた。三太と四太……以下略の狸どもも「姐さんの好み聞きたい、聞きたい！」と声をそろえる。こいつら完全に面おも白しろがっているなと、七之助は内心で舌した打うちするが……。

　しかし、酔いが回った頭は口を軽くするようだ。銀次が促うながすように「たとえば髪かみの長さとかさ」と、言い出す。

「髪は長くても短くてもいいさ、色もどうでもいい」

　どうでもいいというか、浮かばなかったので七之助はそう答えたのだが。

「……女なら普通長なげえだろう？　尼あまさんじゃあるまいし」

　からからと欽多郎が笑う。そして、ふと真顔になり。

「そういうのが好みか？」

「誰だれが抹まつ香こう臭くさいのが好みだ！」

　すぱんと欽多郎の頭をはたいてやる。銀次が「色ねぇ」とあごに手を当てて。

「まあ、この火ひ之の元もとじゃ黒髪が多いけど、他の色となると物ものの怪けになるな」

　ぶつぶつ言いながら七之助をじろじろ見る。

「なんだよ？」

「今はともかく、姐さんほどの見事な銀ぎん髪ぱつとなるとねぇ」

　七之助の空からになった杯さかずきに「どうぞどうぞ」と銀次が酒をそそぐ。三杯を通り越して、これで五杯目になる。

「ん？　これか？」

　すっかり酔っ払った頭で、七之助はなんのためらいもなく〝本ほん性しよう〟を現す。

　肩かたで切りそろえられた亜あ麻ま色いろの髪は、見事な銀髪となって、ふわりと長く伸のび、床へと垂たれる。瞳ひとみの色も、青と緑の中間とも言える宝玉のような碧みどりへと。

　そして銀色の頭の上には、白く尖とがった狐きつねの耳が。尻しりからは七本の大きな尻尾がふわりと生はえて揺ゆれる。

「そうそう、これ。こんな銀色の髪は、物の怪でもなかなかいない」

　銀次がじっと見つめてそう言えば、三太と四太……以下略の弟達も、ごくりと喉のどを鳴らした。

「それを言うなら、翡ひ翠すいみたいな瞳の色もまた……」

「翡翠じゃなくて青玉じゃないのか？　星が輝かがやくやつ、俺は見たことあるぞ」

「瞳もそうだけど、この肌はだだってなぁ。白く透すき通る白しら雪ゆきつうか……」

「今は酒しゆ精せいに染まってほんのり桜色だ」

　酔っ払った七之助を値ね踏ぶみするように、狸兄弟達は見る。が、「ん……」と七之助が、暑いとばかり着物の袷あわせを大きく開き、真っ白というか、今はほんのり赤く染まっている真まっ平たいらな胸むねが見えて、がくりと肩を落とした。

「男だな」

　と銀次が言い。

「綺き麗れいだけど男」

「どう見たって男」

「しかも本性は口の悪い極ごく悪あく狐ぎつね」

「まあ、これで女ならいくら口が悪くても良かったのに……」

　三太、四太……以下略も口をそろえる。

「男だって構わねぇってのもあるがなぁ」

　そこに盛せい大だいな花火を落としたのがなんと欽多郎だった。「お、オヤジ？」と銀次までうわずった声をあげる。なにしろ、この父は筋すじ金がね入りの女好きだ。

「オヤジ、宗しゆう旨し替がえか？」

「んぁ？　俺ぁ相変わらず女が好きだけどなあ、しかしまあ、確かに七之助は〝綺麗〟ではあるからなあ」

　言いながら、「ん……」と完全に酒に酔って、畳たたみに寝っ転がっている傾城妖よう狐こに手を伸ばそうとする。『オヤジ本気かよ!?』と、兄弟達は顔を見合わせたが。

「ダメだ」

　七之助に触ふれようとしたその大きな手をむんずとつかんだのは、子供の小さな手。欽多郎の手はそれ以上、ぴくりとも動かない。

「七之助に触れるな」

　今の今まで存在も忘れていた吾郎が、欽多郎をにらみつけていた。その小さな身体からだで、七之助を守るように立ちふさがる。兄弟達も、鋭するどい視線でにらみつけて、いつも明るくニコニコしている仔犬の印象しかない吾郎の変化に、思わず息を吞む。

　それは、子供の姿でありながら大人おとなになった十とう十じゆう朗ろうが発する〝殺気〟そのもので。

「いてぇよ、吾郎。手を放してくれや」

　欽多郎の間延びした声が、一瞬緊きん迫ぱくした空気を緩ゆるませる。

「お前さんの大事なお狐様には触れねぇよ」

「…………」

　そう言うと吾郎は欽多郎の手首をようやく放した。

　そして、「七之助」と呼びかけると「ん……」とすっかり寝ている彼の、背と膝ひざ裏うらに手を入れて、ひょいと抱だき上げる。

　十十朗ではなく、吾郎の姿である。その身体は十歳の子供のもの。七之助はいくら細くても大人の男のものだが、抱き上げたその腕うでも足も震ふるえておらず、しっかりしたものだ。

「ち、力持ちだな、吾郎」

　三太がそう言うが、吾郎は相変わらず不ふ機き嫌げんに口をひき結んだまま、部屋から出て行ってしまった。もちろん、七之助を連れてだ。

「さすが犬いぬ神がみ、小さくても怪かい力りきだな」

　そう言ってガハハ……と笑ったのは欽多郎。息子達に向かい掲かかげた腕を見て、銀次達は再び息を吞む。

　欽多郎の太い手首には、くっきりと子供の細い指の形をした痣あざが出来ていたのだ。「下へ手たすりゃ、あのまま手首へし折られていたな」と欽多郎はなんでもないことのように言い、とっくりから手て酌じやくで己おのれの杯に酒をそそいで、いっきにあおる。

「オヤジ、人が悪いぜ」と銀次が苦虫を嚙かみつぶしたような顔で言う。

「吾郎の坊ぼうやが怒るのがわかっていて、わざとあの狐に手を出しただろう？」

「正確には、あの犬神が止めるのをわかっていての冗じよう談だんだ。百年あれと一緒にいるんだぞ、手を出す機会なんて幾いくらでもあったさ」

　にたにた悪戯いたずらでも思いついたように欽多郎が笑う。

「だが、あれだけには絶対に手を出さねえと俺は決めている。傾城妖狐なんてものはなぁ、男を滅ほろぼす魔ま性しようそのものだ。今は尻尾を取られて力を一時的に封ふうじられているとはいえ、本性は同じだ。

　それこそ魂たましいを取られて、心中覚かく悟ごでなきゃ下手に手を伸ばすものじゃねえ」

「まあ、お陀だ仏ぶつ直前、これでしまいってわかりゃ一いつ遍ぺんぐらいはお相手願いてぇがな」と、欽多郎はがははと言いながら、本気とも冗談とも言えない言葉で締めくくった。







　一方、七之助を抱き上げた吾郎は、彼の楽屋に来ていた。連れていくと、黒くろ衣ごの陽炎かげろうがすぐに布ふ団とんを敷しいてくれた。

　その布団に七之助をおろすと、吾郎はぱふんとその七本の尻尾の中に潜もぐり込み、お気に入りの一本にしがみつく。

「七之助は俺が守る」

　そうつぶやいて目を閉じた。
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　一時的にナリを潜ひそめていた誘ゆう拐かい団だんが再び動き出し、今度は昼間に拐かしが横おう行こうするようになった。

　そして、それは意外な形で尻尾を出すことになる。

「縁えん日にち？」

　いつもの楽屋。七之助は不知火しらぬいの報告に、軽く目を見開いた。

「そう。昼間消えた娘達は全員、縁日に行ったあとに消えたって話でさ。その消えたってのがご存じの通り、数日惚ほうけたように空を見ていたと思ったら、娘自みずから家を出て行った……っていうから」

　そうなのだ。昼間に消えた娘達は、拐かしにあったというより自分から消えたように見えた。だから、これを事件と気づくのも遅く、表の役人の事なかれ主義もあいまって、七之助達、隠おん密みつ同どう心しんのところに話が来たのも被害者が既すでに夜の被害者の二十人をとっくに超えた頃だった。

「で、その縁日で消えた娘に話しかけている女を見たって話でさ」

「その女の身元がわかるか？」

「深ふか代がわで小料理屋を営いとなんでいる女で、名は〝おとよ〟。それからもう一つ」

「なんだ？」

「男がいるそうで。滅めつ多たに出てこない男が、古こ塚づか原はらでの例の蜘く蛛もの処しよ刑けいを見学していたそうでさ」

「……そりゃ、ずいぶんと有力な情報だ」

　ニヤリと七之助は微び笑しようした。
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　今日は十じゆう三さん観かん音のんの縁日。その一つの紫むらさき観音にて、

「あら、あなた、襟えりに葉っぱが」

「え？」

　娘は呼び止められて振り返った。この縁日のために着てきたとっておきの着物だ。汚よごれ一つだってつけたくはない。

「ほら、ここ」

　親切な女は、娘の襟首から葉っぱを抜いて示す。娘は「ありがとうございます」と礼を言い、縁日の賑にぎやかな屋台が並ぶ通りへと向かう。

「ふふふ……」

　女はそんな娘を見送り、意味深に笑うと人混みへと消えていった。







「ちょっと、娘さん」

「え？」

　縁日の賑やかな参さん道どうを抜けてまずは観音様にお参まいりを。いい縁えん談だんに恵まれますようにとお祈りして、さて屋台冷やかして帰ろうときびすを返したところで、呼び止められた。

「そう、お前さんだよ、お前さん」

　着流しを着た男性。ちょっと遊び人風だけどいい男だと思った。ただし、垂たれ目めだ。

　どちらにしても、娘からすればこのような男性は、いくらいい男でも、おつきあいの対象外だった。いかにもイキでいなせな遊び人の男より、隣となりの長なが屋やに住む大だい工くの八のほうが好ましく見える。

「あ、そんな怖がらないで。取って食ったりしないから」

　警けい戒かい心しん露あらわな娘に、男はニコニコと笑う。その人好きする笑顔に娘の警戒心がかすかに緩む。男は「ふぅん……」とあごに手を当てて、上から下まで彼女を見る。

「似ていると思ったけど、人違いだ」

「なに、それ！」

「でも可か愛わいいね。俺とそこの茶屋で、お団だん子ごでもどう？」

「お断りです！」

　娘はぷんぷんと憤ふん慨がいしながら、屋台が並ぶ参道のほうへと駆かけて行った。それを見送り、男は懐ふところに手を入れ寺の境けい内だいの裏へと。

　林のようになっている裏庭、大きな杉の木に背を預あずけるようにして一人の美しい青年がたたずんでいた。正確にはその横にもう一人、少年、吾郎がしゃがみ込んで地面を見つめている。おそらく、ありんこでも見てるんだろうなと、男……銀次は思う。

「首しゆ尾びは？」

　青年、七之助が尋ねる。白の着流しに、表は黒、裏は赤の帯おびを巻き付けた、これまた仇っぽい格かつ好こうだ。白いすらりとした指で銀の煙管きせるをくるりと回す。

「上々、目的のものも手に入れられたぜ」

　女が娘に葉っぱがついていると言って、その代わりに襟首に入れたものだ。女は娘に触れなければ仕掛けることが出来なかったが、銀次は触れなくてもそれを取り上げることに成功した。

　正確には触れていない訳ではない。触れたように見せないのが銀次の技なのだ。さすが、指一本触れずとも、女の帯を解とくと言われる五百畳敷というべきか。ちなみに、父親の欽多郎は見つめるだけで女が勝手に脱ぬぐ千畳敷な訳だが。

「ほら」

「…………」

　銀次が手の平を開くと、その中身を見た七之助が硬こう直ちよくする。今は尻尾も耳も出してないが、出していたなら確実にその毛並みを逆立てていただろう。

「わかった、早くしまえ」

　努つとめて冷静に七之助は言った……つもりだった。とにかく、己の視界からそれを退しりぞけたかった。一いつ刻こくも早く。

　しかし、銀次はその七之助の不自然な態度に気づいたのだろう。ニヤリと笑い。

「いや、これが娘達が消えた元げん凶きようなんだからもっとよく見ろよ」

　言いながら、七之助の目の前に、それ……蠢うごめく蜘蛛を突き出した。蒼そう白はくな顔で七之助は悲ひ鳴めいを喉の奥に吞み込んだ。握りしめたこぶしはぶるぶる震えているが、飛び上がり退しりぞかなかった自分を褒ほめてやりたい。

　矜きよう持じだけは馬鹿高いこの狐としては、そんな事態は絶対避さけたい。いくら足がたくさんある、おぞましい生き物が死ぬほど苦手とはいえ、こんな強ごう慾よく狸たぬきの前で弱みなど見せられるか！　あとで三太や五太の豆まめ狸だぬきどもの、どんなからかいのネタになるやら分かりはしない。

「よ、よく見たから。銀次、それを早くしまえ」

「いや、これは姐さんに持っていてもらわねぇと」

「な、なんだと!?」

　銀次の発言に、今度こそ尻尾が飛び出しそうになった七之助だ。いや、意地でもこんな真まっ昼ぴる間まの寺の境内で、尻尾を出すなんてことはしないが。そんなドジっ子狐みたいなマネ。

「だって、こいつが大切な道案内でしょうが？　さっきの女を追いかけるのは、奴らに気づかれて、さらわれた娘達に何かあっちゃイケナイってので止めた訳だし」

　もちろん、女の尾行はしない。それに、女がいる小料理屋はすでに見はらせてあるが、下が店てん舗ぽ、上が二部屋の小さな家だ。とても、娘達、五十人近くを閉じこめておけるとは思えなかった。

　確かに、この蜘蛛が唯ゆい一いつの手がかりと言える。

「さあ、姐さん」と銀次が差し出す手の平には蜘蛛。死んでも触れたくない蟲むしだ！　蟲！

　しかし、ここで逃にげる訳にもいかない。七之助の妖狐としての矜持が、ここで狸ごときに負けられるか！　と告げてくる。

「…………」

　覚悟をして白い手を伸ばした。ニヤリと笑った銀次の顔が、鬼おにか蛇へびに見えた。垂れ目なのに。

　しかし、七之助の震える指先が蜘蛛に触れる前に、横から小さな手がさっとその蜘蛛をつまんだ。蜘蛛がうごうごと足を動かす。その様よう子すにさえ、ぞぞぞ……と七之助の背に震えが走ったが。

「これを持っていればいいんだろう？　七之助」

「よ、よくやったまめ吾郎！　それを逃がさないように捕つかまえておけ！」

　吾郎は「うん」とうなずき、脇に生えている雑草の大きな葉を何枚か千ち切ぎると、細い葉っぱで縛しばり上げて、蜘蛛を包み込んだ。

「これでこの蜘蛛は逃げられないぞ」

「そ、そうか。そのまま永遠に包んでおけ」

　足の多い蟲など、見るのも嫌いやな七之助はホッ……と息をつく。そんな七之助の様子に、銀次はからかいの種が無くなっちまった……と、残念そうな顔になったが。

「…………」

　そのとき、吾郎がギロリと銀次を見た。素す直なおで元気な仔犬らしくない鋭いまな差し、銀次は一瞬ひるむ。

『確かにありゃ、仔犬じゃなくて、オオカミの子だな』

　一座に帰った銀次は他の弟達にそう言った。







　そしてその夜。

「いいか、まめ吾郎！　けして、けして、その蜘蛛を押さえる手を放すんじゃないぞ！」

「うん、七之助、放さないぞ！」

「絶対に、絶対に放すなよ！」

「うん、放さない！」

　七之助がそう言うたびに、吾郎は生き真ま面じ目めに返す。蒼白な顔色の妖狐は、決死の覚悟で吾郎の指に押さえられ、うごうごと手足を動かす蜘蛛に顔を近づけた……。

　そして、「ふっ！」と息を吹きかける。すぐさま飛び退のいて身体を離したが。

「さ、さあ、まめ吾郎！　その蜘蛛をさっさと放しな！」

「でも七之助が放すなって！」

「だから、もういいんだ！　さあ、ぺっとぺっと遠くへ！」

「わかった」

　ぽいと遠くに吾郎が蜘蛛を放り投げて、七之助はほうっ……と息を吐くが。

「…………」

　つんつん、黒衣の陽炎に肩をつつかれる。無言ではあるが、彼の言いたいことがわかり、七之助はそのとき楽屋にいた全員にわめいた。

「何しているんだ！　私が〝印しるし〟をつけたあの蜘蛛を追いかけろ！」

「だけど七之助、あの蜘蛛捨すてろって……」

「捨てろじゃない！　放せと言ったんだ!!　さぁ今すぐ追いかけろ！　逃がしたら承しよう知ちしないぞ！」

「わかった!!」

　たんと床を蹴けって、とんぼ返りした吾郎はころんと仔犬の姿になり、たたっ！　と駆かけ出した。七之助は、そのくるんと巻いた尻尾の後ろ姿を見送る。

　他の楽屋にいたお紺こん狐ぎつねやお小さ夜よ狐ぎつねや狸どもなどの姿も消えていた。吾郎と間抜けな会話を交かわす間に、蜘蛛を追いかけて行ったのだろう。

「…………」

　陽炎がそんな七之助をじっと見つめる。七之助は、「わかってる！」と立ち上がり。

「別に蜘蛛のあとを追いかけるのが怖い……いや、嫌な訳じゃない。みんなが突き止めたあとから、行く方が楽じゃないか」

　そう言いながら、ことさらゆっくりと楽屋を出ていった。七之助の〝印〟が蜘蛛についている訳だから、他の者うんぬんより、彼が見失うはずもない。




　果たして、蜘蛛が向かったのはヱえ都どのはずれは本ほん叙じよ。今は空き屋となっている商家の寮りようだった。皮肉にも、蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もん一味に一家皆殺しにされた、その呉ご服ふく商しようのものだ。

「……なるほど、これだけの屋や敷しきなら、娘の十人や五十人、囲っておけるな」

　犬に狐に狸……それぞれ本性になったものもふ座の仲間達が屋敷を囲む中、ふわり……と空から降り立ったのは、白びやつ狐こ、七之助だ。

　地に足がついたとたん、人型となる。白銀の美しい姿は、余裕の仕草で銀の煙管に火をつけて煙けむりをくゆらせた。

「さて、まずは中を探ろうか。娘達がどこに隠かくされているのか、そいつが一番肝かん心じんだ」

「中に入ったら蜘蛛がうじゃうじゃ居たりしてな」

　ふわりと己の手の平から白い蝶ちようを出そうとした七之助だが、未いまだ狸の姿の三太の言葉にそれを握りしめて引っこめた。ふるふる、こぶしを握りしめたまま。

　ニヤニヤ笑う三太の狸の顔をにらみつける。こいつ、兄貴から聞きやがったな。

「まずは探たん索さく！　お前ら行って来い！」

　三太だけでなく、四太、五太、六太の尻まで蹴り上げて行かせたのは、まあ、ついでというものだ。







　しかし、女好きの狸どもを行かせたのは正解だったかもしれない。

　建物の中はもはや半分魔界で、蜘蛛の糸が張り巡めぐらされた巣だったのだ。七之助の白い蝶など、たちまち蜘蛛の巣に引っかかっていただろうし、その感覚に本人が悲鳴を……（以下略）。

　狸どもといえば、こっちに女の匂においがするとばかりにひくひくと鼻を利きかせて、蜘蛛の巣をかいくぐって、難なく離れの座ざ敷しき倉そうにたどり着いた。

　そこには確かにさらわれた娘達は居たのだが……。

　同時に、夫婦の大蜘蛛がいて、狸どもは追いかけ回されるハメとなった。







「この、アホ狸ども！　逃げる前に、娘達を連れて逃げろ！　お紺狐とお小夜狐も、あの子達を安全な場所に連れていきな！」

「はい！」とお紺とお小夜が返事をして、狐の姿からどろんと人型、姿は娘、実は女形おやまの姿に化けた。ぼんやりしている娘達の手を「こっち！」と引きながら、逃のがすまいと迫せまってくる小蜘蛛や蜘蛛の糸に狐きつね火びを飛ばして、近寄らせない。三太以下の狸どもも、尻尾を巻いて逃げようとはしたものの「女を見捨てるのか！」という七之助の声に、人型となり、娘達をかばい、葉っぱをまき散らして盾たてとする。

　しかし、娘達を逃すまいと二匹の大蜘蛛が迫る。黒いのが雄おすで、赤っぽいのが雌めすだろう。……たぶん。そんなことわかりたくもない七之助だったが。

　娘達を逃がそうとする七之助達を、左右から挟はさもうとする大蜘蛛達。いち早く動いた雄蜘蛛の牙きばを剣で受け止めたのは、仔犬の姿から一回転して直接大きな姿に、赤毛の美び丈じよう夫ふとなった十とう十じゆう朗ろうだ。ガキンと蜘蛛の牙をその大剣で受け止める。

　そして、迫る雌蜘蛛の牙を受け止めたのは……。

「ええい！　こっちは、私が何とかする！」

　叫さけんだのは十十朗に対してではなく、自分に気合いを入れるためだ。七之助はふわりと空中から愛用の刀を両手に出して、交差させるようにして蜘蛛の牙を受け止めた。

「っ……！」

　目の前に蜘蛛の顔が迫る。どこ見てるかわからない不気味な複数の目、目、目。それに胴どう体たいで蠢く、足、足、足。

「七之助！　大だい丈じよう夫ぶか！」

「うるさい！　こっちの心配するぐらいなら、そっちの蜘蛛をさっさと倒せ！　こいつは私が倒す！」

　はっきり言って、腕にはじんましんが出てるし、七本の尻尾の毛並みはぶわんと膨ふくらみ、逆立っている。

　しかし、しかしだ。ここで蜘蛛相手に逃げ回る訳にはいかない。後ろの狸どもと、ここには居ない欽多郎と銀次に、しつこくからかわれるのは間ま違ちがいない。

　それより何より、昼間から吾郎にかばわれっぱなしなのだ。今も後ろで戦っている犬ころにおんぶに抱っこなんて、中なか津つ国こくを十国滅ぼした傾城妖狐の名が廃すたるではないか！

　娘達を守っているお紺狐とお小夜狐からは「きゃあ！　姐さん、漢おとこだね！　がんばって！」となんだか訳のわからない声せい援えんを受ける。さらには三太どもから、「無理するんじゃねぇぞ！」の声。てめぇらのせいで無理してるのがわからねぇのか！

　目の前にはガチガチ牙を鳴らして迫る蜘蛛。蜘蛛だ、デカい蜘蛛。正直大嫌いだ。怖くなんかない、怖いのではなく嫌いなのだ。この世に存在するのが許せないほど……。

「私の前から今すぐ消えろぉおお!!」

　正直な心の叫びは振り下ろす刀の力となり、十文字の一いつ閃せんは蜘蛛の身体を四つに分けた。

　同時に十十朗も、黒い蜘蛛を軽々と真まっ二ぷたつに。見事に蜘蛛を倒した二人に、見ていた狐と狸達はやんやの歓かん声せいをあげた。

　このあと、デカい蜘蛛の残ざん骸がいから小蜘蛛がうじゃうじゃ出てきて、七之助が絶ぜつ叫きようして十十朗に飛びついたとかしないとか。

　十十朗の炎でその蜘蛛達の半分は焼き尽つくされ……。

　七之助がでたらめに放った狐火もあとの半分を焼いたのだから、まあ、よしとしよう。
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　大蜘蛛の残骸から虫の息の人間の男と女が出てきた。

　医者の見立てでは外傷はないが、かなり疲ひ弊へいしていて回復にはかなりの時間がかかるらしい。二人とも小こ井い指し川かわの養よう生じよう所しよ送りになったが、男のほうは病やまいが治ったあとで捕とらえられて、色々罪状を調べられることになるだろう。

　助けられた娘達はものもふ座の者達によって、各自の家にこっそりと送り届けられた。翌朝、家族や近所の人々が家の前でぼんやりしている娘を見つけて大騒ぎとなる。

　娘達は捕らえられていた間の記き憶おくを失っており、人々の間ではこれぞ神隠しだと噂うわさをしたが……。

　ただ、さらわれた娘達のうち、約半分が家に戻ることはなかった。娘達が戻された家の親達の歓かん喜きとは裏腹、帰りのない親や家族達は落らく胆たんに肩を落とした。

　そう、あの離れの座敷倉で発見された娘は。

　半分しか居なかったのだ。
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　その数日後。

　七之助は娘達が囚とらわれていた本叙の空き屋に再びいた。蜘蛛二匹が巣くっていた化ばけ物屋敷の面おも影かげはまったくなく、人の住んでいる気配のない荒あれた屋敷があるきりだ。

「で、ここにまたなんの用だ？」

　欽多郎が、娘達が囚われていた……その座敷倉の〝隣〟の座敷倉を見渡して言う。その隣には同じく銀次がおり、煙管をくわえた七之助の横には吾郎。そして、お供に不知火もいた。

「こっちにも娘達が囚われていたようなんだ。ま、私達が駆けつけたときには、すでにもぬけの殻からだったけどな」

　七之助は少し不機嫌な口調だ。娘達の半分しか助けられなかったのだから、表情は冴さえなくて仕方ない。

　────あのクソガキに会ったら、どんな嫌いやみ言われるか。

　クソガキとは言わずとしれた裏うら将しよう軍ぐん様さまだ。実は、明日、〝謁えつ見けん〟することになっている。まったく、頭が痛い。

「ああ、確かに娘達がいた〝匂い〟がするな。それも複数」

「良い匂いだ」と銀次が鼻をひくつかせる。犬も狐もそうだが、狸も鼻が利く。もっとも、獣けもの系けいの物の怪ならたいがいそうだが。

「じゃあ、隣の倉くらとこっちに閉じこめられていた娘達との違いがわかるか？」

　七之助はその答えがわかっていてあえて確認する。その為に、この女好きの狸を二匹連れてきたのだ。

「違いねぇ……」

　欽多郎はもうすでに気づいているのか、ニタニタ笑う。「なんだ？」と鼻をひくつかせていた銀次は、確認とばかり隣の倉に行き、「あっしも」と不知火がついて行く。

　吾郎もくんくんしていたが、首をかしげて「違うけど……」とぶつぶつ言っている。まあ、この仔犬は〝違い〟はわかっても〝答え〟はわかるまい。まだ子供だ。

「へえへえ！　なるほど！」

　そして、答えがわかった銀次はニヤニヤ笑いながら七之助達がいる倉に戻ってきた。不知火は「同じ娘の匂いがしやすけどねぇ」と自分がわからないのが納得出来ないらしい。

「わからなくても別に恥はじじゃないぞ、不知火。こいつらが無類の女好きってだけのことだ」

　そう七之助が声を掛かければ、欽多郎は相変わらず人の悪い笑みを浮かべたまま。

「それを言うなら七之助。お前、よくわかったな？」

「何年どころか、何百年も後こう宮きゆう暮らしをしてみればわかる。なんせ周りは人間の女ばっかだ」

　傾城妖狐の名は伊だ達てではない。中津国では十の国の、この火之元の内だい裏りの奥の後宮を知る七之助だ。後宮、男子禁制の園の通り、周りは女ばっか。

　そこには時の権力者の寵ちよう愛あいを待つ乙女おとめも、すでに手がつき、子を為なした女性もいた。また、戦せん災さいなどで主人を亡なくし、後宮に仕つかえることにした未み亡ぼう人じんもしかり。

　そう、隣の倉とこちらの倉の違いは、経験があるか、否いなか。はっきり言えば、処しよ女じよか処女でないか。

　さらわれた娘達はみんな未み婚こんだった。そして、見つからない娘達は男を知らない娘達で、親元に戻されたあとの半分は……。

「まあ、最近の娘達は進んでいるからなぁ。おぼこい面つらして、なかなかに大だい胆たんなのもいやがる」

「オヤジもその歳でそんな若いのに手を出しているのか？　まあ、初う心ぶそうで実は……ってのは、そそるけどよぉ～」

　スケベ狸どもはそんな話をし出し、あごに手を当てていた不知火も「ああ、なるほど」とようやく納得した風だ。

　そして、吾郎は相変わらず鼻をひくひくさせていたが、突然「わかった！」と叫んだものだから、七之助と不知火は目を見開き、欽多郎は「おう、この違いがわかるのか？　吾郎」と相変わらずニタニタとしている。

「向こうの土ど蔵ぞうはそうじゃないけど、こっちの土蔵は甘い良い香かおりがするんだ。そんなに強い匂いじゃないけど」

「なるほど、よく違いに気づかれましたね」と不知火が微笑ほほえみ、七之助は内心で胸をなで下ろした。やはり、まだまだこいつは子供だと。

　その吾郎は七之助のそばによって、くん……と鼻を鳴らし。

「うん、だけどやっぱり、七之助のほうがもっと良い匂いがする」

「…………!!」

「甘い匂いは同じだけど、七之助のほうがもっとも～っと良い匂い……」

「それ以上、余計なこと言うんじゃない！　この馬鹿犬！」

　七之助は耳まで赤くして、目の前の仔犬にげんこつを食くらわせた。吾郎は「痛い」と頭に両手を当てて、少し涙目で七之助を見上げ、

「でも、七之助のほうがずっと良い匂いなんだぞ」

　と繰くり返す。七之助はさらに顔を赤くすると、くるりとみんなに背を向けて、すぱすぱ、銀の煙管をふかしながら土蔵の外へと出た。

　その表情はいつになく深しん刻こくに変わる。

　消えた娘達は処女だった。古こ来らいより、この火之元で神に仕える巫み女この条件はそれだった。太たい古この昔、巫ふ術じゆつで国を治め、神の言葉を伝えた女王がいたように。

　そう、巫女が呼び出すのは神だ。しかし神にも色々ある。

　そのうえに、今回わかったのはこの人さらいが蜘蛛切仁左衛門と繫つながったことだ。人間を物の怪にするなどという禁きん忌きの術を使い、人間の娘をさらわせるなど、一体何が目的なのか。

　奴は未だ、こちらに姿の欠片かけらもちらつかせていない。消えた娘達と同じく。

　────なんか嫌な予感がするんだよな。

　自分の予感はだいたい当たるのだ……と、七之助は煙管をくわえたまま、空に昇る煙を見つめた。
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　ヱえ都ど城じようの地下に、裏うら将しよう軍ぐんが棲すまう裏ヱ都城がある。

　地下なのに空そらがある。しかし、それは常に黄たそ昏がれ時どきの夕焼けの光こう景けいで、そびえる天てん守しゆ閣かくとその下に広がる御ご殿てんと広大な庭まで、ヱ都城そっくりだ。

　表のヱ都城とすべてが〝対つい〟となるように、この地下の城は造られていた。

　その緑の庭、池の畔あぜに敷しかれた緋ひ毛もう氈せんにさしかけられた赤い大きな傘かさ。傘の下には白い小さな姿があった。

　白……と見えたのは狩かり衣ぎぬで、小さい身体からだは明らかに子供のもの。その顔は烏え帽ぼ子しから垂たれ下がる布で隠かくれている。高貴な神に仕つかえている神み子このような、その姿。

　その白い子供の後ろ、緋毛氈から出て白砂に片かた膝ひざをついて左右対称に控えるのは、黒い武む者しや姿すがたの衣い冠かん束そく帯たいを着た青年が二人。垂れ下がる前まえ髪がみまで左右対称の、見事に顔もそっくりの双子だ。

　白い子供の白い手が、茶ちや筅せんを揃えた指で持ち、茶を点たてる。シャカシャカという音だけが響ひびいていた。

　そして、その子供の前にいるのが七しち之の助すけだった。今日の装よそおいは改まった羽は織おり袴はかま。黒の紋もん付つきではなく、濃のう紫し色しよくというところがこの洒しや落れ者ものらしいというべきか。それでも、改まった衣ころもであることは間ま違ちがいない。

　七之助の横には黒の紋付き羽織袴をまとった十とう十じゆう朗ろうの姿がある。この〝空間〟でだけは、彼はずっとこの姿を維い持じすることが出来るのだ。

　────黒の紋付きは男ぶりをあげるって言うが、ま、悔くやしいけどよく似合うこと。

　背せ筋すじを伸のばしてぴしりと座るその姿は、王者の風格さえある。若いが精せい悍かんな横顔に、たいがいの女はよろめくだろう。優やさ男おとこの白い横顔にキャアキャア言う娘むすめ達だって、結局、男として選ぶ相手はこの手なのだ。荒あら削けずりで山のように大きく、海のように荒々しい。

　しかし、その中身は……。

「七之助」

「ん？」

「これ、食べてもいいのか？」

「…………」

　十十朗が指さしたのは、目の前に置かれた花の形の上じよう生なま菓が子しだ。さっきから真剣な顔で何を考えているかと思ったら、そんなことだったのかよ……と思う。

　姿形は大の男でも、こいつの頭の中はしっかり仔こ犬いぬなのだ。忘れていた……。

「お手」

　七之助が白い手を出すと、さっと十十朗の日焼けした大きな手がそこに乗せられる。

「おかわり」

　今度も、ぱしりと反対側の手が乗せられた。じっと十十朗の瞳が七之助を期待の目で見ている。こんなにイイ男に見つめられたら、たいがいの女は自分に恋してると思うだろう。

　しかし、今、この大人子供の頭の中を占しめているのは……。

「よし！」

「いただきます！」

　ぱしりと手を合わせて、茶ちや会かいの席でそりゃないと思うが上品な練ねり切りを一口で食べてしまう。皿に添えてある黒文字は、なんのためか考えて欲しい。上品に一口ずつ切って食べるためだというのに。

「ほら、こいつもやる」

「ん……」

　物たりないって顔をしているから、七之助の前の皿を渡してやると、こちらもぱくりと一口で食べてしまう。もう少し味わって食くいやがれ。

「ずいぶんと可か愛わいがっているようだな？」

　白い狩衣の少年が七之助の前に茶ちや碗わんを置く。それを作さ法ほう通りふくさに取りながら、七之助は口を開く。

「別に……食わせないとうるさいからだよ、このガキが」

　本来、茶会の席では無言が基本。しかし、今回は野の点だてなんだからいいだろう……と思う。そもそも、基本茶室の中では身分もなにもない。ならば、この四角い緋ひ毛もう氈せんの中は無ぶ礼れい講こうだ。

　たとえ目の前に座る白い狩衣の子供が上うえ様さまだってだ。

　そう、この白い狩衣の子供こそ、この裏ヱ都城の主あるじである裏将軍その人だった。子供の姿ではあるが、かれこれ百年はこの姿なんじゃないか……と七之助は思う。百年なんぞ、長命な物ものの怪けからすれば瞬まばたきの間のことだが、人間ならば三世代や五世代は軽く代替わりしている。

　だが、七之助が尻尾しつぽを取られた相手はこの将軍であったし、今も、彼はこの姿のままだ。

「蜘く蛛もの行方ゆくえはまだわからないようだな？」

　問いかける声も子供そのものだ。少年の声。ただ、その布の内側の顔はわからない。白布がめくれて、ときおり見える口元は整っているが。

　────鼻から上がすごい不ぶ細さい工くだったらおかしいよねぇ。目が三つとか。

　それはそれで格かつ好こういいからむしゃくしゃして嫌いやだ……と七之助は結論づけた。そして、一口飲んだ茶碗を「結けつ構こうなお点て前まえで」と隣となりの十十朗に渡す。

「茶か？」

　十十朗は片手で茶碗を持ち、ぐびりと一気に飲み干した。ああ、酒じゃねえんだから、と七之助はあきれて見る。

「苦い……」

「当たり前だろう。それは苦いんだよ」

　それに一気に飲むもんじゃない。だが、十十朗は空の茶碗を見て。

「でも、ま、悪くないな」

　と言う。それが意外だと七之助は形のよい眉まゆをあげて、そして、ああ……と納得した。

　────このナリだと、酒も吞のむか。

　しかも、ザルを通り越して、枠わくである。いくら吞んでも酔よわないくせに、酒好きとは質たちが悪い。心は子供のまま、甘あま味みも好むものだから、山盛りの饅まん頭じゆうを食いながら酒……という気持ち悪い光景に出くわすことになる。

　しかし、今は茶会の席だ。十十朗は白い狩衣の裏将軍を見て、茶碗を差し出す。

「もう一杯！」

「お代わりする茶ちや席せきがあるか！」

「別にかまわぬ」

　しゃかしゃかと小さな手が再び茶を点たてる。その手元を七之助は眺ながめながら。

「蜘蛛の行方ゆくえは未いまだ不明だ。消えた娘達の行方も同様、手がかり一つない」

「ヱ都じゅうの物の怪を使って探してか？　この、能のうなし玉なしのオカマ狐ぎつねめ！」

　いきなりの手て厳きびしい言葉だが、この程度の言葉で頭に来ていたらこの子供と話など出来ない。能のうなしの他に、無能の上の無能で頭の中は空からっぽだの、馬ば鹿かの三さん乗じよう上うわ塗ぬりの阿あ呆ほうというのもあった。傾けい城せい傾けい国こくくねくね狐なんてのもあったか。

「見つからないもんはしょうがないだろう。さらわれた娘達のこともあるしな」

「娘達のことなどどうでもいい。それよりも蜘蛛を捕つかまえろ」

「……それ、本気で言ってるのか？」

　先ほどの罵ば声せいでは眉一つ動かさなかった七之助が、低い声を出す。

「さらわれた娘達の生死は不明だ。髪の毛一本見つかっていない」

　娘達がいただろう座ざ敷しき倉ぐらから、いくら匂においをたどろうとも無駄だった。倉くらから出た時点で匂いがぶっつり途と絶だえていたのだ。物の怪の鼻でたどれないというのだから、よほど巧たくみに身を隠しているに違いない。

　娘達は必ず蜘蛛と一緒にいると七之助は見ていた。そして、二十人以上の〝巫み女こ〟を使ってなにをしようとしているのか。

「欠片かけらも娘達の残ざん骸がいが見つからないと言うのか？」

「……ああ。髪の毛一筋、爪の先もないって言ってるだろう」

　残骸という言い方に、眉み間けんにしわを寄せて七之助は答えた。残骸など……娘達の一部でも見つかったなら、それは彼女達は死んでいるということではないか。まったく、むかつくガキだ。

「全部食われてしまったのでは困るな。一部でも欠片があれば、娘達は死んだと人間達を納得させられるものを」

「……てめぇっ！」

　初めから娘達が食われて、もう死んでいるものと考えていやがる。その酷こく薄はくな言葉に、瞬間的な怒りにかられた七之助は思わず立ち上がりかけるが、とたん、狩衣の少年将軍の後ろにいる黒い衣い冠かん束そく帯たいの青年二人──義ぎ覚かくと義ぎ玄げん──が、こちらに殺気を飛ばしてくる。彼らの背後の影にバサラと翼の影が揺ゆれた。

　烏からす天てん狗ぐ二匹など怖くもないが、七之助は再び緋毛氈の上に座り直す。

「とにかく、欠片かけらでも証しよう拠こが出てこない限りは娘達は生きているものとする。そっちの捜索のほうが優先だ」

「なにをたわけたことをほざいている。蜘蛛を見つけるのが先だ。娘達など片かた手て間までいい」

「はぁ!?」

　さすがにその言葉には、怒りを忘れて、ただ驚きの声をあげる七之助だ。

「なんでそんなに蜘蛛、蜘蛛、こだわるんだよ？」

「奴やつは小こ伝でん真ま町ちようの土ど牢ろうを破やぶった大罪人だ。このままにしておけば幕ばく府ふの威い信しんにもかかわる」

「へえへえ、見み栄えのために、生きてる娘達の命より蜘蛛を捕まえるほうが裏将軍様は大事ってことかい？」

「そうだ。人間の娘達の生死などこちらにはなんの関係もないだろう。我われらの役目は秩ちつ序じよを乱みだすものを取り締まることだ」

「じゃあ、物の怪と人間との共存のために、人に害を為なす者を取り締まるってのは……ありゃ、耳に心地よいお題だい目もくって訳だ」

　七之助とて、こんな聖せい人じん君くん子しのような考えなど頭から信じている訳ではなかった。そもそも、隠おん密みつ同どう心しんを務めているのだって、正義や義ぎ憤ふんに燃えた訳ではなく脅おどされてイヤイヤだ。

　それでも百年、この街に暮らせばそれなりの愛あい着ちやくはある。人に紛まぎれて暮らせば、その人々にだって情じようはわくのだ。

　親子寄り添そって長なが屋やで暮らし、茶屋で働くけなげな娘。その娘と唯ゆい一いつの家族である父と、そんな二人が縁えん日にちを楽しんでいる姿をいいな……とは思う。

　そういう人間の普通の暮らしってやつを、守ってやってもいいかな～と思うぐらいには、七之助はこのヱ都の街に愛着がわいていた。

　それを人は悪あつ狐この深ふか情なさけと言うかもしれないが。

「無む法ほう者ものを取り締まっているではないか。そのためにヱ都の平和は守られている。人間を護まもるのは、その片手間にすぎん。

　早く蜘蛛を探せ、このノロマ狐」

「いや、蜘蛛は後回しだ。娘達を捜す」

「余よは蜘蛛を捜せと言ったはずだぞ」

「アンタの命令なんて聞かねぇよ。外げ道どうに落ちた物の怪は取り締まる。だが、そのやり方は私の勝手だ。あとは月に一度、こうして見たくもないアンタの顔を見て、アンタの悪あく態たいを聞いて終わりだ。

　今日も、アンタが勝手なことほざいた。それで流してやる」

　今日の話はおしまいだとばかり、七之助は席を立つ。横にいる十十朗にも「行くぞ」と声を掛かけて、そのまま行こうとしたが。

「預あずかり物がどうなってもいいのか？」

　そう裏将軍が低い声を出す。低いと言っても少年の声だが。子供のくせに一いつ丁ちよう前まえに脅しやがって……なんて思わない。ナリは子供でも、こいつは千年生きた大妖怪と変わりはない。

　預かり物とは七之助の尻尾のことだ。そのせいで、かつての白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びは今は七尾となっている。裏将軍に奪われたまま。

　その二ふた尾おがどうなってもいいのか？　とは、裏将軍が七之助を動かす奥の手ではあるが……。

「二尾押さえてるからって、いい気になるんじゃないぞ。たかだか、女に化けられないってだけのことだ」

　二尾が失われたために七之助は女には化けられない。もろちん、衣い装しようや化け粧しようで女に見せることは出来るが、女の身体にはなれない。

　それは、いにしえなら宮きゆう中ちゆう、今なら表のヱ都城の大奥に入る、傾城傾国の力を奪ったとも言える。

「そう、それだけだ。七尾だって、十分にこの馬鹿げた城ぐらい吹き飛ばすことぐらい出来るんだ」

　ゆらりと七之助の背後に、七つの尾の影が伸びる。それはまるで孔く雀じやくの羽を広げるがごとく。だが、同時に裏将軍の背後に控える義覚に義玄も、再びこちらにびしびし殺気を飛ばしてくる。だけでなく、衣冠束帯の袖そで口ぐちから暗あん器きがきらりとのぞいた。

　────烏天狗二匹はなんとかなるが、マジにこのガキは得え体たいが知れないもんなあ……。

　その天狗二匹の殺気……それだけで小こ物ものの物の怪なら消しよう滅めつしてしまうような……それを受けて、七之助は平然と緋毛氈に座る、白い狩衣の子供を眺めた。これとはまだ戦ったことはないが。

　────きっと何か隠してやがる。ああ、面倒くさいねぇ……。

　そこまでぼんやり思っていたところで、太い腕うでがぬっと目の前に突き出た。前を見れば広い背中。

　十十朗が七之助をかばうように立っていた。

　ギロリと赤しやく銅どう色いろの瞳が義覚に義玄を見据える。それだけで、烏天狗二匹がたじろぐのがわかった。

「我らに刃は向むかうつもりか？　犬いぬ神がみ」

「…………」

　裏将軍の言葉に、十十朗はなにも言わず、無言で白い狩衣の子供を見た。それだけだ。

　だが、その無言こそがとんでもない威圧感となって、この場を支配していることをこの犬神はわかっているのか？　と、七之助は十十朗の広い背中を見る。

　義覚と義玄のような鋭するどい殺気ではない。十十朗の気は、ただ倒すべき相手をや向かってきた者を倒し、守るべき者を守る。まさに大きな闘とう気きだ。

　────まだ子供のくせにして、こういう所はしっかり漢おとこなんだよなぁ。

　まあ、天狗二匹にガキ一匹を十分にビビらせたんだから、これぐらいで切り上げよう……と、七之助は、「やめ、やめ」と十十朗の太い腕に両手を絡からませる。

「こんなところで、物の怪大おお戦いくさなんて冗じよう談だんじゃない。さ、帰ろ、帰ろ」

　ぐいと腕を引っぱれば、十十朗はたちまち、闘気をおさめて、七之助に手を引かれるままついて来る。

「裏将軍様に帰りの挨あい拶さつもしなかったが……ま、いいか」

　しばらく歩いて、そう七之助が言えば。

「七之助」

「ん？」

　振り返れば、十十朗の真剣な顔がある。中身は子供なのに、まったく顔もでっかい身体もいい男だよなあ……と思う。

「俺は、いつでも七之助の味方だ」

「それは知ってる」

　七之助は手を伸ばして、十十朗の赤毛をわしわしとなでてやった。背伸びをしなければならなかったのが、少し悔しくはあったけれど。
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　そして戻った、ものもふ座の七しち之の助すけの楽がく屋や。

「うーん、……にしても、あのガキにケンカ売ったのはまずかったかもなぁ」

　銀の煙管きせるをくるくる白く長い指で回して、七之助はぼやく。

「まずいのか？」

　と訊きくのは吾ご郎ろう。裏ヱ都城での勇ゆう姿しはどこへやらの犬いぬ耳みみ犬いぬ尻尾しつぽの子供の姿だ。帰りに、七之助に買ってもらった団だん子ごをもきゅもきゅと食べている。

「まずいことはまずいわな。まず、あのガキは性格がひねくれて地じ獄ごく入りしてるから、仕返ししてくることは間ま違ちがいない。

　これがまた、心にじわじわ来るような底そこ意い地じの悪いのを」

　と言ったところで「大変だ！」と飛び込んできたのはおなじみの狸たぬきの三さん太たに四よん太た、五ご太た、六ろく太た。こいつら、四匹一緒じゃないと行動できないのかよ……と内心で七之助は思う。

　そのイイ男のタヌキ達……ただし垂たれ目め……が、一いつ斉せいにわめいた。

「お上かみからまたお達たつしが！」

「これだけの演えん目もくが禁止なんて！」

「これじゃ、ほとんどの芝しば居いが出来ねぇよ！」

「もう、芝居小屋はおしまいだ！」

「同時にしゃべるな！　私の耳は二つしかない！」

　七之助は声をあげ、四太が握にぎりしめた紙を抜き取り目を通す。「なんだ？」と吾郎も後ろからのぞきこんだ。

「不ふ道どう徳とくな芝居の禁止？」

　吾郎が読み上げ首をかしげる。それに七之助が。

「道徳はわかるな？」

「うん、人間の行う良いことだな」

　人間とは倫りん理り観かんが違う。そもそも種しゆ族ぞく間ですら違うのだから、人間達の言う道徳的なことなんて、ほとんど物の怪に通用しない。やっちゃいけないことと言えば、同族殺しぐらいだろう。このおヱ都では人間どもに合わせて、些さ末まつなことまでしちゃいけないことになっているが。

「じゃあ、その頭に不がついたなら？」

「不ってのは反対って意味だろう？　なら道徳的じゃない、イケナイこと？」

「よく出来ました」

　七之助は吾郎の皿に自分の分の団子を一本、置いてやる。吾郎は「ご褒ほう美びだ！」と歓かん声せいをあげて、さっそく団子にもきゅっと食いつく。

　無む邪じや気きに喜ぶ子供はともかくとして、七之助は気むずかしい顔だ。それは狸四匹……だけでなく、あとからやってきた銀ぎん次じに欽きん多た郎ろうも同じく。欽多郎など座長の座である奥の長なが火ひ鉢ばちの前から滅めつ多たに動かないのだから、これがよほどの緊急事態であることがわかる。

　お上から……おそらくあのガキ……裏将軍が仕返しのために手を回したのだろう。そのお達し、不道徳な芝居の演目の禁止とは、まず、風ふう紀きを乱すということで男女の恋愛を扱った演目の禁止。さらに犯罪を助長するというので犯罪者を取り扱った、つまりは白しら波なみ物ものと呼ばれる盗とう賊ぞくを扱った人気の演目などの禁止。

　さらには肌はだを見せたり、刺青いれずみを見せるのも禁止で、遊ゆう女じよなども出しちゃいけません……ときたもんだ。

　つまりは、ほとんどの演目が禁止ということである。芝居など、男女の色っぽい場面か、道を外はずれた悪の魅み力りよくで支えられていると言ってよい。

「明日から禁止だとよ。どうする？　七之助」

「どうするって、お上のお達し通りやるしかないじゃないか」

　欽多郎の問いにそう答えるが、それに銀次が「やる演目がないよ」と言う。「だったら、物語要素のない舞ぶ踊ようだけでまとめるしかないか？」と欽多郎がうなれば。

「踊りだけじゃ客は満足しないよ。私の踊りは確かに自じ慢まんだけど、十十朗の登場も客は待ってる」

　ものもふ座の二枚看かん板ばんは七之助と十十朗だ。七之助の踊おどりの見事さは定評があるが、客は芝居の終しゆう幕まくの十十朗の登場とその荒あら事ごとにも期待しているのだ。美の舞踊と武の荒事がそろってこそ、ものもふ座と言える。

「俺も出ないとダメか？」

　状況がわかっているのかわかっていないのか、そう声をあげる吾郎の頭を、七之助は白い手でなでなでし。

「まめ吾郎、おとぎ話は好きかい？　桃太郎に、金太郎、花はな咲さかじいさんなんてのもあったね」

「うん、好きだ！　とくに、桃太郎は大好きだ」

　さすが勇いさましい男の子だけあって、鬼おに退たい治じは大好きらしい。七之助はちょっとあごに手を当てて考えて。

「桃太郎だとお前を主役には出来ないからねぇ。ちょっと考えるとして、まあ、明日は花咲かじいさんにでもしようか」

　と言った。
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　翌日。他の芝居小屋がすべてお休みという中で、ものもふ座だけは開かれたため、押すな押すなの大おお入いりとなった。

　演目はみんなが良く知る花咲かじいさん。子供に語るおとぎ話であるからして、お上かみのお達しにはもちろん引っかからない。しかし、このおとぎ話をどうやって芝居にするのかと、みなの期待と不安が入り交まじる……。

　しかし、幕が開いてみればそれはいつものものもふ座だった。老夫婦が子供同然に可愛がる白犬ぽちはなんと七之助で、きらびやかな白い着物に身を包んで現れ、胡こ蝶ちようと花の精せいに扮ふんした女形おやま達とともに華はなやかな舞ぶ踏とうを披ひ露ろうし、夢の世界へと観客を引き込んだ。

　そして、最後の場面に大だい名みようの殿様に扮した犬神十十朗が現れて、老夫婦の隣に住む因いん業ごう夫婦を成せい敗ばいして大団円。

　枯かれ木に花が咲いた桜さくら吹雪ふぶきの中、白犬の七之助が舞まい、幕が降りた。

　ものもふ座の昔話歌か舞ぶ伎きは大評判となり、『白犬舞う花咲之翁おきな』の演目は、連日の大入り満員になった。

　次の『火ひ之の元もと一の桃太郎異い聞ぶん』しかり。こちらは、桃太郎に七之助が扮し、鬼ヶ島の鬼に十十朗が扮したもので、なんと世せ間けんに悪と誤解されていた鬼が実は良い奴だったという変わり種の内容だ。鬼と桃太郎の少し妖あやしい？　友情が評判となり、最後の二人の剣けん舞ぶの美しさもまた語りぐさとなった。







　しかし、その話題の芝居の裏でひそかに事件は起きていた。

　娘達がまた夜の闇やみに紛れてさらわれ出したのだ。

　それは先の事件のように瓦かわら版ばんの紙が舞うこともなく、人々の口にのぼることもなかった。

　ただ、被害者の娘の数だけが、一日ずつ一人、また一人と増えていったのだ。





[image: ]






「……あのクソガキ、やってくれやがった」

　七之助の楽屋。浴衣ゆかたに立て膝、くわえた銀の煙管。白い脚あしが膝まで見えて、少々行ぎよう儀ぎが悪いがこれがまた色っぽい。

　ちなみにクソガキとは裏将軍のこと。こんな怖い呼び方は七之助以外しないが……。

「確かにな。娘達がさらわれたことを世間から隠すなんてな」

　言葉とは裏腹、しげしげと七之助を眺めて銀次が訊きく。欽多郎にあれだけ釘をさされたが、しかし、この色いろ香かは別格だ……と思いながら。

　────男とわかっていてクラリとクるんだから、いやはや、さすが傾城傾国の元がん祖そってところかねぇ。

　九尾の尻尾のうち二本が失われて、今は完全な女に化けることが出来ないとはいえ、男のままでこの威い力りよくである。これで女になったら、確かに男が国一つかけても……と思うだろう。

「瓦版はともかく、被害にあった親や家族にさえ、娘がさらわれたことを口外するなと、表の役人どもを使って脅しているっていうから、狂気の沙さ汰ただな」

　親達に伝えられている表向きの理由は〝捜そう査さのため〟、それだけだそうだ。それでも、娘の行方を捜さがそうとした父親は、番屋の牢ろうに放り込まれたというから笑えない話だ。

　事件の噂が世間に流れなければ、娘達だって、夜、外を出歩く。まして、この間〝神隠し〟は解決したばかりだ。

　なにも知らない被害者は増えるばかり。しかし、その娘達は手がかり一つ残すことなく消えているというから、やっかいだ。

　当然、蜘蛛の行方もわからないままだ。

「人間の娘の命なんてどうでもいいと、あのガキは言い切ったからな。消えた娘達なんぞに構わず、蜘蛛をとっと見つけろと、こちらに圧力かけて、暗に言ってきているんだろうさ」

　娘をさらい続けているのは蜘蛛で間違いないだろうから、娘の行方はすなわち蜘蛛の行方となるわけで、七之助としても、とっとと蜘蛛を捕まえたいところではある。

　でなければ、静かに被害者は増え続けてしまう。一日一人ずつ。もう十日もたっている。すなわち、既すでに十人という計算だ。

「こりゃ、上様にとっとと、謝ったほうがいいんじゃねぇか？」

　銀次の言葉に、七之助は「誰だれがあんなガキに謝るかよ」と即そく答とうし。

「こっちがとっとと見つけりゃいい話だ」

「蜘蛛をか？」

「蜘蛛なんざどうでもいい。娘達だ」

　あくまでそっちが優先かよ！　この頑がん固こ者もの！　と銀次は思う。しかし、言い出したらテコでも曲まがらないのがこの狐だ。

「それにあのガキは、こちらへの嫌がらせだけで娘達が居なくなったことを世間から隠しているわけじゃない。あいつの目的はあくまで蜘蛛だ。娘達がさらわれれば、さらわれるほど蜘蛛の痕こん跡せきは多くなり、こちらも捕まえやすくはなる」

「上様はそこまで考えて人間の娘達を囮おとりにしてると？」

「根性の悪い策さく士しってのは、一つの手で二つも三つも狙ねらうもんだ」

　銀の煙管をくるりと白い指で回して、七之助はつぶやく。

「あんまし使いたくなかった最後の手段なんだけどねぇ」

「最後の手段でもなんでも使えばいいんじゃないか」

　狐の頑固ぶりに投げやりに答えた銀次だ。

「なら、いっちょやるか」

　と七之助は立ち上がり銀次の前に立って見上げる。その頰ほおに白い手を添えて。

「なんだ、お誘いか？」

　七之助の白い顔に、銀次の苦みの走った顔を寄せる。垂れ目ではあるが、女どもに騒さわがれる水も滴たるイイ男なのだ、銀次は。

　男なんざ御ご免めんだが、しかし、目前の白狐びやつこには興味がある。

「そう、お誘いだな。素そ材ざい的には悪くない」

「そんな粗そ末まつな持ち物じゃねぇぞ。なにしろ千せん畳じよう敷じきの大狸、欽きん多た郎ろうの息子むすこなんだ」

「ああ、だけどそいつは今回、厳げん重じゆうに隠しておいてもらわねぇと」

「はい？」

　にやりと笑った傾城狐に悪い予感がして、身を引こうとしたが時は既に遅し。がっちり銀次はその腕をつかまれ、逆に、いつもは七之助が座っている鏡きよう台だいの前に、つんのめるように突き飛ばされた。

　起き上がろうとしたその背中を、逃のがれられないように七之助の足が踏ふんづけた。めくれあがった浴衣からちらりと出た、その産うぶ毛げさえ生はえていないような白い脛すねの妖あやしさよ。

「ぐ、お、俺にはそんな趣味はねぇ……七之助……」

「なに言ってるんだよ。とにかく、アンタが生いけ贄にえ一号、首実験に付き合いな！」

　銀次の叫さけび声が七之助の楽屋に響いた。
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　ぎゃははは……と、笑い声が七しち之の助すけの楽がく屋やに響ひびく。

「いや、凄すごい似合っているぜ、お銀ぎんちゃん」

「…………」

　ゲラゲラ腹をかかえて笑い続ける七之助の前には銀ぎん次じ。いや、銀次だったもの。

　白しろ塗ぬりの顔に、唇くちびるにはなんの冗じよう談だんか、ちょこんと紅べにが。さらに、どこから出してきたのか、男の寸すん法ぽうのでかい振ふり袖そでを着ている。梅うめや毬まりの可か愛わいらしい意い匠しようがこうなると、滑こつ稽けいでしかない。

「さあ、この鬘かつらで仕上げだよ」

　と銀次の頭にすっぽりかぶせたのは桃もも割われの少女の鬘。愛らしい少女の髪かみ型がたに、下はごつい男の顔なのだから似合わないことこの上ない。七之助の後ろにいた、お紺こんとお小さ夜よが肩かたを震ふるわせ笑いをこらえる。

「流れ水の銀が台無し……」

　そして、鬘をかぶせた当の七之助は、またひっくり返って大笑いだ。流れ水の銀とは、銀次の二つ名。水も滴したたるいい男の言い換えのようなものだ。確かにこんな姿を口く説どいた女達には見せられないだろう。

「で、なんだい？　この姿は？」

　大方の予想はついているが、銀次が七之助に訊きけば。

「囮おとり。その姿で今夜、街を歩いてもらう」

　予想は大当たりだ。

「こんな大男の振り袖姿。歩いたって、拐かどわかしが引っかかるとは思えないが」

「そこは夜よ目め遠とお目めでなんとかごまかせるだろうさ。物ものの怪けなんだからな」

　七之助は、さっそく次の犠ぎ牲せい者しやである三さん太たの首根っこ捕つかまえて、白おし粉ろいを塗りたくりながら答える。

「まあ、最終手段には違いない。囮がバレたらもう二度と使えない手だ」

　第二の犠牲者である三太を仕上げて七之助は言う。お紺とお小夜の手によって、四よん太たと五ご太たを捕まえて、同じような白塗りに、六ろく太たも犠牲者となったのは言うまでもない。

　ちなみに七之助の第三の犠牲者は、黒くろ衣ごの不知火しらぬいだった。陽炎かげろうはいつの間にやら姿を消していた。……と思ったら、いつの間にか振り袖をまとっていた。後ろ姿は立りつ派ぱな娘だが、その島田髷まげの前に、黒衣頭ず巾きん同様、黒い幕が垂たれていて顔を隠かくしていた。

「うん、まあ、お前はそれでいいか……」

　七之助がうなずく。それほど顔を見せたくなけりゃしょうがない。ちっとは見たくもあったのだが……。

「七之助、俺は？」

　そこにちょこちょことやってきたのは吾ご郎ろうだ。不知火の姿を見て「うわ～化け物みてぇだな」と元々物の怪なのに、そんなことを言いながら。

「まめ吾郎じゃ、ちっさ過すぎて囮にはならないねぇ」

「いやだ、やる！」

　七之助が銀の煙管きせるをぷか～とふかして言えば、不知火のことを化ばけ物と言ったクセに、ムキになった丸い大きな目が見上げてくる。頭の上の耳はピンと立ち、くるりと巻まいた尻尾しつぽもりりしく、なんというか、そうとう張り切っているようにも見えるが。

「女装だよ。男らしくないぞ」

　そう言えばひるむと思っていた。小さくても、この犬いぬ神がみは男であることに自じ負ふを持っている。

「いや、みんなしてるのだから、俺もやる！」

「だからなんでそんなにムキになってる」

「ムキじゃない！　だって、みんな七之助に触ってもらったんだろう！」

「…………」

　男の子らしく太い眉まゆをきりりとあげて吾郎が言う。それに七之助は軽く目を見開いた。

「……なるほど、男らしい理由だわ」

　ようするに焼やき餅もちだ。このわんころが、一いつ丁ちよう前まえに嫉しつ妬とをしているのだ。七之助が他の男に触ふれたからと。

「よしよし、そしたらお前もいじってやろうかね」

「まかせる！」

　生なま意い気きにも胸むねを張る姿に、「亭てい主しゆ関かん白ぱくはまだ早いよ」と頭をぺしりとはたいてやり、そうして七之助は己おのれの膝ひざへと吾郎を抱き上げて、鏡きよう台だいに向き合う。

「おいおい、姐ねえさん。俺達のときとは随ずい分ぶんと扱いが違わねぇか？」と銀次……もとい、今は〝お銀〟がぼやくのに「素す直なおな良い子にはご褒ほう美びだ」と七之助は答えて、鏡を見つめる。

「ふむ、ふぅーむ」

　吾郎のふっくらした頰ほおを白い指でくるむようにつかんで、七之助は鏡を見る。横を向かせたり、斜ななめを向かせたり、見けん聞ぶんすることしきり。

「素そ材ざい自体はよく見るといいんだよねぇ」

　子供らしいふっくらとした感じとか、赤いほっぺとか、だいたいこの年頃に男の子や女の子の差はあまりないわけで、可愛らしい子供というのはそのまま、可愛らしい少女ともなる。

「日焼けしてるけど、肌はだは綺き麗れいだし、白粉塗るのももったいないからこれで十分」

　ハマグリの貝かい殻がらから紅べにを取り、薬指でちょいちょいと付けてやる。

「これだけか？」

　吾郎は不満げである。確かに他の野や郎ろうどもには白粉塗りたくったりした訳だから、ちょんちょんと薬指が触れただけでは物足りないのだろう。

「じゃあ、オマケだよ」

　ちゅっとそのほっぺたに口づけてやれば、みるみる吾郎が赤くなった。

「うん、これなら頰紅はいらないな。ちいっとばっかし赤すぎだけど」

「……だから、なんでそう俺らと扱い違うんだ！」

　その様よう子すを見ていた銀次がぼやく。

「だいたい、女装なんてしなくたって俺等はなぁ！」

　言い様、どろんと煙けむりが出て、煙が晴はれたそのあとには、妙みよう齢れいの娘の姿があった。ただし、垂たれ目めだが。

「ああ、兄さん、その手がありましたね」

「その手もなにもあるか。俺達ゃ、もともと狸だ」

　三太の言葉に銀……もとい、美しく化けたお銀が答え、それに倣ならうように弟達もどろんと化ける。先ほどの化け物のような女装とは正反対の美しき娘達。ただし、くどいようだが全員垂れ目である……。

「ああ、その手があった！」と、不知火もどろんと娘の姿に化けた。こちらは垂れ目ではないが、ただし顔の造ぞう作さをよく見れば美人という程度。

　もともと、ある程度力のある物の怪というのは、男にも女にも化けられるものなのだ。それにみんな気付いたことに七之助は「もう少し楽しませてくれてもよかったのに」と舌打ちをする。

　ここにいる誰より力があるのに、完全な女に化けられないのは……。

「なんだよ、自分が足りないからって意い趣しゆ返がえしかよ」

「誰が二本足りないって！　このお銀、こりゃあああ!!」

「言ってねえって！」

　ものもふ座に何度目かの、狐きつねと狸たぬきの大戦争が勃ぼつ発ぱつしたのは言うまでもない。
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　その夜のこと。

　女に化けたものもふ座の役者達は、ヱえ都どの闇やみへと散った。

　みな〝お守り〟を持ってだ。

　物の怪同士はお互いの〝気配〟がわかる。人に化けていても見抜くことが出来るが、裏将軍が出す〝お守り〟を身につけることで気配を断つことが出来るのだ。このような探索のときには有用だが、悪用を避けるために一夜限りのものだった。

　そして、こちらは囮になるとは思えないが、吾郎も張り切って夜回りへと出かけた。七之助が見立ててやった、赤い子供の振り袖を着てだ。

「七之助、行ってくる!!」

「ああ、気をつけて……つうか、そんな大おお股またで歩くな！　腕うでも振るな！　着き崩くずれる！」

　夜の街を歩き回るだけだから、人目もない。ただし、振り袖をどろんこにしたら衣い装しよう係が泣くぞ……と、内心でつぶやいて、七之助は吾郎の元気な後ろ姿を見送り、

「さて、私も行くかねぇ」

　そう言って、反対方向に歩き出した。







　とはいえ、七之助の身体からだは男のままだ。尻尾を取られているために身体は娘にはなれない。

　しかし、それはそれ。薄うす紫むらさきの振り袖をまとい、亜あ麻ま色いろの髪に赤い唇も艶あでやか、肩をぐっと落とせば立派な娘の完成だ。さきほどの吾郎の大股歩きとはまったく対照的に、楚そ々そとして歩く姿は、まさしく白しら百ゆ合りの花のごとく。

　ときたますれ違う……男達、どころか女達まで振り返る。

「あら、お絹きぬちゃんじゃないか」

「え？」

　そんな自分に見惚れていた娘に七之助は声を掛かけた。「私だよ、私」と持っていた提ちよう灯ちんの明かりを顔にかざせば。

「七之助さん？」

「そう、ご贔屓ひいきからの帰りでね」

「だから、こんな格かつ好こう」と微笑ほほえむ七之助にお絹は顔を赤らめる。

「お絹ちゃんはお店の帰りかい？」

　彼女は七之助と吾郎がよく通う茶屋の看かん板ばん娘だった。団だん子ごもうまいが、娘も可愛いと評判の。

「はい、片付けに遅くなっちゃって」

「もう暗いし、最近は物ぶつ騒そうだからね。お家まで送るよ」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　七之助はお絹と肩を並べて歩き出した。

　しかし、七之助は知らなかったのだ。

　最近、お上かみとの関係がぎくしゃくしていることで届くのが遅れがちの、今け朝さの報告書。

　その中の一行。

　茶屋の看板娘お絹、昨夜から行方ゆくえ不明。

　そう書かれていたことを。
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「すみません、ここで待っていてくれますか？」

「ああ、いいよ」

　神社の前、お絹が足を止めて言った。病気の母親のために、朝晩、お参まいりしているのだという。

　家と家との間、鎮ちん守じゆの小さな森というより林に囲まれた小さな神社だ。

　石の鳥とり居いの前で七之助は待つ。

　神社というのは聖せい域いきだ。寺もしかりなのだが……どうしても、物の怪には苦手な場所になる。こういう人の祈りが集まる信しん仰こう厚い場所は特に。

　七之助ほどの大物となれば、中に入ったところで差さし障さわりはないのだが、それでも自分が立ち入ることで、神の機き嫌げんを損そこねてもまずい。お絹の小さな祈りが聞き届けられないのはもっとよくないだろう。

「…………」

　しかし、首の後ろがちりちりするのに顔をしかめる。これは神社の中にいる者の敵意か……そりゃまあ、鳥居の前をうろつくだけでも気に入らないだろうが、お絹ちゃんのために勘かん弁べんしてくれよ……と思う。

　それと同時に気付く。神社の鳥居に刻きざまれた家か紋もんに。

　────なるほど、ここはショウモンコウに連つらなる神社なのか。

　古こ来らいから火ひ之の元もとの国くには、大きな災わざわいをもたらす怨おん霊りようを神として祀まつってきた。そうすることで、怨霊を鎮しずめて強力な神とするのだ。

　しかし、ショウモンコウは未いまだ……。




　きゃあああああああああああああっ!!




「お絹ちゃん!?」

　その悲ひ鳴めいに、七之助は鳥居の中に足を踏ふみ入れた。ぶわり……と次の瞬しゆん間かん、空気が変わったことを感じながら。

　総そう身しんが粟あわ立だつような感触。神しん域いきに入った証しよう拠こだ。いや……これは神域というよりも、真逆。

「七之助さん！」

　お絹は両手、両足を蜘く蛛もの糸に捕らえられ宙ちゆうづりにされていた。七之助は駆かけつけながら、振り袖の懐ふところから懐かい剣けんを取り出す。

「お絹ちゃん！　動かないで！」

「食くらえ！」と懐剣を一振りすれば、鋭するどい風の刃やいばが四方にとんで、蜘蛛の糸を断ち切る。宙に浮かんでいたお絹が落ちてきたのを、七之助は両手で受け止めた。

「怪け我がは？」

「ありません」

　確かに目立った傷はないな……と確認して、七之助はお絹を降ろして、その背にかばう。

「ふふふ……そうやって寄り添そっていると姉妹のようだな。ただし、片一方は男のうえに狐だが」

「娘達の拐かしの下げ手しゆ人にんはやっぱりお前か、蜘蛛」

　蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もんの正体である五本足の巨大な蜘蛛が、七之助の前にいた。小さな社やしろに張り付くように、まるでお参りにきた娘をその蜘蛛の巣で絡からめ捕るように……。

「なるほど、てめぇの居場所がわからないはずだ。神社の中とはな……」

　物の怪の鼻も、この神域では利きかなくなる。そこに身を潜ひそめられてはわからない。

　だが……。

「どうして、ショウモンコウの神域の中に入れた？　物の怪ならば、逆に排はい除じよされるはずだぞ」

　神域に入れば物の怪の気配は断たれ、同じ物の怪でも気を探ることはできなくなる。

　だが、物の怪が長時間神域に身を潜めていることは難しい。そこの〝神〟が物の怪の存在を快こころよく思わないからだ。しかし、この蜘蛛は神域に留とどまり続け、こうして娘達を狩り続けていた。

　まさか……。

「お前、ここの主ぬしと繫つながって……」

　もはや、その名を口にするのも七之助にして恐おそろしかった。火之元最大級の怨霊など、そんな。

「骨を見つけたんだよ。それが、ちっぽけな蜘蛛だった俺のはじまりだった」

　どこか昔を懐なつかしむような蜘蛛切仁左衛門の言葉。

　それと同時に、七之助の背中に衝しよう撃げきが襲う。どすん……！　と、背中にちかい脇わき腹ばらに焼けたような感覚。

「お絹ちゃん？」
















　そこには虚うつろな瞳ひとみをしたお絹がいた。七之助に突き刺した、匕あい首くちを握にぎりしめたまま、なおもぐいぐいとその身体にめり込ませようとする。

「お絹ちゃん、危ないよ。ね？」

　これぐらいの傷ならなんともない……と七之助は判断する。お絹の血まみれの手を握りしめ、押し返し匕首を引き抜く。ぽたぽたとこぼれる血と、すうっ……と沈み込んでいく意識にしまった！　と七之助は思う。

「てめぇ、なに仕し込こんだ！　蜘蛛！」

　振り返り、引き抜いた匕首を仁左衛門に投げようとするが、その手を後ろから押さえられた。七之助の腕を縋すがるように抱えるお絹だ。

「その娘を操あやつって刺されるぐらいじゃ、てめぇは倒れねぇだろう、狐？　匕首にたっぷり、この蜘蛛特製の毒どく薬やくを塗り込んでおいたからな、そのまま沈んでいな」

　その蜘蛛の言葉を耳にしたのを最後に、七之助は意識を失った。
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「……七之助？」

　夜の街を、歩いていた吾郎はくるりと振り返りその名を呼んだ。

「…………」

　くんと鼻先で匂においをかいでみる。なんの匂いもしない。しいて言うなら夜の香かおりだ。

　でも、七之助になにか起こった。これだけはわかる。

　たたっと走り始めた。振り袖の裾すそをまくり上げて、こんな走り方、きっと七之助は怒るだろうけど今は走らなきゃと思う。

　カンの向くままに走り続けて、気になった小さな神社の中に入る。しかし、そこは既すでに神域ではなかった。それは吾郎の鼻にもわかる〝生なま臭ぐささ〟だった。

「七之助？」

　再び呼びかける。返事が無いのは当然わかっている。夜目が利く物の怪の目には、暗闇の中でも、この神社の境けい内だいに誰もいないことは一目でわかった。竹たけ藪やぶと木々に囲まれた鎮守の森。石いし畳だたみの短い参さん道どうに、小さな社。

　だけど、ここに七之助はいた。確かに彼の匂いがするのだ。それと、もっと嫌いやな匂いも。

「…………」

　石畳に小さなしみを見つけた。顔を近づけて匂いをかぐまでもなく、これは七之助の血だった。それに、この嫌な腐くさった匂いは毒。

　かすかな匂いをたどって吾郎がたどり着いたのは社の前。人間が一人入れるかどうかの小さな物だ。その格こう子しの扉の前には、さびて色あせた錠じよう前まえも掛かかっている。

　人の手ならばこじ開けるのに一ひと苦く労ろうかもしれない。道具を使えば簡かん単たん。物の怪の馬ば鹿か力ぢからなら、もっと簡単ではあるが開いたところでこのほこらの中は空からっぽだろう。あるのは穢けがれた札ふだが一枚か。

　人の目や、ごく普通の物の怪の目に映るのはその光こう景けいだろうが。

「道を開けろ」

　吾郎は静かに社に向かって告げた。

「我われは犬神、大神の血を引くものぞ。白はく銀ぎんの天てん狐こまでの道を示しめせ」

　その言葉に社の錠前がはじき飛び、その扉がゆっくりと開く。

　見えたのは小さな社の中でなく、岩いわ壁かべの洞どう窟くつだ。

　吾郎は迷うことなく神社の扉の中に足を踏み入れた。

　そのとたんに、ぱたりと神社の扉が閉まった。
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　どことも知れない、広い穴あな蔵ぐらの中。中央では高い天てん井じようまで届くようなかがり火が赤々と焚たかれ、そこに白しら絹ぎぬに緋ひ袴ばかまをまとった若い娘達が、半はん狂きよう乱らんの身体で踊おどり狂くるっている。胸むな元もとがはだけ、緋袴の太ももさえ見えるようなはしたない姿になって。

　壇だん上じようでそれを見ていた蜘蛛切仁左衛門の手がぴくりと動いた。

「どうかなさいましたか？　主様」

　声をあげた蜘蛛を、彼の杯さかずきに酒をそそごうとしていたお絹が見上げる。その瞳には光がなく、操られていることがわかる。

「いや、なんでもない。小物よ、おおかた鼠ねずみでも引っかかったのだろう？」

「その油断が命取りになることもある。蟻ありの一穴で崩れる堤てい防ぼうのようにな」

「その状態でよく減へらず口が叩ける。貴様のほうが暢のん気きなものだ」

　七之助は土の天井から吊つるされていた。その身体は蜘蛛の糸でぐるぐると巻かれて、身動き一つとれない。

　まとう衣ころもは薄紫の振り袖そでのまま、しかしその髪は銀ぎん髪ぱつ、同じ色の耳も尻尾も出て、縛しばられた姿は……と大変、色っぽいとも言えた。

　さらに言えば、下で焚かれている炎にちりちりとあぶられている状態だ。このままでは、見事に七しち尾びの化け狐の丸焼きが出来上がるだろう。

　炎にあぶられながら、しかし、余裕の顔で七之助は踊り狂う娘達を見つめる。それは洗せん練れんされた神み子こ踊おどりではなく、原始的なものだ。その昔、岩戸の奥に隠れた神を呼び起こすために女神が裸ら身しんで踊ったがごとく。

　ならば、このかがり火の下に呼び出されるべき荒ぶる神は……。

「……これっぽっちの数の娘で、呼び出せると思っているのか？」

「数はいずれ増やすさ。時間かけて、ゆっくりとな」

「その前にここが見つかるぞ」

「見つかる前に扉は開く。切っ掛けはほんの些さ細さいなことでいい。そうさな、娘を百人、死人は千人か？」

「…………」

　その言葉に七之助は目を見開く。娘百人、死人千人はたいした数ではあるが、八はつ百ぴやく夜や蝶ちようのヱ都では実のところたいした数ではない。

〝ほんの些細な事故や災さい害がい〟、たとえば、大きな建物が崩れた、水害で橋が落ちた、そして町一つ焼くような火事。そんなことで千人など軽く死ぬのだ。

　疫えき病びようでもいいだろう。

　だけど、〝そんな数〟であれが蘇よみがえるのか？

　七之助の考えがわかったのだろう。仁左衛門はニヤリと笑う。

「このヱ都が開かれて百年はたったよな？　その前には戦国、この板ばん東どうの地にだって、戦いくさで殺された者達の怨えん嗟さの声は響き渡ったぞ。

　そもそもここに首が落ちて何年だ？　何百年もたっているだろう？

　いくら歳月をかけたところで、あれはいまだ荒ぶる魂たましいのままだ。今にも、身体を求めて亰きようへと旅立ちたがっている！」

　そこまで仁左衛門が叫さけんだところで、シュッと七之助に向かって何かが飛んできた。蜘蛛の糸が切られて、七之助はそのまま炎に向かい真っ逆さまに堕おちる！　と思ったが。

「わ～この馬鹿！　俺を黒くろ焦こげにする気か！」

　叫んだところで、糸を嚙かみ切った小さな姿が土つち壁かべを蹴けってこちらに飛んでくる。その姿は、炎のような赤毛の仔こ犬いぬ。

　吾郎だ。

　ドンと体当たりして、七之助の身体を突き飛ばし、自分も一緒に落下する。

「いてて……全く乱らん暴ぼうな降ろし方をするんじゃないよ」

「ごめん～七之助」

　聞こえる声が、自分の身体の下から聞こえて、七之助はぎょっとする。まだ蜘蛛の糸にぐるぐるに縛られたままの身体で転がれば、そこには地面に四つ足を投げ出して這はいつくばった仔犬の姿がある。

「こら馬鹿！　デカくなって早く糸を切れ！」

「わかった！」

　仔犬の姿はたちまち炎に包まれ、巨大な狼おおかみの姿になると、それが人の形をとって犬神十とう十じゆう朗ろうの姿となった。

「……今度の舞ぶ台たい衣い装しように使いたいね……それ」

　上半身は諸もろ肌はだ脱ぬいだ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの偉い丈じよう夫ふの姿。その下半身は派手な朱しゆ色いろの金きん襴らんの着物に覆おおわれていた。吾郎のときに着ていた子供の振り袖の名残なごりだろう。物の怪ならば、自分のまとう衣など自由に作り出せるから、それを元にしたのだろうが。

　肌を晒さらした美び丈じよう夫ふの姿に、申し訳程度にまとうのが女物の着物というのはなかなかにイケナイ感じがしていい。

「糸を斬れ！」

「おう！」

　しかし、そんなことを考えている場合ではないと、七之助が叫べば、十十朗が宙から取り出した大おお太だ刀ちで、すぱんと身体を戒いましめる糸を切った。

「これで終わりだと思っているのか？」

　仁左衛門の笑う声。それと同時に、斬られて宙に舞まった糸が七之助の腕や足、全身ににまとわりつく。

「なんだこりゃあ！」

　抵てい抗こうしようにも、ぐいぐいと手足を引っぱられ、ままならない。それはまるで操り人形のようだ。

「はは！　自由にならんだろう！」

　仁左衛門はさらに笑い、壇上から刀を二振り放り投げる。その意思はないのに、七之助の白い手がそれをつかむ。そして、目の前の十十朗に斬りかかった。十十朗が大太刀で、その二本の刀を受ける。

「こんな糸ぐらい！」

　七之助はまず片腕の糸を振り払い刀を投げ捨すてたが、もう片方がまた十十朗に斬りかかっている。それをさらりと十十朗が避よけたのに、ホッと息を吐いて、さらにもう片方の呪じゆ縛ばくも解とこうとしたが……。

「動くな！　この娘がどうなってもいいのか？」

　その言葉に振り返れば、壇上でお絹が仁左衛門にその白い首を絞しめられていた。意思のない瞳は無抵抗のまま、蜘蛛の太い手は簡単に娘の首をへし折るだろう。

「っ……！」

　七之助が抵抗を止めると、仁左衛門は「それでいい」と笑い、自由になっていた腕も再び蜘蛛の糸で捕らえる。その手が勝手に刀を握り、十十朗に向かって振りかぶるのを七之助はぎりりと唇を嚙みしめて見る。

「そら、お互いに殺し合え！　七尾の狐と犬神との対決だ。これは見物だな」

　ガハハ！　と仁左衛門が笑う。

「お前達には絶対仕返しをしてやると思っていたんだ！　この俺の足を切った上に、あんな穴蔵に押し込めやがって！　せいぜい、十分に血を流して苦しんで、殺し合って俺の酒の肴さかなになるんだな！」

　調子に乗った蜘蛛は酒をあおり笑い続ける。

なるほど、それで娘の一人を囮にして七之助を捕らえれば、十十朗もやってくると思ったか。それは当たりだ。しかし。

　────舐なめるなよ、この蜘蛛。

　いまだってその気になれば、こんな蜘蛛の糸などぶち切れるのだ。蜘蛛の糸でぐるぐるにされていたときだって、本気になれば一人でも抜け出せた。そうしなかったのは、毒にやられた身体をまず回復させるのを優先させていたためだ。

　────せいぜい、今は調子に乗ってりゃいい。

　七之助の剣を再び受けた十十朗に、身体に食い込む糸にかまわず、七之助は顔を寄せて耳打ちをする。

「あの娘達をなんとか〝飛ばす〟。その間、お前は時間をかせげ」

「わかった」

　七之助は諦あきらめたように身体の力を抜いた。あの蜘蛛の思い通りになるのはシャクだが、集中力を高めるためには抵抗してる余力はない。

　────くそっ！　九きゆう尾びなら余裕なんだが、あのクソガキめ！

「あはは！　狐の野郎諦めやがったか！　犬神の野郎も、少しでもおかしなことしたら、この娘の首へし折るからな！　せいぜい、ギリギリまで逃にげ回るこった！」

　蜘蛛が楽しそうにぎゃはぎゃは笑っている。この程度で自分達を思い通りにしているつもりなら、だから、貴様は蜘蛛なんだ！　と七之助は毒づく。

　その間にも、踊り狂う娘達の間に己の気を巡めぐらせる。それは蜘蛛に気づかれないように、蜘蛛よりも細く軽かろやかに、その間を縫ぬって彼女達を絡め捕る。

　それは、蜘蛛のそばにいるお絹にも。

「なんだぁ、避けるばかりで楽しくねぇなあ。こいつ、殺しちまうぞ！」

　自分が操る七之助の剣をひらりひらりとかわす十十朗に、仁左衛門が舌打ちしてお絹の細い首にかけた手に力を込める。娘がこほり……と苦しい息を吐はく。

　それに七之助も気を取られたが、十十朗の動きも止まり、血しぶきがあがる。

「っ！」

　七之助の白い手に握られた剣が、十十朗の肩に食い込んでいた。その食い込む剣を、十十朗の手が握り押し返す。刃を握るその手も当然、己の血に真まっ赤かに濡ぬれていた。

「な、なにしてる！　この馬鹿！」

「集中しろ七之助。奴やつはこっちに気を取られてる」

「っ！」

　痛みなどまるで感じていないというように、十十朗が低い声で答える。中身は子供のくせに、こういうときの肝きもの据すわりっぷりだけは立派に漢おとこでなんだか腹が立つ。

　二人の様子に、会話など聞こえてないのだろう。壇上の仁左衛門が「いいぞ！　いいぞ！」と芝しば居い見物にはしゃぐ観客のように声をあげている。あんな無ぶ粋すいな駆け声をする客、本当の芝居小屋にいたらつまみ出しているところだ。

　────あいつにも、そろそろご退場いただかないとな！

「いつまでも高みの見物を決め込んでいるんじゃないぞ！」

　七之助は渾こん身しんの力を込めて、蜘蛛の糸を引きちぎる。「このっ！」と逆上した仁左衛門がお絹の首に指を食い込ませる前に、白い指が印いんを結んだ。

「なにっ！」

　娘達が踊り狂っていた地面に、赤い五ご芒ぼう星せいが結ばれる。それが光ったとたんに娘達の姿は消えていた。

　仁左衛門の手にあった娘の姿もだ。

　七之助が安全な場所に〝飛ばした〟のだ。

「行けっ！　猪いのしし武む者しや！」

　十十朗が七之助の叫びを背に受けて、仁左衛門に向けて駆ける。仁左衛門はとっさに大蜘蛛の姿を取り、大量の糸を十十朗に向かい吐き出した。

　だが、炎をまとった犬神の姿に触れる前に糸は燃え溶け、そして、振り上げた大太刀が大蜘蛛の身体をその下にある壇ごと真まっ二ぷたつにした。
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「十とう十じゆう朗ろう、この馬ば鹿か！」

　壇だんごと叩たたき斬きられたその蜘く蛛もには目もくれず、七しち之の助すけは振り返った十十朗に駆かけ寄った。抱だきつき、今も血を滴したたらせる肩かたの傷口に口づけ、ぺろりと舐なめる。

　獣けものは傷を舐め合って治すもの。しかし、七之助は今は七しち尾び、元は九きゆう尾びの高位であるからして、これはかなりなりふり構わずの非常の時と言えたが。

「あの刀に毒が使われていたら、どうする？」

　七之助がお絹きぬに刺さされていた時のようにだ。舌したで感じた血に、毒の嫌いやな感じはしないことにホッとしながら。

「七之助はどうなんだ？」

　十十朗のほうも、七之助の脇腹にある赤あか黒ぐろいしみに気づいていたらしい。着ている薄うす紫むらさきの振り袖そでの上から七之助はちらりと見て。

「もう血も止まってるし、解げ毒どくも済んでいるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　高位の物ものの怪けとなれば、たいがいの毒で死ぬことはない。九尾だったらそもそも、刺されたところでたいしたことはなかっただろう。

　本当に忌いま々いましいのはあのガキだ……七之助が毒づいたところで、十十朗が七之助の細い肩に手を掛かけた。

「毒を食くらったのか!?　傷口見せてみろ！」

「わ！　だからもう平気だって言ってるだろう！　この馬鹿犬！」

　ぐいと着物の袷あわせを広げ、身を屈かがめて傷口舐めようとする、本当に馬鹿犬の赤毛の頭をひっぱたいた。

　そして、視界の隅すみに小さな何かが動くのを見つけた。

　それは小さな蜘蛛だった。力を失った蜘く蛛も切きり仁に左ざ衛え門もんの本体。

　細い糸を伸のばし、するすると向かった先は踊おどる娘むすめ達がいなくなったかがり火。そこに蜘蛛は飛びこもうとしていた。

「よせ！」と七之助が叫さけぶのと、蜘蛛が炎に身を投じるのは同時。

　ちっぽけな蟲むしの身体からだは炎にあぶられて消えた。

　それだけだった。

　しばらくは何も変化がない静けさが満ちる。

　しかし、七之助はその七尾の尻尾しつぽを揺ゆらめかせ、十十朗は大おお太た刀ちを握にぎりしめて炎を見つめ続けている。

　彼らの耳にははっきり聞こえたのだ。

　仁左衛門の最期の声が。

『処女をとめも人の魂たましいも捧げることは出来ず、代わりに我わが魂を……』

　本来、物ものの怪けの魂は不ふ滅めつだ。どんな小さな妖よう怪かいであっても、その魂と肉体は人以上の力を持つ。小さなものなら百人と代わりない。

　そして、あんなちっぽけな姿になったとしても、大蜘蛛まで成長した仁左衛門ならば……おそらく。

　千人。

　たった千人ぽっちで、荒あら御み霊たまが復活するとは思えない。

　だが、あの蜘蛛は言っていた。

　怨おん霊りようが封ふうじられて数百年。確かに火ひ之の元もとのどの土地にも戦いくさはあり、炎で土地は焼かれ、人は死に、その怨えん嗟さの声は血に満ちた。

　戦国の時代だけでなく、その前も……。

　百年たったこのヱえ都どにおいても血は流され、不浄の魂が集つどう地はある。人が大勢住めば住むほど、それは当然のこと。

　亰きようの都みやこは羅ら城じよう門もん。都のはずれにはあだし野と呼ばれる場所がある。

　新しき都であるヱ都にも当然、不浄の場所があった。都からはじき出された者達が最期を迎える地として、刑場であることをいいことに無む縁えん仏ぼとけが投げ込まれるとも聞いた。ときには、まだ生きてる瀕ひん死しの重病人さえ。

　その名は……。







「来るよ」

「ああ」

　七之助の言葉に十十朗が飛び出す。それに七之助はぎょっとした。

「この考え無しのバカ猫！」

　炎は天てん井じよう高く燃え上がり、地の底が割れてそれが飛び出してくる。

　黒い巨大な固まりに十十朗は大剣を突き立てようとした。しかし、見えない壁かべに阻はばまれるようにはじき飛ばされる。

「十十朗！」

　七之助がその身体を宙ちゆうで受け止めようとするが、自分より縦も横もある身体だ。受け止めきれなくて壁に激げき突とつしかけるが、くるりと瞬しゆん間かん、体勢を入れ替えられて、十十朗が七之助を抱きしめる形で壁にぶつかる。十十朗の形そのままに、壁にめり込むほど激しく。

「ぐっ……！」

「この馬鹿！　様よう子すも見ないで突っかかる馬鹿がいるか！」

　抱きしめられたまま、十十朗に癒いやしの気を送ろうとすれば。

「いい」

　と身体を離された。なぜ？　という顔を七之助がすれば。

「ぎりぎりだろう？　七之助も」

　そう言われる。確かに、七尾であれだけの数の娘達を吹っ飛ばしたのだ。妖よう力りよくの消しよう耗もうは激しい。

　ましてこれから戦う相手は……。

「それを言うならお前もそうだろう？　十十朗」

　そろそろ十十朗が十十朗で居られるのも限界のはずだ。それを気力で保もたせている。

　今、戦うべき相手のために。

「……初めて俺の剣がはじき飛ばされた」

　口調だけは子供に戻って、ふてくされたように言う犬いぬ神がみに七之助は苦笑する。

　その間にも黒い霧きりに包まれていた相手が巨大な本体を現す。

　大きな頭ず蓋がい骨こつ。それに蛇へびのような触しよく手しゆをまとったその姿。すべてが、まがまがしい闇やみの瘴しよう気きに包まれている。ぽっかり空いた頭蓋の目の部分にともるのは、妖あやしく蒼あおい炎。

「なるほど、本当に首だけ」

　七之助は、地面に投げ出されていた二つの刀をふわりと浮かせて、両手に取った。十十朗もまた壁にぶち当たったときに地面に落ちた大剣を拾い上げる。

　数百年ぶりに現れたその姿はもはや人の首ではなく、異い形ぎようの存在となったことを知らしめる。何百年もの間、神として祀まつられながら、とうとう神となることは出来なかった怨霊。いや、数百年前と変わらず、その恨うらみを持ち続けられたことはたいしたものだ。

「いや、野望って奴やつか。そんなに新しん皇のうに今もなりたいか！」

　恨みならば薄れもしよう。人の祈りを受けていれば、いつしか薄れもしよう。

　だが、野望はどうなのだろうか？　それはこの怨霊の魂の中に燃え続け、薄れはしなかったのだ。己おのれの骨の欠片かけらを拾った可か愛わいそうな蜘蛛を、邪じや悪あくな化ばけ物とし、己の復活の贄にえとするほどに。

「だが、お前の野望はここで潰ついえる。俺がお前を世には出しもしない、ショウモンコウ」

　怖い物知らずの犬神が、七之助さえ口に出すのが恐おそろしい名を、さらりと口にする。巨大な髑髏どくろ、ショウモンコウの首の化け身しん。その黒い穴の目にともった蒼い炎がますます大きくなったように見えた。

「格かつ好こう付けて言った限りは、きちんとあのデカ物、ぶっ倒せよ！」

「七之助もな」

「おう、滅めつ多たに見せない全力だ！」

　七尾になっても元九尾。こんなに追い詰つめられたことはない。十十朗とて同じだろう。もっとも、こっちは十歳のガキではあるが、それでも天下御ご免めんの犬神様だ。

「「行くぞ!!」」

　と二つの声が重なる。地を蹴けった七尾と犬神は、巨大な髑髏にその剣を構えて向かっていった。







　空中に浮かんだ髑髏は、宙を飛んで近づく二人にむかって、まとっている触手を飛ばした。触手は黒い蛇くちなわとなって二人に襲おそい掛かる。

「ちっ！」

　七之助は舌打ちをして、その手から白い蝶ちようを飛ばす。だが、黒蛇の勢いが強い。こちらも蝶を次から次へと出すものの、蛇に触ふれたとたん砕くだけ散るのでは、娘達を飛ばしてなけなしになった呪じゆ力りよくを消耗しているのと一緒だ。

　十十朗を見れば、彼は炎をまとい蛇をはじいていた。あいつの炎は便べん利りでいいよな……と思うも、素早さは七之助のほうが上だ。

　いち早く、蛇の壁を突破して髑髏へと到達する。二つの刀に呪力をみなぎらせて、振り下ろした。が、二つの刀はたやすく、骨の表面ではじき飛ばされた。

　────硬い！

　呪力で補強しても突破出来るものではないと、七之助は瞬間的に悟さとる。これを破やぶるのは鬼おにか荒あら神がみか、問答無用の剛ごう力りきを誇ほこるものでないと。

　そこに遅れてやってきた十十朗が大剣を振り下ろす。それは七之助が攻こう撃げきした箇か所しよと同じ。その頭蓋に傷を付けられなくとも、見えない結けつ界かいは破ったはずだと、七之助にはわかっていた。

　果たして、大剣の触れた場所にピシリと小さなヒビが入る。それに七之助がやった！　と思った瞬間。

「！」

　頭蓋骨の目のくぼみから、ごおっと蒼い炎が渦うずを巻まいて二人に襲い掛かってきた。衝しよう撃げきが二人を襲い、はじき飛ばされた。

　再び壁に叩きつけられる。先ほどと同じく、十十朗が七之助をその身体でかばうようにしてだ。二人ともずるずるとそのまま下に落ちた。

「この馬鹿！　なんで俺が先に飛ばされて、お前が壁に叩きつけられる！」

　振り返った七之助が怒るが、十十朗は「仕方ない」と力なく笑う。何が仕方ないのかわからないが、底なしの体力を誇る犬神も、そうとう疲ひ弊へいしていることがわかた。

　それに、十十朗でいられる限界も近いのだ。

「このっ！」

　七之助は十十朗の肩の傷に再び口づけた。そこから、一気に力を送る。なけなしの残り半分を。

「七之助!?」

　身体にみなぎる力に、七之助が自分に力を分け与えたことを知ったのだろう。十十朗が慌あわてて、七之助の肩に両手を置いて引きはがす。七之助は逆らうことなく顔をあげる。

「お前が行け。悔くやしいけれど、私じゃ、あの忌いま々いましい髑髏をかち割ることも出来ない」

「七之助……」

「いいか、黒蛇は私がなんとかしてやる。あの頭の化け物本体に取りつくまで、一切、力を使うな。一撃にそそぎ込め」

「わかった！」

「私がすっ飛ばされても、今度は構うんじゃない。一瞬でも迷いやがったら、私がお前の首を刎はね飛ばすぞ」

　自分がすっ飛ばされて、どうやって十十朗の首を飛ばすんだ……と我われながら思わないでもなかったが、それでも本気は伝わったのだろう。十十朗は、無言でこくりとうなずいた。

「じゃあ、行くぞ！」

　七之助が先陣をきる。襲い掛かるのは黒蛇の群むれ、だけでなく蒼い炎もだ。それを白い蝶で防ふせぐが、やはり情なさけないことに力が弱い。これだけでは足りないと、刀でもって蛇を切り裂さき、十十朗のための道を作る。

「っ！」

　蝶の結界を突破してきた蛇が、七之助の腕うでに嚙かみついた。とたん牙きばから流れ込んでくる毒……という名の瘴気に、背せ筋すじが粟あわ立だつ。しかし、嚙みついたそれを腕から引きはがしている暇ひまなどない。七之助は力を振り絞って、ありったけの蝶を黒蛇と炎に焚たきつけ、さらに刀を振るって前へと進む。

　永えい劫ごうと思える時間は一瞬のこと。蛇と炎の壁が消えて、髑髏本体が見えた。「十十朗！」と叫んで道を譲ゆずる。

　脇を抜けていった炎の固まり……に見えた犬神は、己が先につけたひび割れに、大剣の切っ先をねじ込むようにした。まさに渾身の一撃。

　白い頭蓋に剣がめり込む。やったか？　と思ったその時だった。

　青白い閃せん光こうが二人を包みこんだ。







「！」

　爆発。遙はるか上へ天井が吹き飛んで、七之助と十十朗は砕けた天井、その残ざん骸がいの土つち塊くれとともに地上へと飛ばされた。地面に転がると同時に、がつがつと飛んで来た岩石がその身体の上に降りつもる。

「やっぱり……ここかよ……」

　がらりと埋うもれた土塊を蹴って、這はい出した七之助が見たのは古こ塚づか原はらの処しよ刑けい場じよう。先日〝偽にせ〟の蜘蛛切仁左衛門の処刑が行われた場所だ。

　罪人達の断だん末まつ魔まの叫びと血を、たんまり吸い込んだ場所だ。確かに怨霊の復活の場にはふさわしい。

　それに古塚の名の通り、ここは野戦場でそのまま墓はかだったのだ。確か〝新皇〟が反乱を起こした、その時にもここは戦いの場となっている。

　その後のいくつかの戦でも。

　何千どころか、何万の人の命を吸い……。

　確かにこのヱ都という土地は、怨霊の復活にふさわしい土地となっていたのだ。

「……こんな大穴。朝になったら、人間どもが大おお騒さわぎだな」

　処刑場に空いた穴を見て七之助はつぶやく。もっとも、無事に朝を迎えられたら……の話だが。

　どす黒い闇を背に、穴あな蔵ぐらからゆっくり浮かび上がってくるのは巨大な髑髏の姿をした怨霊。

　その頭蓋骨、右目の上のほうに小さな穴が見えた。十十朗がつけた剣の傷だ。二人の渾こん身しんの一撃がたったあれだけ……と七之助は苦笑する。

　そして。

「なっ！　まめ吾ご郎ろう！」

　傍かたわらを見た七之助は、土塊の山にぽこりと出た丸い尻尾を見つけた。その尻尾をむんずとつかんで引き抜けば、力を使い果たしたのだろう。小さな仔こ犬いぬの姿に戻った土まみれの吾郎がいた。

「大丈夫……じゃないよな？」

「うん、大丈夫じゃない」

　ぐったりした仔犬をかかえると、それは人間の子供の姿となった。こんな姿でも自分の腕にはずっしり重いことに七之助は苦笑する。七之助もまた妖力だけでなく、身体のほうも相当限界らしい。

「七之助？」

「…………」

　七之助は抱き上げた吾郎を、少し離れたがれきに寄りかかるように座らせた。そして、微笑ほほえむ。

「五千年後にまた会おうか？　まめ吾郎」

「っ！」

　その言葉に吾郎が大きな目をこぼれそうなほど、見開く。普段は子供で馬鹿のクセに、こういう時だけ意味がわかるんじゃないよ……と思いながら。

「ま、死ぬ訳じゃない」

　物の怪は死なない。まして、七尾の狐きつねほどになれば、妖力を使い果たしてその身が保てなくなったとしても、また長い年月をかけて復活する。

　およそ、その年月は五千年というところか。

「死ぬのと同じことだ！」

「死んだら終わりだろうが、私は元の岩になるだけだ。それに生き返る」

　吾郎の悲痛な声に、さらりと答える。そして、今や目線の高さまで浮かび上がった巨大髑髏をにらみつけた。

「ここから出てもらっちゃ困るんだよ。このヱ都を死の街にされちゃあね」

　ここから出た髑髏は、ヱ都の人々を生者死者の区別なく食らうだろう。そして、力を蓄たくわえて今度は亰へと飛ぶ。

　封ふう印いんされているだろう胴どう体たいとくっつけば、この火之元は終わりだ。

　だから、その前に自分の魂こん魄ぱくをぶつけると、七之助は決意した。七尾の狐の命と引き替えにすれば、あの髑髏から大幅に力を削けずることが出来る。

　あとは、あのクソガキの裏うら将しよう軍ぐんでも、出てきて、封印でもなんでもしやがれ！　というところだ。

　魂魄が砕けて散った自分は元の岩に逆戻り、尻尾を生はやした狐の姿になるには、五千年……と軽く言ってみたが、もっとかかるかもしれない。

　それだけのことだ……と七之助は胸むねの中でつぶやく。ただ、少し長く眠るぐらいのこと。

「なら、俺も五千年後に会う」

　後ろから掛けられた声は、少年の甲かん高だかい声ではなく、男のもので七之助は反射的に横を見る。

「十十朗……」

　そこには炎のような色をした赤い髪かみの毛の美び丈じよう夫ふがいた。こんなに連続して、大人おとなの姿になれる訳もないのに。

「お前、まさか魂を削って……」

「七之助、五千年後に会おう」

「…………」

　無茶をして！　と怒ど鳴なりかけて、静かな声で十十朗が言うのに、七之助は一瞬黙だまりこみ、苦笑した。

「犬神と七尾の心中たぁ、どんな絵え草ぞう紙し作家も思いつかない話だな」

　きっと、お前はまだ十年しか生きていないだろうとか、ガキは引っ込んでろとか言っても、この頑がん固こな犬神は聞きはしないのだろう。

「しかも、両方とも雄おす同士じゃ、格好もつかねぇ」

「そういえば、ずっと聞きたかったんだが」

「なんだい？　いまわの際の言葉ぐらい聞き届けてやる」

　といっても、二人とも死ぬわけじゃないが、目覚めるのは五千年後だから伝える相手がいるかどうかわからないけども。

「七之助って雄なのか？　雌めすなのか？」

「…………」

　それがこんな時に聞くことかよ！　と七之助は美しい眉み間けんにしわを寄せた。

　しかし、これでしばらくのお別れ、五千年後の犬神の質問だ。答えてやらねばなるまい。

「五千年後」

「うん」

「お前が決めろ」

「え？」

「お前が決めろと言ったんだ、この犬！　好きなほうになってやる！」

「わかった、七之助！　約束だぞ！」

　ぎゅっと手を骨っぽい男の、大きな手に握られた。男前が台無しの、これはこれで魅み力りよく的てきなガキのまんまの笑顔で。

「くそっ！　お前とお手々繫つないで心中かよ！」

「うん、俺は七之助と心中出来て嬉しい！」

「こんな場面で喜ぶな！　馬鹿犬！」

　なんという決まらない三さん文もん芝しば居いの脚きやく本ほんだろうか？　ニコニコ顔の犬神とお手々つないで連れ立って、浄じよう土どの旅路とは。

「いくぞ！」

「せーの！」

　と、言ったところで。

「まだ死ぬことは許していないぞ！　この下げ郎ろうども！」

　空そらから声が響ひびいた。







　見上げれば、空に浮かぶ牛ぎつ車しやが。従うは武官姿の黒こく衣いの青年二人。義ぎ覚かくに義ぎ玄げんだ。

　牛車の前、めくれあがった御み簾すから顔を出しているのは、白い狩かり衣ぎぬを着た小さな子供の姿。相変わらず顔は布で覆おおわれて見えない。

「……来るのが遅いんじゃないか？　このクソガキ！」

「少し遅れたぐらいで、そこまで追い詰められる貴き様さまらの力りき量りようが知れるというもの」

　七之助が声を掛かければ、裏将軍は相変わらずの冷ややかさで答える。

「へいへい、お前に二ふた尾お取られてなかったら、こんなの楽勝だったよ」

「減へらず口を叩くでない。七尾でなんとかするのが貴様の力量であろうが、この馬ば鹿か狐ぎつね」

「…………」

　一瞬で目を据すわらせた七之助は、十十朗の手をぐいと引いて言う。

「ばっか馬鹿しい。こんなガキ置いて帰ろうか。十十朗」

「ああ、七之助が言うなら」

「馬鹿者！　ここで帰る奴やつがいるか！　義覚、義玄！」

　裏将軍に名を呼ばれて側近の烏からす天てん狗ぐ達が、七之助と十十朗それぞれに投げて寄こしたのは、曲まが玉たまに太刀。

「まったく、早く寄こせっていうの」

　七之助がその曲玉を首にかければ、たちまち幻まぼろしの二尾が現れ、九尾となる。十十朗もまた投げられた太刀をつかんで引き抜くと、その剣は炎の剣となり、彼の顔にも、諸もろ肌はだ脱ぬぎの上半身にもその炎の赤い縁ふち取どりの文様が現れる。

「逃のがしはしない」

　いまにも空に飛び立ちそうだった巨大な髑髏の動きが止まる。空に浮かぶは五ご芒ぼう星せいの赤。七之助の白い指がきった印から放たれた、見えない糸が髑髏の動きを拘こう束そくする。

「さあ、行っておいで、馬鹿犬」

　七之助は十十朗の前に立つと、その精せい悍かんな唇くちびるにそっと口づける。彼の肩の傷はたちまちふさがり、その身体に慈じ愛あいの力が満ちるのが十十朗にもわかる。

「俺は馬鹿犬じゃない」

「じゃあ、十十朗。あの髑髏をぶちのめせ」

　するりと精悍な頰ほおを撫でてやれば、ニカリと子供みたいに笑って飛び出して行った。

　そこでやっと危機感でも感じたのか、自分に向かってくる犬神に髑髏が初めて攻撃をした。周りにまとう蛇達を十十朗に向かって飛ばす。だが、その蛇は彼の身体に絡みつくまえにはじき飛ばされた。犬神の周りにふわりと戯たわむれるように飛ぶのは白い蝶。七之助の化身だ。

　たおやかに舞まうようなその蝶は、しかし、強力な結界だ。もはやなりふり構っていられないのか、飛ばされる蛇に黒い瘴気に、蒼い炎、そのすべてが十十朗に襲いかかるが、それもすべて白い蝶の結界によってはじかれた。

「これで終わりだ！」

　十十朗が大きく飛んで髑髏の頭上、刀を振りかぶった。

　七之助は印を結び呪まじないを唱となえ、胸にある曲玉がふわりと光る。九本となった尻尾は孔く雀じやくの羽のようにその背に広がり、先はくるりと曲まがって曲玉の形に。

　そして、白はく銀ぎんの狐の背後には大きく白い月。今こ宵よいは満月ではないというのに、その夜、銀色に輝く大きな月を見たと人々の口に密ひそやかに語られることとなる。
















　月が照らし出すのは十十朗の掲かかげた太刀。その刀の波は紋もんはまさしく荒ぶる原始の海のごとく、犬神の力を受けて赤く炎のように輝かがやく。

　白き月と赤き海と命を生み出す見事な和合。

　それが死をまき散らす、巨大な髑髏のひたいに飲み込まれた。ぴしりと入った亀き裂れつは太刀がめり込むとともに大きく広がっていく。ひたいだけでなく、鼻に口、あごと割れ広がり、ついにはぱくりと二つに分かれて砕ける。

　とたん、集まっていたこのヱ都中の瘴気。闇そのものの気が拡散していく。ぶわりと上空に広がり、八はつ百ぴやく夜や蝶ちようの街中へと、明け方前のもっとも暗い夜へと吸い込まれ。

「これでいい……」

　砕けた髑髏に、すたんと地に降り立った十十朗の姿を見て七之助はつぶやく。

　闇を無くすことなど出来ない。そこは物の怪達の住すみ処かでもあるからだ。今こ宵よいのように、濃く集まれば災わざわいとなるが、そこに常に薄く漂う程度ならば、我ら闇の眷けん属ぞくのゆりかごとなる。

「ああ……疲れた……」

　そして、七之助はそのまま後ろへとひっくり返った。慌てて十十朗が駆け寄り、手を伸ばしてくる……そこまでの記き憶おくはあったが。

　そこで完全に世界は白く染そまった。
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『七しち之の助すけ、七之助……』

　仔こ犬いぬの泣く声がする。

　まったく、泣き虫だな……と、その小さな仔犬に手を伸のばし抱だきしめれば、のしっと重い。気がつけば犬いぬ神がみの大きな身体からだに抱きしめられていた。

『七之助……』

　声だってもう子供のモノではない。立りつ派ぱな大人おとなの男の声だ。それなのに響ひびきはまるで途方にくれた迷子の子供のよう。七之助は苦笑して、自分に抱きつくその広い背をぽんぽんとあやすように叩たたいてやる。

『私はここにいる、ガキみたいに泣くな。まめ吾ご郎ろう』

　このデカい犬神にまめ吾郎も無いとは思うが、なんとなく今はそう呼びたい。

『八千年後に会うのはやっぱりイヤだ。俺は今すぐ会いたい』

『八千じゃなくて、五千だ』

　こいつは計算も出来ないのか……と思う。

『一万年後もイヤだぞ!!』

『だから、五千！』

『本当にお前、馬ば鹿かだなぁ』と、七之助は笑う。




　そして、目が覚めた。
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「姐ねえさん！」

　お紺こん狐ぎつねとお小さ夜よ狐ぎつねの二匹が、そろえて声をあげる。自分の顔をのぞき込む、女形おやまの狐達に、七之助は一瞬、状じよう況きようがつかめずに混乱した。

「……ありゃ、私は古こ塚づか原はらの処しよ刑けい場じように居たんじゃ」

「そうそう、処刑場に大穴があいて、大おお騒さわぎ！」

「地じ獄ごくの穴がとうとう開いたかって見物人がたくさん！」

　七之助のつぶやきに、二匹の狐は口をそろえて言う。

　げに恐おそろしきは人間様の商しよう魂こんかな。処刑場の周りは、見物人とそれ目当ての屋台で、まるで縁えん日にちのようだという。お上かみも商売気を出して、囲いの中に入って穴の中をのぞくのに特別料金をとっているとか。

「……で、私はどれぐらい眠っていた？」

「三日の間。片時も吾郎ちゃんが離れなくて」

「そう、『七之助が死んじゃう！』って泣いて泣いて」

「…………」

「あげく、五千年だか、一万年後に会うのはイヤだっていう始末で。一体なんでしょうね～」と女形狐二人は袖そで口ぐちを口元にあてて、ホホホ……と笑い、

「では、あたし達みんなに知らせてきますね」

　とぱたぱた去って行った。

　それを見送り、七之助は布ふ団とんをぺらりとめくる。そこにあるのは、ひーふーみー……七本の尻尾しつぽ。

「やっぱり、あのケチ将軍のクソガキ、返してはくれなかったか」

　七之助が気を失ったそのスキに、曲まが玉たまも回収したのだろう。まったく、まだまだこき使う気満々のようだ。

「……よく、寝てやがる」

　そして、七本の尻尾の一本にしがみつくようにして寝ている、吾郎。その赤毛の頭をくしゃりとなでてやり。

「寝直すか」

　布団をかぶって、七之助は再びひっくり返った。

　しかし、そのすぐあとに、七之助が目覚めたということでものもふ座の者達がみんな、七之助の楽がく屋やに詰つめかけた。

　その声に目覚めた吾郎が「七之助！　起きたのか！　起きた！」とさらに大騒ぎ。

「うるせぇ、このまめ吾郎！」

　と、いつものごとく仔犬となった吾郎を七之助が足あし蹴げにするまで……。

　あと少し。
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　あとがきです。

　今回は初の和物？　ということで、和物なんでしょうかね？　これ……。

　和物というより昔懐なつかし時代劇という感じでしょうか？　タイトルも、かの昔大好きだった時代劇がモチーフだったり。




　昔の時代劇は面おも白しろかった。今が面白くないって訳ではないですよ。ただ昔のは、本当に荒こう唐とう無む稽けいって言葉がぴったりなぐらい、とんでもな設定だけどかっこよくて面白い時代劇が多かったんですよ。

　子供ながらに時代劇が大好きだった私は、隻せき眼がんの大だい剣けん豪ごうさんが一本杉の高いところから飛び降りる様に胸きゅんしたり、有名忍者さんがラストでスーハースーハー息を乱しているのを見て、今日も大暴れして、乱みだれる息さえなんて素敵なんだ！　って思っていました。

　一番好きだったのは、桜吹ふ雪ぶきのお奉ぶ行ぎよう様と紫むらさき頭ず巾きんの夫婦コンビ。その後、リメイク版も作られましたが、私はなんといっても初代が一押しです。

　今だと考えられないぐらい、豪華な役者さん使っていたんですよねぇ。とくに紫頭巾が、女優さんが演じているとは思えないほど殺た陣てがうまかった。

　ホントかっこよかったんです。




　もちろん、国民的な諸しよ国こく漫まん遊ゆう時代劇も大好きでしたよ。こちらは夕方の再放送もよく見てました。とくに初回の二時間スペシャルとか、わくわくして見てました。初回って絶対火事か爆破か、その両方があるんですが、初回に火のシーンを入れると視聴率が良いんだと後で聞きました。そういえば、このお話でも火事のシーンを入れてみました。




　白馬に乗った将軍様も、私、あれの初回をリアルタイムで見た記憶があるんですよね……と書くと世代がバレる（笑）。ちなみにあの白馬のシーンは、わりあい地元の海岸で撮とられていたのだと、これも後で知りました。そして、将軍様のチャンバラシーンのテーマは、作業用ＢＧＭに使うと大変はかどると、最近ツイッターで知りました（笑）。




　時代考こう証しようもしっかりした時代物もいいんですが、昔の荒唐無稽なものも見たいなとか思う今日この頃です。




　そして歌か舞ぶ伎き。

　テレビで見たり、役者さんのドキュメンタリーを見たりするのは好きなんですが、実は一度も劇場で見たことがありません。今回の舞台は架か空くうのヱえ都ど時代ってことで、現代の劇場と雰ふん囲い気きは大分違うと思いますが、四国の金こん比ぴ羅らさんなどにある劇場が一番近いんでしょうね。

　そういえば以前、古い劇場の見学をすることがあって、奈な落らくをのぞいてみたことがあります。なるほど、本当に奈落の名の通り深かったです。真っ暗で。ものもふ座の奈落にはすごいものが居そうですが。




　オフィシャルサイトあります。名前は「ぐれ～す」。

　アドレスはhttp://simayuki.net/です。




　最後にこの本をお手にとってくださった皆様に感謝して、次の本でまたお会いしましょう。

















著者

志麻友紀

Yuki Shima




八月生まれの乙女座らしくない、乙女座。

最近のマイブームというより、十年前からマイブームは寝ることです。五分見つけちゃ寝て、気がつけば翌日なんて……。

ああ、今日も寝て過ごしてしまった。

でも至福……。










イラスト

藤未都也

Mitsuya Fuji




大阪出身。東京在住。

イラスト担当させて頂きました。

妖怪・和物と好きな要素がたくさんでとても楽しいです。

まめ吾郎が可愛いですね。

豆柴が飼いたくなりました。










電子版　ビーズログ文庫



大おおヱえ都どものもふ捜そう査さ網もう




傾けい城せい妖よう狐こ之の冷れい徹てつの段だん！













著者／志し麻ま友ゆ紀き

イラスト／藤ふじ未み都つ也や












2013年12月26日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　清水香苗（CoCo.Design）









(c)2013 Yuki SHIMA





本電子書籍はビーズログ文庫『大ヱ都ものもふ捜査網　傾城妖狐之冷徹の段！』（2013年11月27日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）















item/image/p000-00-19-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg
—gmeLaticezn, b0 | bobsEoEREBE.,

AEOHBHRD—A. b | ZOEHRIIROEIN, %

ZW KA B LWR 2B LT E
<y BRI EIERT
w5,






item/image/p000-00-15-1.jpg





item/image/p000-00-9-1.jpg





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-34-2.jpg





item/image/p000-00-34-1.jpg
n® wosmmuses





item/image/p000-00-53-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-27-1.jpg





item/image/p000-00-46-1.jpg





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
!. QF o .'

353
:
;é. -
)

Bm%&%@%ﬁ X
NXNEER -1 PN}
VHREBHAANDFH
W EhnRneh,

DL SEORERD

Y. REMOBF .
ELWHDITFH,





item/image/p000-00-39-1.jpg





item/image/p000-00-39-2.jpg





item/image/p000-00-35-1.jpg





item/image/p000-00-58-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		八百夜蝶の物語



		一幕の内の役者



		傾国狐の昔話



		夢から覚めてみれば……



		後ろの正面だぁれ？



		消えた蜘蛛



		謎の誘拐団



		闇の謁見



		あだ花は華よりも美しく



		ショウモンコウの復活



		末広がりの大団円



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-31-1.jpg





item/image/p000-00-54-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg
D AN






item/image/p000-00-50-2.jpg





item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg
n® mEssms
~





item/image/p000-00-43-1.jpg





item/image/p000-00-20-2.jpg





item/image/p000-00-62-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg





item/image/p000-00-7-1.jpg
RO+ D

B BLERD,
B b= T
q <.






item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-13-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg
n Eeam





item/image/p000-00-32-1.jpg





item/image/p000-00-81-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg
n® wuneoxzz
=





item/image/p000-00-78-2.jpg





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-48-1.jpg
@ moumE





item/image/p000-00-25-1.jpg
@ DROBDIE L
3p





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-40-1.jpg
i A T -





item/image/p000-00-63-1.jpg
5 eussescwsxoy SRS
=





item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-18-1.jpg





item/image/p000-00-37-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
I E R
ORI






item/image/p000-00-14-1.jpg
n® zozems R
=





item/image/p000-00-10-1.jpg
~





item/image/p000-00-79-1.jpg





item/image/p000-00-22-1.jpg





item/image/p000-00-45-1.jpg





item/image/p000-00-64-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg
fv JENEXCEECLEm - -
=





item/image/p000-00-68-1.jpg





item/image/p000-00-68-2.jpg





